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玉川学園は初等・中等一貫教育制を２００４年にスタートさせたのを契機に、中学校

と高等学校ごとに設置されていた理科教室群を一つにした科学技術教室棟（Sci-Tech 

Center）設置を実現しました。理科数学離れのなかで、科学技術教室を集中させること

で、この分野の教育を強力に推進させる目的のものでした。 

 

現在、日本社会はサービス産業が主流となっていますが、それを下支えしている一つ

が科学技術（サイテック）分野です。私たちが今日快適で便利な生活を送ることができ

るようになるのは、科学技術分野の発展のお陰です。しかし、これをさらに良い生活様

式とするには磐石なる後継者育成が必要です。そこに理数工学系大学での人材養成に期

待が寄せられているのです。 

 

ＳＴＥＭとはScience, Technology, Engineering, Mathematics のことですが、先進

諸国の高等教育はSTEM分野を推進しています。しかし、大学でSTEM教育と研究を進め

ていくには、実は高等学校でのSSHが先行していなければならないのです。昨今高大接

続が問われていますが、この分野での課題はただ単なる大学入学ではなく、いかにして

教育の一貫制を確保するかです。初等教育から始まる理数学習と大学ＳＴＥＭ教育・研

究とを結び付けるのが中等教育SSHです。 

 

より良くサービス産業を育てていく上にも、またそれを享受するためにも、STEM分野

の教育を通じて人材を養成しなければなりません。そうした将来の日本社会に貢献でき

る人材を養成する一翼を担う気持ちでSSHプログラムそしてそれに続くSTEM教育と研究

を目指してまいります。 
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１．研究開発実施報告（要約） 別紙様式１―１ 

玉川学園高等部中学部 20～24 
              

平成 24年度スーパーサイエンスハイスクール研究開発実施報告（要約） 
 

① 研究開発課題 
幼児から研究者までの一貫教育として、オンディマンドの視点から包括的に研究開発を行う。好奇心か
ら探究に向かう教育、知識習得から問いをたてる教育、批判的かつ創造的論理的思考で問題解決に取り組
む教育、未知の不確実な領域に臨む教育、先を見越して行動するプロアクティブな教育、これらの段階的
育成に関する授業と指導法の研究開発と、同時にカリキュラムのリンケージにより学力差への対応力と効
率化を図り、高３後半からの高大接続の研究開発を行う。 
「２１世紀の科学へ」－学びから創造へ－ 
日本文化の伝統を融合した国際標準たり得る理科カリキュラムの研究開発 
 ●国際バカロレア機構の探究・批判的創造的思考・国際性・独創性を取り入れた学習 
 ●大学/研究機関や脳研究との連携を通した現代科学の研究的学習 
 ●科学と日本文化における学びと独創性の学習 
●高学年初年度教育としての探究力・思考力養成プログラムの実施 
② 研究開発の概要 
本研究は、科学技術に関して様々な興味関心を持ち続け、自ら課題設定と自己推進的な学習を行い、日本
独自の科学的な感性を備えた生徒の育成を目指す。今年度より｢プロアクティブラーニングコース｣内主生
徒での研究開発も加え、カリキュラムのリンケージおよび脳科学研究など本校オリジナルな研究課題を設
定する。 
研究内容は 
１．国際ﾊﾞｶﾛﾚｱ機構の探究・批判的創造的思考・国際性・独創性を取り入れる等した学習の研究開発 
２．大学/研究機関や脳研究との連携を通した現代科学・科学技術に関する研究的学習の研究開発 
３．探究力や独創性を育成するオリジナルカリキュラムの研究開発 
である。 
これらの取り組みにより、実施アンケートや学力調査などのデータを用いてSSH事業に関わる人の理科
に関する変容を検証していく。 
③ 平成 24年度の実施規模 
中学・高校全生徒（７年生～12年生）を対象に実施する。SSH対象生徒は 1386人である。 
（7年生～12年生に IB ｸﾗｽ各１クラス、10年生 12年生にﾌﾟﾛｱｸﾃｨﾌﾞﾗｰﾆﾝｸﾞｸﾗｽ１クラスあり） 
④ 研究開発内容 
○ 研究計画 
第１年次：各課題の基盤となる研究開発や調査を実地し次年度以降の展開に備え、研究体制や研究組織の確

立 
第２年次：基盤となる研究をもとに発展展開させる。特に高大接続と国際性の実施については実践を伴いな

がら高度な段階を目指す。大学側の問題意識を取り入れたｶﾘｷｭﾗﾑ開発も行う。 
第３年次：具体的事業を質的・量的に変化させる。高大接続についてはカリキュラムの充実と進路開発の開

拓を具体化させる。国際性については新たな事業も立案し試験的に実施する。課題研究について
は継続的指導の成果を報告会、コンクール等で検証する。     

第４年次：各課題について質的な部分についての検討を図る。高大接続についてはカリキュラムの充実と進
路開発の開拓の最終段階に入る。国際性については事業の再構築を行う。課題研究については継
続的指導の成果を報告会、コンクール等で検証する。 

第５年次： SSHプログラムの完成により、成果を一般に普及させていく。あらゆる角度からの最終的な検
証、再評価を行う。 

１ 国際バカロレア機構の探究・批判的創造的思考・国際性・独創性を取り入れる等した学習の研究開発
   [ア] 授業内に取り入れた実験デザインおよび評価法の研究 
   [イ] IBクラスとプロアクティブラーニングクラスの理科の協働授業の研究 
   [ウ] 国際交流を通じた国際性と語学力 
   [エ] 小学校からの理科教育・環境の実践研究と地域連携 
   [オ] 課外活動の総合的な指導と発表・発信の場の設定よる自主的な研究への取組の支援 
２ 大学/研究機関や脳研究との連携を通した現代科学・科学技術に関する研究的学習の研究開発 

     [ア] 大学研究室や企業の研究機関との連携による実験・演習プログラム 
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     [イ] 科学技術の紹介と人としての研究者の紹介と研究とはなにかの紹介(全体) 
     [ウ] 大学教員と連携した通常教科授業での実験研究の導入から研究指導へ（授業） 
     [エ] 大学生・大学院生のTA（ﾃｨｰﾁﾝｸﾞｱｼｽﾀﾝﾄ）の活用と教員養成の実践（自由研究・授業/放課後指

導） 
     [オ] 11.5年生以降（高３後半）の高大接続の内容と並行する授業形態 
          高大接続の為のカリキュラム開発 
３ 探究力や独創性を育成するオリジナルカリキュラムの研究開発 

[ア]中３時の総合的学習｢学びの技｣を通した調査探究スキル・論理的思考力・学習到達度の向上 
[イ]オリジナルテキストを用いた｢理系現代文｣日本の風土から考察した科学教育・科学研究の再考 

○教育上の特例等特記すべき事項   なし 
○平成２４年度の教育課程の内容   関係資料のとおり 
○平成２４年度の具体的な研究事項・活動内容 
（課題テーマ１）国際バカロレア機構の探究・批判的創造的思考・国際性・独創性を取り入れる等の研究

開発 
  （１）授業内に取り入れた実験デザインおよび評価法の研究 
    ○SS理科（９年生…中学３年生、４単位：10年生…高校１年生、４単位）年間の中で、それぞれの

学年で２テーマずつ各８ｈほど探究的な活動を行った。（半期）探究実験(物理分野)、（半期）探
究実験（化学分野）の課題実験計画書を作成し自己評価等をすることで、科学研究の探究的な手
順や改善方法の基礎を学ぶことができた。 

    ○９年、１０年ではレポート課題に取り組む時、IB（ｲﾝﾀｰﾅｼｮﾅﾙﾊﾞｶﾛﾚｱ）の評価法を参考にした評価
表を導入することで、生徒の取り組むべき課題を明確にし効果を図った。 

  （２） 国際交流を通じた国際性と語学力 
   ○アメリカThe Roxbury Latin School生徒研修や 名城大学コアSSH（産学協同による海外研修を通

じたｸﾞﾛｰﾊﾞﾙ人材の育成） に参加した。      
（３）小学校からの理科教育・環境の実践研究と地域連携 
      SSH指定以前より｢ロボット講座｣｢プラネタリウム講座｣等を地域の小学生対象に行い、科学教育の

活性化を図っている。また大学や学会等とも連携することで中学生や高校生が講師としても活躍で
きるようなプログラム作りを開発している。 

（４）課外活動の総合的な指導と発表・発信の場の設定よる自主的な研究への取組の支援 
 科学系クラブとして少人数ではあるが、中学高校ともに化学・生物・物理・天文に分かれ活動し、
その研究成果を積極的に科学コンテストに応募している。また学外活動として科学オリンピックへ
の参加を呼びかけ、徐々に参加者数も伸びている。 
○科学コンテストの本年度実績 
【第５６回日本学生科学賞・都大会入賞】 中学部の部  優秀賞１名、奨励賞２名 
【 World Robot Olympiad Japan公認予選会西東京大会】           

小学生の部 第二位、中学の部 第二位、三位 
○科学オリンピック 
   第7回全国物理コンテスト 物理チャレンジ2012 実験課題・理論問題 参加者 ３名 
   全国高校化学グランプリ2012                    参加者 ３名 

日本生物学オリンピック「生物チャレンジ2012」 参加者 ２名 
    
（５）課題研究 
 「SSHリサーチⅠ・Ⅱ」「SSHリサーチ科学」「 SSHリサーチ脳科学」「自由研究」の年間授業を通
して発展的な科学実験を経験し、その成果を生徒研究発表会や科学コンテストに反映させた。  

   
 

（課題テーマ２）大学/研究機関や脳研究との連携を通した現代科学・科学技術に関するの研究的学習の
研究開発 

（１）大学研究室や企業の研究機関との連携による実験・演習プログラム 
     大学関係では玉川大学をはじめとして企業や研究機関と連携し、短期的なプログラム（見学者や

実習）を実施することで、生徒の科学に対する興味関心を高めることができた。 
○日本科学未来館実習  ○FutureSciTechLab見学（玉川大学学術研究所）         
○つくばｻｲｴﾝｽ研修（産業技術総合研究所）○サイエンスサマーキャンプ（玉川大学農学部）     
○東京大学地震研究所  ○SEA（School Environment Analysis） ○東京大学生産技術研究所
○千葉工業大学 ○玉川大学脳科学研究所 ○玉川大学学術研究所 ○玉川大学農学部 
○北海道大学 ○（株）リバネス ○神奈川生命の星・地球博物館 ○理化学研究所 
○環境省 ○日本薬科大学 ○京都大学  
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⑤ 研究開発の成果と課題 

○ 実施による効果とその評価 
（１）国際バカロレア機構の探究・批判的創造的思考・国際性・独創性を取り入れる等した研究開発 
１０年生（高１）にSSHを主体的に活動するクラス（PLクラス）を設定し、SSHの研究開発を行う

授業数が増加した。普通クラスと比べSSHの取組が多数企画されているが、それぞれの企画に対して事
前研修の取組を行ったため参加意欲や活動状況は非常に高いものであった。また課題研究を必修化してお
り、その後の進路に関係なく研究経験をさせることで、チーム活動の重要さや研究を通して学ぶことので
きるカリキュラムを設定している。 
生徒自身が行うことのできる実験課題の評価法の研究をいれていることから科学的な探究活動の向上
を図ることができた。高大連携部分では大学教員と連絡を密に取り、授業や研修時における学習内容の理
解が促進された。 

 
（２）大学/研究機関や脳研究との連携を通した現代科学・科学技術に関するの研究的学習の研究開発 
  昨年以上の数の大学研究機関等と連携することができ、それらに参加した生徒数も増加している。５年
間継続している大学の研究者による学年講話は例年通り、アンケート結果からも好評を得ている。 

 
（３）探究力や独創性を育成するオリジナルカリキュラム開発に関する研究開発 
「学びの技」では思考ツールの中でも「マインドマップ」を用いて情報収集力を高め、結論やその根拠を

                   
（２）科学技術の紹介と人としての研究者の紹介と研究とはなにかの紹介(全体) 

  ９年（中３）～１２年（高３）までの４学年について学年全員を対象にSSH記念講話を行い、文理
を問わず科学的な考え方を学ぶことができた。      
学年 日時 講 タイトル 講師 
９年 
 

平成24年10月15日（月） 【脳科学入門】 
 

玉川大学脳科学研究所    
鮫島和行 准教授 

10年 平成24年10月29日（月） 【明日を目指す皆さんへ】 玉川大学農学部生命化学科 
東岸 和明 教授 

11年 
 

平成24年11月12日（月） 【人の脳の発生・発達と 
その周辺】

玉川大学脳科学研究所  
佐治量哉 准教授 

12年 
 

平成24年11月5日（月） 【光と植物のおいしい関係】 玉川大学農学部生命科学科 
渡辺 博之 教授 

   ※その他希望者対象の記念講演会にも本年度は１回開催した。 
       ○平成２４年１１月２８日（水） 理化学研究所 玉尾皓平 氏 講演会 
（３）大学教員と連携した通常教科授業での実験研究の導入から研究指導へ（授業） 
     ＳＳＨ科学（１２年）、ＳＳＨリサーチ脳科学（１０年、１１年）脳科学研究所と年間を通した

連携を行うことで、最先端の講義や実験課題を組み立てることができた。           
（４）大学生・大学院生のTA（ﾃｨｰﾁﾝｸﾞｱｼｽﾀﾝﾄ）の活用と教員養成の実践          

玉川大学農学部有泉研究室の学生が自由研究をはじめとした高校授業内へ積極的に参加した。
教育実習だけでなく、大学生への定期的な指導を通して具体的な教師像や研究手法を共有するこ
とができた。 

   （５） 11.5年生以降（高３後半）の高大接続の内容と並行する授業形態 
         玉川大学進学予定者に対して高大接続の為のカリキュラムの実施を行った。実施４年目の本年は

履修生徒の意識が昨年より大変高くなり、大学生と同じく履修した科目でも優秀な成績を残す生
徒も現れた。 

   
（課題テーマ３）探究力や独創性を育成するオリジナルカリキュラムの研究開発 
（１）中３時の総合的学習｢学びの技｣を通した調査探究スキル・論理的思考力・学習到達度の向上 
  「学びの技」（総合的学習に相当）SSH指定１年次から９年生（中３）全員に対して開講した。い
くつかの教科の教員が関わり、情報整理・表現・発信・プレゼンテーション・ディベートなどをキ
ーワードに授業を展開した。今年度は最終的な論文執筆に向けていくつかの思考ツールを用いて学
習させた。思考ツールを用いることで論文に論理的な一貫性を持たせることを目標とした。 

（２）オリジナルテキストを用いた｢理系現代文｣日本の風土から考察した科学教育・科学研究の再考 
    オリジナル教材を用いて科学技術についての関心やイメージを喚起させた。学習形態やプレゼンテ

ーションの改善を行うことで、生徒個々の課題に対する取組を深化させた。進路指導も踏まえて入試
時の論文作成の為に、要約の仕方や小論文の書き方ガイダンスを春・秋の２回設けた。論文の内容と
関係する映像を使い、ディベート時の材料とした。 
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みち引き出すことができ、論文の視野の広さや幅を持たせることができた。 
「理系現代文」では等、他教科からの探究的な手法を展開する授業などにより、プレゼンテーション技術や
科学技術に関する関心やイメージを喚起することができた。従来のような教師が授業の中心的役割を担う
授業形態とは異なる、生徒自身が主体的に教材に取り組んだり、意見交換をしたり、発表したりするとい
う授業の試みとして、かなりの成果を上げることが出来た。 

 
○ 実施上の課題と今後の取り組み 
（１） 国際バカロレア機構の探究・批判的創造的思考・国際性・独創性を取り入れる等した研究開発 

生徒の科学コンクール入賞数、研究発表会参加数、科学オリンピック（物理・生物）参加数その他
SSH企画参加数など昨年度と比較してほぼ昨年なみ、項目によっては減少している。SSH活動の中で
主生徒、その中でも課題研究を積極的に取り組む生徒数増加は横ばいになってきている。研究に関与す
る教員力（課題研究等の指導力）もそろそろ限界に達しており、後は効率化を目指す指導のレベルに入
った。生徒の学力にほぼ比例している成果があがる科学オリンピックへの参加率やその指導上での困難
さ等、問題が表面化してきた。、SSHに関する興味の高さおよび授業カリキュラム等の成果が着実に上
がっている。しかし指導法がまだ確立していないことや参加が特定のSSH主生徒にまだかたよってお
り、来年度は一般生徒へ参加を促す方策を再検討する余地がある。 

   IBのカリキュラム手法を用いた実験課題プログラムについて、概要や授業方法を展開する授業が多
くなってきている。これまで地域の学校教員にも普及させるプラグラムを展開できたので、今後はそれ
らの冊子化を検討しなければならない。今年度についてはPL－国際学級 IBクラスの協働授業には実施
することができなかったが、英語を使用した実験授業など新たな試みを実施したが、その後の効果がど
のように影響しているかまだ見えない部分がある。 

   大学生TA（教職課程研究室大学生等）の導入はまだ不定期な連携が主となっており、毎週設定して
いる課題研究等の重要なカリキュラム部分での連携はやや取組として少ない。大学生が負担にならず、
かつ大学生にとってもメリットのある連携の確立は次期SSHの研究活動で再検討する予定である。 

 
（２）大学/研究機関や脳研究との連携を通した現代科学・科学技術に関するの研究的学習の研究開発 
課題研究において５年間の連携から、高校生レベルとしてはかなりハイレベルなものも成果としてあが
ってきている。しかしそれらが、高校生自身の身の丈にあって課題設定されたものであるかどうか評価委
員の別れる部分である。シンプルな課題設定でも毎回、生徒にアンケート等を課しているがそれらを返却
してフィードバックするシステムがまだ構築しきっていない。自由記述欄における生徒の質問項目等にお
いても完全に返答していない現状がある。 

 
（３）探究力や独創性を育成するオリジナルカリキュラム開発に関する研究開発 
 研究開発を行う上で年度最初に教員及び生徒に対して、発表等への運営支援および発表日程などを早
目に認識させることで、年間の予定を立てやすいプログラム作りを行う必要がある。これより教員およ
び生徒のSSH活動への負担を少しでも軽減するねらいもある。 
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２．研究開発の成果と課題  別紙様式２―１ 

玉川学園高等部中学部 20～24 
             平成２４年度スーパーサイエンスハイスクール研究開発の成果と課題 
①研究開発の成果 
（１）生徒について 
   平成２２年度より１０年生（高校１年）にプロアクティブラーニングコースを設置した。プロアクテ
ィブとは「率先して行動する」「一歩先を見越して行動する」「次のことを考えて、事前に準備する」と
いう意味である。科学技術だけでなくいろいろなことに興味・関心を持ち、自ら探究したいと思う気持
ちを持ち続けさせ、大学卒業後も真価を発揮する本物の人間力を身につけさせている。 
「SSHリサーチⅠ・Ⅱ」をはじめとしたその他の課題研究授業とその年間を通しての発表会、およ

び研究所訪問や大学研究者を招いての講義を通して、「科学技術に対する興味と関心を持ち続け、倫理
観を持って合理的かつ創造的活動を行う」というねらいが達成できたと考えられる。自ら問題を設定し、
批判的かつ創造的に論理的な思考を身につける」という目標が達成されていると考えられる。 

（２）保護者について 
   １２月に１０年ＰＬコース保護者および普通コース保護者対象のアンケートを実施した。アンケート
結果より、ほぼ半数の保護者や８割の生徒がSSH活動で学んでいることに満足していることがわかる。
利点を意識させて参加させた割合はほぼ同じであるが、効果があったと答えている割合が昨年度より増
加している。希望参加型の授業とそれに対する発表会等を昨年度と同じ程度に多く設定し、保護者にも
公開している場も多いことなどから、このような良い効果があったと考えられる。また「将来の希望職
種探し」というキーワードでは昨年度と比べて、保護者も意欲が増したとは言えない結果となった。国
際性という面では生徒同様効果があったとは言えない結果となり、項目別でも低い割合である。 

（３）教員の変容 
   教科連携型の研究項目で多数教科の教員が関わっていることもあり、ほぼ教員が連携を重視している
と考えている。またそれに伴い科学技術や理科、数学という観点からも充実してきたと考える教員の割
合も多い。残念ながら、SSHの取り組みが地域還元しているかという項目では、教員の中でもまだまだ
影響が弱いと考える割合も多く、SSH以外の学校活動の面から見ても改善する余地があると思われる。

  ５年間の第Ⅰ期SSH活動を通して、全教員（幼稚部～高校まで）がSSH活動をほぼ認知することが
できた。 

②研究開発の課題 
（全体）    ・SSH主生徒以外の科学ｺﾝﾃｽﾄ、科学ｵﾘﾝﾋﾟｯｸ等の参加への活性化と指導法の確立について。
        ・SSHに関わる生徒および教員の負担軽減や通常授業との両立を目指す研究開発 
        ・第二期目のSSH指定に向けて、来年度指定５年次では教材冊子の作成が必要 
        ・ホームページやSSHニュース（紙媒体）等を使いSSH活動の周知徹底をすることで、参加

への意欲を促していく必要がある。 
（課題テーマ１）国際バカロレア機構の探究・批判的創造的思考・国際性・独創性を取り入れる等した学習の研

究開発 
         IBのカリキュラムおよび評価法の研究成果を今年度も普通クラスの９年（中３）に応用した。

今後は他上位学年への通常授業内の探究活動に応用していくことを模索していきたい。生徒の
科学コンクール入賞数、研究発表会参加数、科学オリンピック（物理・化学・生物）参加数そ
の他SSH企画参加数など近年着実に増加しており、SSHに関する興味の高さおよび授業カリ
キュラム等の成果が着実に上がってきておりさらに活性化を促したい。英語科との連携が軌道
に乗りだしたが、英語による発表までの具体的な実績はこれからである。 

（課題テーマ２）大学/研究機関や脳研究との連携を通した現代科学・科学技術に関する研究的学習の研究開発 
         授業内やそれ以外の期間においても大学・研究機関との連携状況は順調に企画が進んでいる。

高大接続部分については高大の接続企画が４年経過し、履修状況やその成果などが徐々に明ら
かになってきている。玉川大学以外の教育機関とも積極的に連携し、新たな知見を得たり助言
をしていただくことを目指す必要性がある（SSH第二期申請時の評価を受けて）。 

（課題テーマ３）探究力や独創性を育成するオリジナルカリキュラムの研究開発 
        ｢学びの技｣では授業担当者の体制面のシステム化がなされた。現在９年生（中３）のみで行っ

ている授業がこの学年を出発点とするのではなく、さらに下の学年から開始したいが、まだ具
体的なロードマップができていない。早期に探究的ツールを様々に使えるようなり、今後は１
０年生以上の自由研究への効果を調べることが急務である。 

         ｢理系現代文｣では科学や技術に対する関心やイメージを持たせ、将来の研究につながるよう
な、主体的に学習に取り組む姿勢や技能を身につける』という点は達成することができたと考
えられる。語句調べや要約の添削の方法について、出来るだけ短時間で処理が出来るような方
法が今後は必要である。課題テキスト文章の再選定や課題を生徒同士行う上での相互評価をど
う改善点に結びつけていくかなどについて検討していく必要がある。テキストの理解度を向上
させるための授業の工夫を検討していく（ICT等）。 
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平成 24年度 SSH研究開発実施報告書 
 
第１章 研究開発の概要 
 
１ 本校の概要 
（１）学校名，校長名 
   学校法人 玉川学園高等部中学部      校長名 小原芳明 
 
（２）所在地，電話番号，ＦＡＸ番号 
  東京都町田市玉川学園６－１－１ 電話 042-739-8533    FAX 042-739-8559 
    HPアドレスhttp://www.tamagawa.ed.jp/ 
 
（３）課程・学科・学年別生徒数，学級数及び教職員数 
 
①高校 生徒数、学級数 
課  程 
 

学  科 
 

第１学年 第２学年 第３学年 計 

生徒数 学級数 生徒数 学級数 生徒数 学級数 生徒数 学級数 

全日制 普通科 247 8  225 8 245 8 717 24 

 
  中学 生徒数、学級数 

課 程 
 

学 科 
 

第１学年 第２学年 第３学年 計 
生徒数 学級数 生徒数 学級数 生徒数 学級数 生徒数 学級数 

全日制 普通科 207 7 218 7 244 7 669 21 
  
②教職員数 

      高校 
 学校長  教頭  教諭 

(専任,常勤, 養護教諭) 
講師  事務職員  その他    計 

 １ 
(兼務者) 

   1    44 
  

本務者 15 
兼務者 65 

    7     0 本務者 67 
兼務者 65 

 
    中学 

 学校長  教頭  教諭 
 (専任,常勤講師, 養護教諭) 

講師  事務職員 その他    計 

 １ 
(兼務者) 

  1   本務者 42、兼務者 1 
 (養護教諭…本務者1,兼務者1)

本務者 4 
兼務者 120 

     8   0 本務者 56 
兼務者 121 

 
２  研究開発 
 （１）研究開発課題 

幼児から研究者までの一貫教育として、オンディマンドの視点から包括的に研究開発を行う。
好奇心から探究に向かう教育、知識習得から問いをたてる教育、批判的かつ創造的論理的思考で
問題解決に取り組む教育、未知の不確実な領域に臨む教育、先を見越して行動するプロアクティ
ブな教育、これらの段階的育成に関する授業と指導法の研究開発と、同時にカリキュラムのリン
ケージにより学力差への対応力と効率化を図り、高３後半からの高大接続の研究開発を行う。 
「２１世紀の科学へ」－学びから創造へ－ 
日本文化の伝統を融合した国際標準たり得る理科カリキュラムの研究開発 
 ●国際バカロレア機構の探究・批判的創造的思考・国際性・独創性を取り入れた学習 
 ●大学/研究機関や脳研究との連携を通した現代科学の研究的学習 
 ●科学と日本文化における学びと独創性の学習 
●高学年初年度教育としての探究力・思考力養成プログラムの実施 
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（２）研究開発の実施規模 
併設型中高一貫校として中学１年から高校３年まで全員を対象とする（プログラムにより希望者対象と

する場合がある）。SSH事業は全教職員の取り組みの基で実施する。 
平成２０年度からの実施に際して、五カ年計画の前半は９～１２年生（中学３年～高校３年）を中心と

して展開し後半は５～１２年生（小学５年生～高校３年、IB国際バカロレアコース含む）の生徒を対象に
実施する予定である。 
 
（３）研究の概念図 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

高大接続

幼小中高一貫

海外提携校 文系生徒ＳＳＨ 

 

Diploma 

海外大学 
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（４）研究内容・方法・検証 
   [1]研究内容・方法 
   次の具体的な方法で学校教育を展開すれば、目標とした上記の様な生徒を育成することができると考
えられる。 

 
[2]検証 

     上記研究内容①～⑧までを主軸にした検証・評価は、SSHの運営指導委員の協力を得ながら、アンケ
ートや学力調査などのデータを用いてSSH担当員教員が中心になって行う。 

  （ア）主な調査項目 
    a)教育課程                       …カリキュラムの工夫による生徒の学習理解度 
   b)教員の指導体制                 …ＳＳＨを実施する運営方法や指導体制について 
     c)教員の指導方法                …教材の工夫等により授業の達成度 
     d)教材の開発                    …既存の教科書以外の教材を用いることでの学習上達 
     e)大学や研究機関との連携         …連携に対する実施高校側、大学、研究機関等の考え方について 
     f)高大接続のあり方と改善         …生徒間及び教員間の接続に対する考え方について 
     g)国際的な取り組み部分での連携  …学習を通した国際交流を行うことによる成果 
     h)教科外活動の様子 
      i)生徒、教員、学校、地域の変容 
       ・科学技術、理科、数学への理解関心興味        ・理系選択者人数の推移 
       ・学力調査（定期考査、校内外模試、各種理科コンクールの応募・入選状況等） 
     ・大学及び大学院進学率（理系）                       ・進路先分野の調査 
       ・理科分野に対する保護者の姿勢、連携講師の満足度     ・教員の授業の質 
       ・教員の学内におけるＳＳＨ運営参加への意識変化      ・地域社会への貢献度 
     
  （イ）調査方法 
      上記調査項目を検証するために以下の事が挙げられる。 
      [教師・学校側の行うこと]   
      ・生徒、保護者、連携機関や講師へのアンケート（聞き取り調査） 
      ・学校評議員へのアンケート          ・公開授業や研究発表会および web 等による外部評価 
      ・生徒のアンケートや学習成績の分析  ・地域向けの企画時でのアンケート調査とその分析 
       
      [生徒側の行うこと]  
      ・各ＳＳＨ企画時におけるアンケート調査、講義・実験レポート、研究論文などによる調査。 
      ・研究発表会時における生徒間での評価 
 
   以上、学校評議委員、運営指導員、大学関係者、保護者、同窓会組織、地域、産業界等の外部評価に
ついても積極的に取り入れることで検証・評価していく。また絶えず自己点検・自己評価に努めていく。 
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（５） 事業項目別実施区分 

事 業 項 目 実施場所 担 当 責 任 者 

①国際バカロレア機構の探究・批判的創造的思
考・国際性・独創性を取り入れる等した学習
の研究開発 
（海外連携事業、生徒交流会等） 

玉川学園等 藤樫大二郎、渡辺康孝、小林慎一、 
中村純、田原 剛二郎 
玉川学園高等部・中学部教諭 

②大学/研究機関や脳研究との連携を通した現
代科学・科学技術に関する研究的学習の研究
開発 
（学校設定科目の実施、高大連携授業、校内外
研修プログラム、生徒研究発表会等） 

玉川学園等 小林慎一、森 研堂、渡辺康孝 
吉澤大樹 
玉川学園高等部・中学部教諭 

③探究力や独創性を育成するオリジナ
ルカリキュラムの研究開発（｢学びの
技｣｢理系現代文｣他教科連携） 

玉川学園等 後藤芳文、伊藤史織 
中村 純  
玉川学園高等部・中学部教諭 

④課外活動の総合的な指導と発表・発信の場の
設定による自主的な研究への取組の支援 
（研修プログラム、コンテスト参加等） 

玉川学園等 
 
 

田原剛二郎、原美紀子、森 研堂 
玉川学園高等部・中学部教諭 
 

⑤小学校からの理科教育・環境教育の実践研究
と地域連携 
（連携プログラム、成果の公表・普及等） 

玉川学園等 中村 純、田原剛二郎 
玉川学園高等部・中学部教諭 
 

⑥運営指導委員会の開催 玉川学園等 藤樫大二郎  
玉川学園高等部・中学部教諭 
教育部長 

⑦評価および報告書のとりまとめ 玉川学園等 小林慎一、渡辺康孝 
玉川学園高等部・中学部教諭 

 
（６）運営組織の概要図 
                      玉川学園高等部・中学部ＳＳＨ研究組織図 

 

 

 

 

 

 

SSH運営指導委員会 
 

 

 

 

 

   SSH実行委員会 
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   大学、研究機関   地域小学校、中学校、高校    ＳＳＨ指定校 
 

連
携 
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第２章 研究開発の経緯 
 
１．国際ﾊﾞｶﾛﾚｱ機構の探究・批判的創造的思考・国際性・独創性を取り入れる等した学習の研究開発 
 
（１） 授業内に取り入れた実験デザインおよび評価法の研究（２０年度より実施） 
    ○SS理科（９年生…中３年、４単位）年間の中で２テーマで各８ｈほど探究的な活動を行った。（前

期）探究実験(物理分野)、（後期）探究実験（化学分野）の課題実験計画書を作成し自己評価等を
することで、科学研究の探究的な手順や改善方法の基礎を学ぶことができた。 

    ○９年、１０年ではレポート課題に取り組む時、IB（ｲﾝﾀｰﾅｼｮﾅﾙﾊﾞｶﾛﾚｱ）の評価法を導入した評価表
を導入することで、生徒の取り組むべき課題を明確にし効果を図った。  

  
（２）IBクラスとプロアクティブラーニングクラスの理科の協働授業の研究 

今年度、IBクラスとプロアクティブラーニングクラスとの協働授業は実施せず。IBクラスに
対しては、Extend Essayで化学研究を選んだIBの生徒を普通クラスの理科教員とIB教員が協働
して指導をした。指導を受けた生徒は最終的に関東近県SSH生徒研究発表会で英語による口頭発
表を行った。 

 
（３） 国際交流を通じた国際性と語学力 
   ○アメリカThe Roxbury Latin School生徒研修に参加 ○名城大学附属高等学校コアSSHに参加 

 
（４）小学校からの理科教育・環境の実践研究と地域連携（２０年度より実施） 
      SSH指定以前より｢ロボット講座｣｢プラネタリウム講座｣等を地域の小学生対象に行い、科学教育の

活性化を図っている。また大学や学会等とも連携することで中学生や高校生が講師としても活躍で
きるようなプログラム作りを開発している。 

 
（５）課外活動の総合的な指導と発表・発信の場の設定による自主的な研究への取組の支援 

科学系クラブとして少人数ではあるが、中学高校ともに化学・生物・物理・天文に分かれて活動し、
その研究成果を積極的に科学コンテストに応募している。また学外活動として科学オリンピックへの
参加を呼びかけ、徐々に参加者数も伸びている。 
 
○科学コンテストの本年度実績 
【第５６回日本学生科学賞・都大会入賞】 中学部の部  優秀賞１名、奨励賞２名 
【 World Robot Olympiad Japan公認予選会西東京大会】 

小学生の部 第二位、中学の部 第二位、三位 
 
○科学オリンピック 
   第８回全国物理コンテスト 物理チャレンジ2012 実験課題・理論問題 参加者 ３名 
   第１５回全国高校化学グランプリ2012            １次予選参加者       ３名 
   日本生物学オリンピック「生物チャレンジ2012」           参加者 ２名 
 

 （６）課題研究系 
「SSH リサーチⅠ・Ⅱ」「 SSH リサーチ脳科学」「SSH リサーチ科学」「自由研究」の年間授業を通
して発展的な科学実験を経験し、その成果を生徒研究発表会や科学コンテストに反映させた。 
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２．大学/研究機関や脳研究との連携を通した現代科学・科学技術に関するの研究的学習の研究開発 
 
（１）大学研究室や企業の研究機関との連携による実験・演習プログラム（２０年度より実施） 
 
   玉川大学をはじめとして東京工業大学、および企業や研究機関と連携し、短期的なプログラム（見学
者や実習）を実施することで、生徒の科学に対する興味関心を高めることができた。 
○日本科学未来館実習  ○FutureSciTechLab見学（玉川大学学術研究所）         
○つくばｻｲｴﾝｽ研修（産業技術総合研究所）○サイエンスサマーキャンプ（玉川大学農学部）     
○東京大学地震研究所  ○SEA（School Environment Analysis） ○東京大学生産技術研究所        
○千葉工業大学 ○玉川大学脳科学研究所 ○玉川大学学術研究所 ○玉川大学農学部・工学部 
○北海道大学 ○（株）リバネス ○神奈川生命の星・地球博物館 ○理化学研究所 
○環境省 ○日本薬科大学 ○京都大学            

 
（２）科学技術の紹介と人としての研究者の紹介と研究とはなにかの紹介(全体)（２０年度より実施） 
 

  ９年（中３）～１２年（高３）までの４学年について学年全員を対象にSSH記念講話を行い、文理
を問わず科学的な考え方を学ぶことができた。      
学年 日時 講演 タイトル 講師 
９年 
 

平成24年10月15日（月） 【脳科学入門】 
 

玉川大学脳科学研究所    
鮫島和行 准教授 

10年 平成24年10月29日（月） 【明日を目指す皆さんへ】 玉川大学農学部生命化学科 
東岸 和明 教授 

11年 
 

平成24年11月12日（月） 【人の脳の発生・発達と 
その周辺】

玉川大学脳科学研究所  
佐治量哉 准教授 

12年 
 

平成24年11月5日（月） 【光と植物のおいしい関係】 玉川大学農学部生命科学科 
渡辺 博之 教授 

 
（３）大学教員と連携した通常教科授業での実験研究の導入から研究指導へ（授業）（20年度より実施） 
 
 ○ＳＳＨ科学（12年）、ＳＳＨリサーチ脳科学（10年、11年）脳科学研究所と年間を通した連携を行
うことで、最先端の講義や実験課題を組み立てることができた。全国SSH生徒研究発表会や学会系
高校生部門にも参加し年間の課題研究の成果を発表できた。                         

  
 
（４）大学生・大学院生のTA（ﾃｨｰﾁﾝｸﾞｱｼｽﾀﾝﾄ）の活用と教員養成の実践      （20年度より実施） 
 
        玉川大学農学部有泉研究室の学生が授業内へ積極的に参加した。教育実習だけでなく、大学生への

定期的な指導を通して具体的な教師像や研究手法を共有することができた。 
 
（５）11.5年生以降（高３後半）の高大接続の内容と並行する授業形態      （20年度より実施） 
 
        玉川大学進学予定者に対して高大接続の為のカリキュラムの実施を行った。実施４年目の本年は履

修生徒の意識が昨年よりさらに高くなり、大学生と同じく履修した科目でも優秀な成績（GPA4.0max）
を残す生徒も現れた。  

３． 探究力や独創性を育成するオリジナルカリキュラムの研究開発 
 
（１）中３時の総合的学習｢学びの技｣を通した調査探究スキル・論理的思考力・学習到達度の向上 
 
いくつかの教科の教員が関わり、情報整理・表現・発信・プレゼンテーション・ディベートなどをキ
ーワードに授業を展開した。今年度は思考ツールをいくつか用いることで、論文作成時の論理的一貫性
を保たせることに注意を払った。 

 
（２）オリジナルテキストを用いた｢理系現代文｣日本の風土から考察した科学教育・科学研究の再考 

 
オリジナル教材を用いて科学技術についての関心やイメージを喚起させることができた。今年度は映
像教材を用いることや、それに伴うディベートも行った。 
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[平成２４年度経過] 
研究内容 

 

4

月 
5

月

6

月

7

月

8

月

9

月

10

月

11

月

12

月 
1

月 
2

月 
3 

月

１ 国際バカロレア機構の探究・批判的創造的思考・国際性・独創性を取り入れる等した学習の 
研究開発 

（１）SS理科 
 

            

（２）国際性 
ABI研修 
ドイツゲーテ高交流 

    
○ 

       
 
○ 

 

（３）地域貢献事業 
 

   ○ 
 

○  ○ ○ ○    

（４）課外活動 
（サイエンスクラブ） 

            

（５）課題研究系 
 SSH ﾘｻｰﾁ科学（普通コース） 
 SSHリサーチⅠ・Ⅱ 

（PLコース） 
  SSHリサーチ脳科学 
  自由研究（普通コース） 

            

２．大学/研究機関や脳研究との連携を通した現代科学・科学技術に関するの研究的学習の研究開発

（１）実習・演習プログラム 
 

            

（２）特別講演会 
 

 ○ ○   ○    ○   

（３）大学連携授業 
  SSH科学 
  SSHリサーチ脳科学 
SSH情報科学 

          
 
 
○ 

  

（４）大学教職TA連携等 
 

            

（５）高大接続カリキュラム 
 

            

３ 探究力や独創性を育成するオリジナルカリキュラムの研究開発 
（１）学びの技 
 

            

（２）理系現代文 
 

            

４ その他 

生徒研究発表会             

運営指導委員会    ○       ○  

評価および報告書作成             

※24 年度 IB クラスは 1クラス設置(中１～高３)、PL（プロアクティブラーニング）クラスは１クラス設置
（高１～高３）
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第３章 研究開発の内容 

（１）仮説 
   新たな探究手法を学ぶことで、常に広い視野に立ち好奇心にあふれ探究と調査の手法を身につけて
知識を求めることができる。自ら問題を設定し、批判的かつ創造的に論理的な思考をして真の問題解決
を目指す、プロアクティブな学習者としての生徒の育成ができる。 
  自ら科学に対する探究的な活動が可能になることで自然に対する興味関心が高まり、様々な科学コン
テストへの参加が促せると考えられる。 
 

（２）内容 
① IBのディプロマコース(高２高３相当)の実験科学の分野に設定されている「実験デザイン」「データ

収集・処理」「結論づけ・評価」という一連のカリキュラムを理科のカリキュラムに取り入れていく
等して、日本の従来のカリキュラムにはない課題設定能力や探究力や独創力を育成する教育を研究
開発する。 

② 国際的な人的交流やプレゼンテーションを含めた英語でのコミュニケーション能力を高め、国際的に
活躍できる研究者を育成する研究開発をする。   

③ 玉川学園で展開している科学的なイベントを小学校から大学まで連携した形で開催することで、地域
の教育に還元していく。 

④ 科学系クラブや通常授業内での課題研究において探究する力をつけさせ、その研究成果を科学コンテ
ストや学会系発表会およびSSH校同士の生徒研究発表会で図る。 

 
（３）方法 
① 授業内に取り入れた実験デザインおよび評価法の研究 
  「SS理科」では（９年生…中３年、４単位）年間の中で２テーマについて各８ｈほど探究的な活動
を実施した。（前期）探究実験(物理分野)では、生徒には独立に見え実は独立ではない変数を持つ課題
を行った。（後期）探究実験（化学分野）では電池分野の課題の実験計画書を作成し自己評価等をする
ことで、科学研究の探究的な手順や改善方法の基礎を学ぶことができた。また年４回の定期試験では
観点別評価（配点）の提示による学習理解の向上などを図った。 

② IBクラスとプロアクティブラーニングクラスの理科の協働授業の研究 
昨年プロアクティブラーニングクラスに対して１０時間程度の科学英語の取り組みを行ったが、発話
能力が課題となった。今年度は毎週、課題研究終了時から英語教師と生徒が１対１で課題に対するプレ
ゼンテーションを行う形で取り組んだ。その結果として、一部の生徒ではあるが、関東近県SSH生徒研
究発表会でポスターとプレゼンのすべてを英語で行った。またIBクラスに対しては、Extend Essayで
化学研究を選んだIBの生徒を普通クラスの理科教員とIB教員が協働して指導した。指導を受けた生徒
は最終的に関東近県SSH生徒研究発表会で英語による口頭発表を行った。 

 ③ 国際交流を通じた国際性と語学力 
本年度では海外の著名な大学に入学実績のあるIB教育を受けている生徒を、海外の優秀な理数系の
大学や大学院への道をつくる方策として、アメリカThe Roxbury Latin School生徒研修に参加させた。
また、名城大学付属高校の中核拠点のコアに参加し、生徒は他校生徒とグループ課題に取り組みながら
で英語研究を受けた。教員は本校からはIB手法の研修の講師を行った。これら研修を通してアラブ首
長国連邦で現地との交流を含め英語による理科課題研究の発表と、グループ研究の発表を行った。 
④ 小学校からの理科教育・環境の実践研究と地域連携 
SSH指定以前より行っている｢ロボット講座｣｢プラネタリウム講座｣等を地域の小学生対象に行い、科
学教育の活性化を図っている。また大学や学会等とも連携することで中学生や高校生が講師としても活
躍できるようなプログラム作りを開発している。 
⑤ 課外活動の総合的な指導と発表・発信の場の設定よる自主的な研究への取組の支援 
サイエンスクラブは中学ではロボットや化学分野を中心に、高校では生物分野、環境分野、エネルギ
ー分野、天文分野に分かれている。単なる実験作業活動の場にとどまらず、それぞれの活動の骨子であ
る科学の理論体系についても積極的に学習している。実験的に数値的に研究することによって、化学・
生物・物理・数学オリンピック参加やコンクール、研究発表等への積極的参加を促していく。またそれ
ぞれの学習の場には併設大学教育学部生、農学部・工学部大学院生、及び他大へ進学した卒業生などを
TAとして配置し、活動の活性化を図る。また併設大学の先生方に、クラブ活動に関わってもらう高大
連携も検討の視野にいれている。なお個人研究の論文、学内発表会での成果発表、クラブ活動に関する
記録を冊子として残す。 
○小中高大の連携した取り組みとしてﾛﾎﾞｯﾄ研究をさらに展開していく。 
○本校所有のデジタルプラネタリウムを活用して、小中高生向けに番組作りを行っている。 
⑥ 課題研究の活性化 
通常授業内の「SSHリサーチⅠ・Ⅱ」（PLクラス必修）において、課題遂行のためC言語によるプロ

研究テーマ (Ａ)国際バカロレア機構の探求・批判的創造的思考・国際性・独創性を取り入れる等した学習

の研究開発 
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グラミングを導入した。また課題発見を支援するため、課題レベルによる選択をせずに取り組ませた。 
「SSHリサーチ脳科学」（任意履修型）においては、脳という対象に高校生が課題研究として取り組める
ように本年より２年課程として、１年目に活動電位から脳波までの基本を課題研究的に学習する仕組
みに変え２年目に自発的な課題研究に取り組めるようにした。「SSHリサーチ科学」（任意履修型）、と
「自由研究」（普通クラス－総合的学習）における課題研究では、測定装置の練習に続いて生徒の課題
発見に時間をかけながら取り組みんだ。科学コンクールに応募したり科学オリンピックに挑戦するこ
とを積極的に推奨した。 

 
（４）検証 

① 授業内に取り入れた実験デザインおよび評価法の研究 
  普通クラスにおける実験方法を自ら作り出していく手法では、６０％の生徒が実験計画について自
分なりにうまくいったと感じており、６０％の生徒が思考力の育成に役にたったと感じている。物
理分野において、独立でない変数が生徒には独立に見える実験での実験計画の課題では、練習課題
を導入したことによってほとんどのグループで適切な扱いが出来ていた。 

② IBクラスとプロアクティブラーニングクラスの理科の協働授業の研究 
   [IB ｸﾗｽ－PL ｸﾗｽ協働授業] 
PLクラスに対して毎週行ってきた課題設定された英語によるプレゼンと質疑の生徒と教員の一対
一のアプローチでは、年度末にはほとんどの生徒が英語による応答が出来るようになった。一名の生
徒ではあるが関東近県SSHで英語によるポスター発表を英語で行うことが出来た。IBのExtend Essay
の指導をIBの教員と連携して行うことにより、Extend Essayの指導や評価について学ぶことが出来
たと同時に、IBの生徒を関東近県SSHで口頭発表という形で発表が行えた。この知見を次期に生かす
ように、課題研究における英語の導入方法を検討する。   

③ 国際交流を通じた国際性と語学力 
       今年度は科学的なテーマを題材にした他国の高校生との交流は実施できなかった。アメリカ The 

Roxbury Latin Schoolでの生物学に関する生徒研修では３年連続で生徒が参加することができでいる。
現地ではハイレベルな実験設備と大学教授による講義を体験できたり、NIH（ National Institutes of 
Health）など最先端の研究施設を訪問できるなど、生徒の科学的な好奇心を満足させる事業となって
いる。 
④ 小学校からの理科教育・環境の実践研究と地域連携 

    中学生対象のロボット講座を２回（学内外）と天文教室（学外）を今年度８回行った。8月に行わ
れた大学との連携講座では１日で教員対象と小学生対象の物理・生物分野に関する実験講座を行った。
ここでは研修を受けた教員が直後に児童対象の模擬実験授業を行うなど、短時間で学習内容を実践で
きた研修であった。ロボット講座ではLEGO Mindstormsを用いたロボット制作、ＰＣ画面上でのプロ
グラミングを行うことで、自作ロボットを動かすことで創造性を育成し、また学内外の大会にも積極
的に参加した。天文教室ではプラネタリウムによる天文分野の理論的解説と望遠鏡観測会を行った。 
⑤ 課外活動の総合的な指導と発表・発信の場の設定よる自主的な研究への取組の支援 
    1)定期的な中間報告会（クラブ内）、2)玉川学園展（学内発表会）、3)SSH校の交流会に参加した。

又、様々な国内の理科コンテストに積極的に応募をし自らの研究成果を公表していく昨年度は科学
コンクールへの入賞が６件、また科学オリンピックの参加者が８名であったが、今年度はいずれに
おいても増加し、生徒の科学に対する興味づけを達成することができたと考えられる。 

 ⑥ 課題研究活動の活性化 
科学系クラブとして少人数ではあるが、中学高校ともに化学・生物・物理・天文に分かれて活動し、
その研究成果を積極的に科学コンテストに応募している。また学外活動として科学オリンピックへの
参加を呼びかけ、徐々に参加者数も伸びている。 
 
○科学コンテストの本年度実績 
【第５６回日本学生科学賞・都大会入賞】 中学部の部  優秀賞１名、奨励賞２名 
【 World Robot Olympiad Japan公認予選会西東京大会】 

小学生の部 第二位、中学の部 第二位、三位 
○科学オリンピック 

     第7回全国物理コンテスト 物理チャレンジ2012 実験課題・理論問題 参加者 ３名 
     全国高校化学グランプリ2012                    参加者 ３名 

日本生物学オリンピック「生物チャレンジ2012」 参加者 ２名 
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（１）仮説 
① 高校生の段階から大学の授業に触れることで、生徒自身の知的関心や学ぶ意欲が高まり、高校生が授
業に参加することによって大学側の学習・教育・研究環境の活性化や再検討につながっていく点が高大
連携の主な意義として挙げられる。玉川学園と玉川大学の学習・教育環境をより活性化し、双方の資源
をより有効に活用していけるように見直していくことで、科学技術に対する興味と関心を持ち続け、倫
理観を持って合理的かつ創造的に社会に貢献できる人材育成ができる。 
 現代科学の一つの収束点である脳研究は一方では文理区別のない学際領域でもある。脳研究がたどって
きた実験研究の道や、大学や研究機関での最先端の研究を、文理区別なく生徒に追体験させることで２
１世紀科学の新たなブレークスルーが生まれることを期待できると考える。 

（２）内容 
① クラブ活動やSSH参加希望者などの生徒を中心にして、放課後・土日・長期休暇などを利用した実験
プログラムの開催予定である。高等学校レベルの内容にとどまらず大学教員の研究等に関わる講義、実
験プログラムなどを受けることを希望する生徒に、大学レベルの教育を体験する機会を与える。 
② 様々な理系分野の生の講義を聴くことにより、科学技術の研究現場やその研究自体に関する知識構造
が論理性を持った一貫した学問の一つであり、それによる科学技術の発達の上に我々の生活が成り立っ
ている事について、生徒が理解できてきたと考えられる。大学教員から学ぶ大学での研究姿勢や研究内
容を聞くことで、未知なる物事に対する興味関心の持ち方を学び、その後の学習へのモチベーションを
上げる仕組みの一つを作る。 
③ カリキュラムのリンケージにより大学での研究内容を高校での研究対象として持ち込み、大学教員の
研究スタイルを生かした独自な実験による探究授業を連携して開発していく。 

   ④ 大学生や大学院生や本校卒業生等をTAとして高学年理科の授業に携わせる計画。農学部の教職コー
ス大学生が卒業研究として研究開発した課題研究を、高校生対象の授業で実践することで、課題研究に
取り組める教員養成を目指す。 

  ⑤ 併設大学の授業科目を科目等履修生等として履修させ、単位を修得することができれば、大学入学後、
当該単位を入学前の既修得単位として認定できるなど、様々な高大接続の利点が発生すると考えられる。
高等学校の教育課程の多様化と選択の幅の拡大により、特定の分野について高い能力と強い意欲を持ち、
大学レベルの教育研究に触れる機会を希望する生徒の増加が予想される。この11.5制から高大連携の
取組の拡大によって一人一人の個性・能力の伸長を目指す。 

（３）方法 
 ① 大学研究室や企業の研究機関との連携による実験・演習プログラム 

 大学関係では玉川大学をはじめとして東工大、および企業や研究機関と連携し、短期的なプログラ
ム（見学や実習および講義等）を実施した。 
○日本科学未来館実習  ○FutureSciTechLab見学（玉川大学学術研究所）         
○つくばｻｲｴﾝｽ研修（産業技術総合研究所）○サイエンスサマーキャンプ（玉川大学農学部）     
○東京大学地震研究所  ○SEA（School Environment Analysis） ○東京大学生産技術研究所        
○千葉工業大学 ○玉川大学脳科学研究所 ○玉川大学学術研究所 ○玉川大学農学部・工学部 
○北海道大学 ○（株）リバネス ○神奈川生命の星・地球博物館 ○理化学研究所 
○環境省 ○日本薬科大学 ○京都大学      

② 科学技術の紹介と人としての研究者の紹介と研究とはなにかの紹介(全体) 
 ９年（中３）～１２年（高３）までの４学年について学年全員を対象にそれぞれ年１回のSSH記念講
話を行った。     
学年 日時 講演タイトル 講師 
９年 
 

平成24年10月15日（月） 【脳科学入門】 
 

玉川大学脳科学研究所    
鮫島和行 准教授 

10年 平成24年10月29日（月） 【明日を目指す皆さんへ】 玉川大学農学部生命化学科 
東岸 和明 教授 

11年 
 

平成24年11月12日（月） 【人の脳の発生・発達と 
その周辺】 

玉川大学脳科学研究所  
佐治量哉 准教授 

12年 
 

平成24年11月5日（月） 【光と植物のおいしい関係】 玉川大学農学部生命科学科 
渡辺 博之 教授 

 
 
 
 

研究テーマ (Ｂ) 大学/研究機関や脳研究との連携を通した現代科学・科学技術に関するの研究的学習の研
究開発 
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③ 大学教員と連携した通常教科授業での実験研究の導入から研究指導へ（授業） 
    ○「ＳＳＨ科学（１２年）」、「ＳＳＨリサーチ脳科学（１０年、１１年）」 

脳科学研究所と年間を通した連携を行った。             
  ④ 大学生・大学院生のTA（ﾃｨｰﾁﾝｸﾞｱｼｽﾀﾝﾄ）の活用と教員養成の実践 
     玉川大学農学部干場研究室の学生が高校授業内へ積極的に参加した。教育実習だけでなく、大学生

への定期的な指導を通して具体的な教師像や研究手法を共有することができた。 
⑤ 11.5年生以降（高３後半）の高大接続の内容と並行する授業形態 

    玉川大学農学部・工学部進学予定者に対して高大接続の為のカリキュラムの実施を行った。８月の
第Ⅰ期 AO入試合格者 47 名すべてが参加した。９月の事前授業を経て１０月以降に大学生と共に講
義を受け、後期セメスターを終了した。 

 
（４）検証 
   ① 大学研究室や企業の研究機関との連携による実験・演習プログラム 

ここ数年連続して行っている「日本科学未来館」では、任意参加であるがリピーターも多く科学技
術に興味を持つ生徒が多く存在していることが分かる。玉川大学農学部との夏の連携企画でも、参加
生徒達のモチベーションも高いものであった。 
② 科学技術の紹介と人としての研究者の紹介と研究とはなにかの紹介(全体) 
学年単位のSSH特別講話を通して文理を問わず科学的な考え方を学ぶことができた。特に脳科学
の講話を高学年初年度の９年生（中３）で取り入れたことで、その後の「SSHリサーチ脳科学」「SSH
科学（脳科学分野）」の学習へつなげることができ、履修者希望者数も安定している結果となっている。 
③ 大学教員と連携した通常教科授業での実験研究の導入から研究指導へ（授業） 

     ○「ＳＳＨ科学（１２年）」、「ＳＳＨリサーチ脳科学（１０年、１１年）」 
最先端の講義や実験課題を組み立てることができた。 

  ④ 大学生・大学院生のTA（ﾃｨｰﾁﾝｸﾞｱｼｽﾀﾝﾄ）の活用と教員養成の実践 
  高校、中学現場に教員志望の学生がTAとして入ることで、授業の円滑な展開を目指した。このシ
ステムは双方にメリットがあり、中学・高校の現場では探究課題に関する授業がスムースに行うこと
ができ、大学側では早い段階から教育現場を体験することで教職本来のねらいを早い段階で認識でき
ることである。 
⑤ 11.5年生以降（高３後半）の高大接続の内容と並行する授業形態 
実施５年目の本年は履修生徒の意識が昨年より大変高くなり、大学生と同じく履修した科目でも優
秀な最高成績（GPA4.0満点）を残す生徒も現れた。 
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（１）仮説 
① 学びの技 
探究力や独創性を育成するためには、教師主導の一斉授業ではなく、ある程度生徒の発想や取り組み

における自由裁量部分を確保し、自主性に任せることが必要と考える。と同時に、主体的に学習を進め
るための学習ツールを教え、自分で使えるようにしておくことも不可欠である。高学年初年度(中学校 3
年次)において、高等学校の教育課程だけではなく、将来にわたって使える学習ツールと学習意欲、姿勢
をどう教えていくべきか、という科目設定の基本姿勢のもとで、欧米の教育現場で使われている複数の
グラフィックオーガナイザーを用い、段階的にステップを踏めば、３０００字という論文さえも作成可
能になり、その過程で探究力や独創性が育成できると考える。 

 
② 理系現代文 

     高等学校の教育課程では、科学がどういう特性を持ち、どういう利点や欠点を持っているか、どうい
う守備範囲を持ち、どういう条件では力を発揮できないのかを教えることはない。近代科学の持つ特性
をそれが誕生した文化的背景や原初的形態からとらえ、生徒が漠然と抱く科学の万能性という前提を問
題としたい。こういう科学に対する批評的姿勢を育てることは、科学の進歩を妨げるのではなく、逆に
科学の進歩に寄与することになる。一方、日本文化という臆断にどっぷり浸かった日本人が、科学者を
扱う際に注意しておくべき条件がたくさんある。日本人の自然な思考の型と科学の要請する思考の型が
異なるのである。このことを意識して科学という営為に臨むか否かは、もたらされる成果において大き
な差異が生じるであろう。だが、この日本人が不可避に置かれた状況から科学の新たな創造の可能性は
生まれないであろうか。日本の文化の深くにアイデンティティーを置きながら独創的で世界的な科学的
仕事を成し遂げた湯川秀樹・岡潔のようにである。 

 
（２）内容 
① 学びの技 

    前期は、1. 学習活動の場となるMMRCの使い方、様々な情報検索の仕方、チャットネット（イント
ラネット）の使い方、著作権について学ぶ、2. ディベートで資料収集の仕方と論証の仕方を学び問いの
立て方を学習する、3. グラフィックオーガナイザーを用い、関心領域から自分で問い（テーマ）を導き
出すことを行う。 
後期は、4. 情報を整理しつつ問いに対する答えを検討し、探究マップというグラフィックオーガナ

イザーを用いて、主張とそれを支える根拠を組み立てる、5. それを基にスライドを作成し、中間発表と
してポスターセッションを行い相互評価を行う、6. スライドやポスターセッション用の原稿に肉付けを
し、３０００字以上の論文を作成する。 

 
② 理系現代文 

  １２年生（高３）の理系履修者を対象に実施する。先人の日本人科学者の著作を編集したオリジナル教
材を元に、様々な書物やインターネット等を用いて、「自然科学」についての理解を深める。自分の意
見を持って積極的に討議に参加する姿勢を養う。 

   
（３）方法 
  ① 学びの技 
   中学 3年生 6クラスに対して教員二人が授業にあたる。情報科の教員が必ず入ることとし、ペアの教

員として国語科、数学科、理科、社会科の教員がそれぞれのクラスに入る。適宜、大学生のサポートや
TA 職員も授業に参加する体制をとった。主に図書館機能を備える本校 MMRC や情報の教室を授業教
室として利用することで、情報検索や発表形態の機能の利便性を重視した。マインドマップ等の探究ツ
ールを積極的に導入した。 

 
 
② 理系現代文 
 「ＳＳＨ」事業の一環としてかつ、国語と理科のコラボレーションとしてスタートした。２４年度の
この科目の履修者は工学系・医学系・薬学系・農学系・その他への進路志望者を含めて 58 名を国語科
3人と理科 2人の教師が分担し、３クラス（1クラスの人数は約 20名）で授業を行った。思考力や表現
力（音声・文章にとどまらず、パワーポイントなどのツールを用いて）を高める。ある題材について動
画を導入し、ディベートの時間も導入した。 

 
 

研究テーマ (Ｃ) 探究力や独創性を育成するオリジナルカリキュラムの研究開発 
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第４章 実施の効果と評価 
 
（１） 生徒活動について 
 
    本校の研究により、常に広い視野に立ち好奇心にあふれ探究と調査の手法を身につけて知識を求め、

自ら問題を設定し、批判的かつ創造的に論理的な思考をして真の問題解決を目指す生徒の育成ができる
と考えられる。科学に対する興味と関心を持ち続け、倫理観を持って合理的かつ創造的に社会に貢献で
きることも未来の科学者としてではなく、地球人として身につけるべき態度であろう。日本文化の伝統
と科学の普遍性を踏まえ、不慣れな状況や不確定な事態にも勇気と気概を持ってあたり、ブレークスル
－を生みだす独創性と、国際的ビジョンを備えた生徒の育成を目標としている。 

 
① ＰＬ（プロアクティブラーニングコース）生徒 

   平成２２年度より１０年生（高校１年）にプロアクティブラーニングコースが設置された。プロアク
ティブとは「率先して行動する」「一歩先を見越して行動する」「次のことを考えて、事前に準備する」
という意味である。科学技術だけでなくいろいろなことに興味・関心を持ち、自ら探究したいと思う気
持ちを持ち続けさせ、大学卒業後も真価を発揮する本物の人間力を身につけさせている。 
「SSHリサーチⅠ・Ⅱ」の課題研究授業とその年間を通しての発表会、および研究所訪問や大学研究
者をを招いての講義と通して、「科学技術に対する興味と関心を持ち続け、倫理観を持って合理的かつ
創造性を養う」というねらいが達成できたと考えられる。自ら問題を設定し、批判的かつ創造的に論理
的な思考を身につける」という目標が達成されていると考えられる。 
普通クラスと比べSSHの取組が多数企画されているが、それぞれの企画に対して事前研修の取組を
行ったため参加意欲や活動状況は今年度も非常に高いものであった。生徒自身が行うことのできる実験
課題の評価法の研究をいれていることから科学的な探究活動の向上を図ることができた。 

 
② 普通クラス生徒 
   普通クラスにおける研究開発は、「SS理科（必修：９年対象）」「SSH科学（選択：12年対象）」「選

択：自由研究（選択：7年～8年、10年～12年対象）」「SSHリサーチ脳科学（選択：10年～11年対
象）」「SSHリサーチ科学（選択：10年～12年対象）」 および「SSH記念講話」等の授業内で行われ、
全校生徒を対象としている。 

   また、一般的な任意募集型の学内外のSSH企画（単発もの）を１０回ほど企画した。のべ 200人程
度の普通クラスの生徒がなんらかの形で参加をした。さらに科学系クラブ（任意参加）においてもこれ
らの活動に参加することを随時促している。 

 
③ 研究発表会参加記録（平成２４年度）およびコンテスト受賞結果 
    
   ○学内外発表会・コンテスト参加記録 

日時 発表会（口頭発表 or ポスター発表） 実施生徒 学内外

受賞結果

７月２１日（土） 

２２日（日）、２８日（土）、

２９日（日） 

WRO(World Robot Olympiad)Japan 
公認予選会西東京大会 小学生の部門 

課外活動クラブ 
「ロボット部」 

学外 

小学生の部門 第２位
８月４日（日） 

 

高大連携「脳とロボット」 課外活動クラブ 
「サイエンスクラブ」 

学内 

 
８月６日（月） 

 

WRO Japanサッカー競技大会 課外活動クラブ 
「ロボット部」 

学内 

８月９日（水）～９日（木）

 

SSH全国生徒研究発表会（口・ポ） 「SSH ﾘｻｰﾁⅡ」履修者 
「SSH ﾘｻｰﾁ脳科学」 

学外 

９月２２日（土） 都立科学技術高校招待発表会（口・ポ） 
 

「SSH ﾘｻｰﾁ科学」履修者 
 「SSH ﾘｻｰﾁ脳科学」 

学外 

１０月２７日（土） 

 

集まれ！理系女子 第４回女子生徒による科学
研究発表交流会（口・ポ）

「自由研究」履修者 
「SSH ﾘｻｰﾁ脳科学」「SSH ﾘ
ｻｰﾁⅠ」「SSH ﾘｻｰﾁ」履修者 

学外 
 

１０月３０日（日） 

 

第９回高校化学グランドコンテスト 
 

「SSH ﾘｻｰﾁⅠ」履修者 
 

学外 

１２月２３日（日） ＳＳＨ東京都指定校合同発表会 
（口・ポ） 

「SSH ﾘｻｰﾁ脳科学」「自由
研究」「SSH ﾘｻｰﾁⅠ」 
履修者 

学外 

１２月２３日（日） ファーストレゴリーグ(FLL)関東地区予選会 課外活動クラブ 
「ロボット部」 

学外 

１月２１日（月） 玉川学園９年生対象研究発表会（口） 「理系現代文」 学外 
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SSH指定以前は、学内の授業における課題研究的なものおよび課外活動における発表会は、学
校が設定していた校内の成果発表会（玉川学園学園展）が年に１回程度の設定であった。SSH指定
５年次においては学内外を含めて１０回以上の発表会に参加・企画を行っており、のべ２００人以
上の生徒が発表できた。 
もう一つの変化として前述しているが他ＳＳＨ校の企画への参加がある。英語でのプレゼンテー
ションやワークショップ（平成２４年度２名）に参加する生徒が今年もいた。英語と理科の連携の
カリキュラムを次年度は年間を通してなんらかの形で導入することで、このような発表会に参加す
る生徒数をさらに増やしていきたい。 
またSSH指定を境にして高２以降の理系生徒の増加、科学コンテストの発表件数、対外的な科

学研究発表数、実質的な高大連携参加数は昨年度並みに実績を残すことができた。これらの状況か
ら生徒達は研究発表能力も大変高く、学内外の発表会やコンテストを通して自分の研究課題に対し
ての理解も深まり、様々な質問にも自信を持って答えられるようになっている。研究活動を行って
きた主SSH生徒の中には、大学AO入試に合格する生徒もででてきおり、SSH活動の賜物と考え
ることができる。 

                                      
（２） 教職員について 
        学校全体で取り組んでいくことを目標にしている。SSH指定１年次は理科と国語科が中心であっ

たが、現在は６教科の先生方で開発に取り組んでいる。アンケート結果からも教科連携型の研究項
目で多数教科の教員が関わっていることもあり、ほぼ教員が連携を重視していると考えている。生
徒の能力向上に関わるものについてSSH活動により”大変増した””やや増した”をあわせて90％近い
教員が回答している。また科学技術や理科、数学という観点からも充実してきたと考える教員の割
合も増加した。 

      英語による表現力、国際感覚に関して理数の興味・姿勢・能力の向上に関する項目は、若干効果が
あったと回答している（大変増した 16.7％＋やや増した 41.7％=58.4％）。昨年の 44.0％から 58.4％
と微増である。企業と連携し英語を用いた実験授業等を実施したことも影響しているだろう。しか
しSSH以外の学校活動の面から見ても来年度もさらに改善する余地があると思われる。 

    
（３） 保護者について 
     １２月に１０年ＰＬコース保護者および普通コース保護者対象のアンケートを実施した。アンケー

ト結果より、ほぼ半数の保護者や８割の生徒がSSH活動で学んでいることに満足していることがわ
かる。利点を意識させて参加させた割合はほぼ同じであるが、効果があったと答えている割合が昨年
度より増加している。希望参加型の授業とそれに対する発表会等を昨年度と同じ程度に多く設定し、
保護者にも公開している場も多いことなどから、このような良い効果があったと考えられる。また「将
来の希望職種探し」というキーワードでは昨年度と比べて、保護者も意欲が増したとは言えない結果
となった。国際性という面では生徒同様効果があったとは言えない結果となり、項目別でも低い割合
である。 
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第５章 研究開発実施上の課題及び今後の研究開発の方向・成果の普及 

 
１．国際ﾊﾞｶﾛﾚｱ機構の探究・批判的創造的思考・国際性・独創性を取り入れる等した学習の研究開発 
 
   現在 IBの評価カリキュラムを元にして、「SS理科」等通常授業の中に導入しようと試みているが、中
３と高１対象の理科の特定の科目のみの検討にとどまっている。既に本校の国際学級が IBのDP（ディ
プロマプログラム）指定も受けているので、第二期SSHでは上位学年に向けての導入を決定している。
新クラス（プロアクティブラーニングコース）が設置され３年が経過した。「SSHリサーチⅠ・Ⅱ」等で
課題研究を必修化したカリキュラムを導入し、物理・化学・生物分野で毎年ポスター発表以上の実績を残
している。 
また国際性の部分では名城大学附属高等学校のコアSSHに参加した。海外機関との連携方法や他校と

の連携方法および国際的な研修プログラムの実施方法等、さまざまな部分を学ぶことができた。次年度以
降は他のキーワードを元に実施していく予定である。 

   地域連携として大学との連携講座を１回及び、小中学生対象のロボット講座を２回（学内外小学生中学
生向け）と天文教室（学外）を今年度９回行った。8月に行われた大学との連携講座では１日で教員対象
と小学生対象の物理・環境分野に関する実験講座を行った。ここでは研修を受けた教員が直後に児童対象
の模擬実験授業を行うなど、短時間で学習内容を実践できた研修であった。参加した小学生にも２人に一
人の教員がTAとしてつくことができ、教員－児童共に効果の高いプログラムを行うことができた。ロボ
ット講座ではLego-Mind stormを用いたロボット制作、ＰＣ画面上でのプログラミングを行い、自作ロ
ボットを動かすことで創造性を育成し、また学内外の大会にも積極的に参加した。天文教室ではプラネタ
リウムによる天文分野の理論的解説と望遠鏡観測会を行った。また上記の評価に関するカリキュラム研究
や縦（小中高大）の連携の成果を、地域教育機関や子供・生徒へ公開する事業を引き続き継続検討してい
く必要がある。 理科系課外活動クラブ（サイエンスクラブ）に所属している生徒数は少ないが、SSH系
普通授業を履修している生徒の活躍が今年度は目立ち、それに呼応するかのようにクラブ員の中からも外
部コンテストなどに積極的に参加する生徒が継続して増加している。今年度も科学コンクールにも入選す
る生徒が中学・高校共に増加し、活動が非常に盛んになってきた点はSSH指定５年間の成果の一つであ
る。 課題研究では「SSHリサーチ科学（普通コース 10年～12年）」「SSHリサーチⅠ（PLコース 10
年）、SSHリサーチⅡ（PLコース 11年）」「  SSHリサーチ脳科学（10年～12年）」「 自由研究（普通
コース 10年～12年）」と様々な形態で取り組む機会を設定しており、それぞれの効果を探り始めて３年
目であった。いくつかの授業における課題研究履修希望者は他SSH校と比較しても低い割合である。こ
れらの人数が増える手法をさらに模索していきたい。 

 
２．大学/研究機関や脳研究との連携を通した現代科学・科学技術に関するの研究的学習の研究開発 
 
   特定の機関とは授業内において非常に密な連携プログラムが実施され始めたが、全般的に検討すると今
年は昨年度に比べ外部との連携が少なくなってしまった。新たに組み立てたSSH系授業は少人数の履修
者数ではあったが、個々人の課題に取り組む姿勢は非常に高く、ここから様々な外部コンテスト、研究発
表会などに積極的に参加する生徒がいた。第二期SSHにおいては玉川大学を主軸としてさらに他大学、
他機関との連携を図る必要がある。 

   
 
３．探究力や独創性を育成するオリジナルカリキュラムの研究開発 
 
    「学びの技」（９年生－中３年）では高学年初年度教育としての位置づけから、今後いろいろな場面で
必要となる論文作成に重点を置く授業展開を実施してきたが、総合的な学力を要する論文作成以前に、そ
こに至るまでに思考力を重点的に育成する必要を感じた。思考ツールとしていくつかのグラフィックオー
ガナイザーを用いた導入の授業を展開し、生徒が自ら思考する手だてを講じたあと、生徒自ら多様な思考
ツールを用いてテーマを見つけ、探究する筋道をたてていく最適な手法を探らなければならない。 
「理系現代文」（１２年生－高３年）では、国語科を主体として理科の教員が授業に参加することや、こ
れまでの個人とチームでの作業区分を明確化させることで、個人の読みの深度やチーム作業への効率化を
図り、充実した科目へと進行している。科学や技術に対する関心やイメージを持たせ、将来の研究につな
がるような、主体的に学習に取り組む姿勢や技能を身につけるという点は達成することができていると考
えられる。アンケート結果からの意見をさらに分析することで、学習時の最適な授業人数や、課題の添削
方法、および国語科と理科教員の生徒に対する指導分担の工夫を検討していきたい。 
なお、「学びの技」「理系現代文」共にこの５年間で一定の効果があることが認められた（「学びの技」研
究会・発表会実施、オリジナル冊子作成）。今後は他校への普及について、発表会や冊子を通して還元し
ていく予定である。 
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４．５年間の取組・研究開発での問題点・今後の課題 
 
 ５年間の取り組み・研究開発での問題点・今後の課題を研究内容の項目毎に記述する。 
 
（１）SS理科 
  ９年生（中学３年）を対象に行っている探究型プログラムの開発授業である。 
  ○１年次…IBの評価法の研究 
  ○２年次…週４時間中の２時間を探究型（｢SSH探究科学｣）の授業に充てる。次の３分野を行った。 
   1) 物理分野｢ジェットコースターの速さを決める｣ 

台車と傾斜台を用いて質量・角度・高さなど様々な仮説要因を立てさせ、実験デザインを個々に
考えさせる。データ収集時には実験誤差の概念を意識させ、箱ひげ図などを用いてデータ処理の重
要性を学ばせた。         

2) 化学分野｢よい入浴剤をつくる｣ 
 2つの化学物質を混ぜることで発泡入浴剤ができるが、それらの混ぜる割合となにを基準に良い
入浴剤として定義していくかを目標に実験デザインを考えさせた。           

3) 脳科学分野｢脳を考える｣ 
脳とコンピュータの違い、脳のしくみ、心と脳、など文系理系の枠を越えて｢人間の本質｣｢教育の
本質｣を講義形式で行った。玉川大学脳科学研究所の教員との連携で行った。 

  ○３年次…年間授業の中で、前期１０時間および後期１０時間をそれぞれ物理分野、化学分野の探究活
動を行い、実験デザインおよびデータ取得法などの課題研究を進めた。 

  ○４年次、５年次 ３年次のものを継続。データ収集部分等、誤差値の評価を厳密に行うことができる
ようにする。 

（今後の課題） 
       探究型の実験は思考力を高めるために有効であると考えられたが、課題そのものに懸命に取り組み

たがらない生徒もおり、いかに多くの生徒に興味を持ってもらえる課題を提供できるかが今後の課題
である。また、評価の観点を予め提示することについては、各自でどこまで達成できたのか認識でき
ており、効果的な手法であると見受けられた。引き続き教員と生徒の自己評価の差が少なくなるよう
な自己評価法を身につけさせることが必要である。 

 
（２）国際性を踏まえた研究活動 
     本校国際学級で実施している理科のカリキュラムに注目し、一条校として学習指導要領に沿った

カリキュラムの導入を目指している。また海外提携校への科学研修へ生徒を派遣、および海外の研
究者を招聘しての講演会などを実施してきた。 
○１年次 ・Bernard.s.Finn氏（元ｽﾐｿﾆｱﾝ主任ｷｭﾚｰﾀｰ）講演会実施 

・IBの教育カリキュラムの調査 ・ABI研修（海外提携校生化学研修会参加）           
○２年次 ・ｱﾒﾘｶﾌﾛﾘﾀﾞ・ﾜｼﾝﾄﾝ海外研修・９年生（中３）への IB評価手法の導入 
     ・Gert Hauske氏（ﾄﾞｲﾂ・ﾐｭﾝﾍﾝ工科大学）講演会実施 
     ・ABI研修（海外提携校生化学研修会参加）          
○３年次 ・IB－ﾌﾟﾛｱｸﾃｨﾌﾞﾗｰﾆﾝｸﾞｸﾗｽ協働授業 ・９年生（中３）への IB評価手法の導入 

・８月に伊豆大島での生物地学実習および合同発表会、IBの実験デザインを協働で英語を
用いて展開 

     ・ABI研修（海外提携校生化学研修会参加） ・RSSF参加（京都立命館高校主催） 
○４年次 ・IB－ﾌﾟﾛｱｸﾃｨﾌﾞﾗｰﾆﾝｸﾞｸﾗｽ協働授業 ・９年生（中３）への IB評価手法の導入 

・ABI研修（海外提携校生化学研修会参加） ・JSSF参加（京都立命館高校主催） 
     ・SSH ﾄﾞｲﾂ研修 
○５年次 ・９年生（中３）への IB評価手法の導入 ・ABI研修（海外提携校生化学研修会参加）  
     ・名城大学附属高等学校コアSSH連携校として参加 
 

（今後の課題） 
       今年度は毎週、課題研究終了時から英語教師と生徒が１対１で課題に対するプレゼンテーションを

行う形で取り組んだ。しかし英語を用いた科学的な授業の展開の方針がまだ確定していないことが現
状である。英語でのプレゼンテーションの理解度がまだ十分とは言えず、国際的な視野・国際性を養
うためにも英語の質疑応答は必要不可欠であると考えられるので、英会話を通した科学的コミュニケ
ーション能力を養うプログラムがさらに必要である。英語科の協力も得ることで、事前にある程度の
科学英語としての特殊な部分の補強につとめていきたい。 

 
（３）大学・研究機関等との連携 
    玉川大学農学部・工学部・脳科学研究所を中心として、通常授業および単発的な企画を中心として

年間を通して連携している。その他の大学や研究機関は単発的な企画を中心として連携を行ってきた。 
○１年次 「SSH科学」…脳科学研究所と連携、「物理ⅠⅡ」 …力学単元において工学部と連携 
     「サイエンスサマーキャンプ」「自由研究」…農学部と連携 
○２年次 「SSH科学」「SSHリサーチ脳科学」…脳科学研究所と連携 
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     「物理ⅠⅡ」力学単元において工学部と連携 
     「サイエンスサマーキャンプ」「自由研究」「SSHリサーチ系…」農学部と連携 
○３年次 「SSH科学」「SSHリサーチ脳科学」…脳科学研究所と連携、 
     「サイエンスサマーキャンプ」「自由研究」「SSHリサーチ系」…農学部と連携 
○４年次 「SSH科学」「SSHリサーチ脳科学」…脳科学研究所と連携 
     「サイエンスサマーキャンプ」「自由研究」「SSHリサーチ系」…農学部と連携 
○５年次 「SSH科学」「SSHリサーチ脳科学」…脳科学研究所と連携 
     「サイエンスサマーキャンプ」「自由研究」「SSHリサーチ系」…農学部と連携 

 
（今後の課題） 

授業内やそれ以外の機関においても大学・研究機関との連携状況は順調に企画が進んでいる。しか
し、教員担当者レベルの連携状況が続いており、これらはシステマティックに行っているものではな
い。年間を通した連携等、特に課題研究において正式なルートを設定した連携を模索した方が良いの
か、時間割、担当大学教員等の負担の問題からややラフに運用した方が良いのか、さらに検討すべき
課題である。 

 
（４）高大接続カリキュラム 

玉川大学の間で締結された高大接続カリキュラムを行い２年目が経過した。高等学校から大学への
連続性・連携を図ることにより、進学や移行にかかる期間をなくし、11.5 年生（高校３年前期）まで
に授業カリキュラムを終えることが可能になった。 
○1年次 年間を通して高校大学間で実施の検討 ○2年次 平成 21年 9月接続ｶﾘｷｭﾗﾑ開始 
○3年次 平成 22年 9月接続ｶﾘｷｭﾗﾑ開始       ○4年次 平成 23年 9月接続ｶﾘｷｭﾗﾑ開始 
○5年次 平成 24年 9月接続ｶﾘｷｭﾗﾑ開始 

（今後の課題） 
 ○高校の時間割に比べ、空き時間の多い大学ｶﾘｷｭﾗﾑに対する生徒の意識改革と生活指導のあり方。 
    ○高校生のみの連携科目の設定の再検討 
    ○履修生徒個々の大学での学習状況の把握をするシステムの構築 
 
（５）外部実習 
   「日本科学未来館実習」は今年度で５回目を迎え、ＰＬコースおよび全校生徒に対して希望参加型の募

集を行っている。課題として、事前・事後研究の活動について企画を精査する必要がある。 
 

  「つくばサイエンスツアー」は過去５年間で４回実施している。 
○１年次 初回の平成２０年度は数カ所の研究施設の見学や講義中心の企画であった。 
○２年次 実施なし 
○３年次 本校ＯＢの研究者の研究所での研修を行うことで、１カ所での企画であったが充実したプ
ログラムとなった。 

○４年次 つくば研究所数カ所を巡るプログラム以外に本校ＯＢの研究者の研究所で研修を行うこ
とができた。 

○５年次 初年度の企画日程とほぼ同じものを実施した。 
（今後の課題） 

外部の実習に関して過去５年間で４回以上実施したものは、「日本科学未来館」と「つくばサイエン
スツアー」のみである。単発の外部実習はこれまで何回か実施しているが、高校側の年間行事と会わ
ない年度の場合は実施していない。実施の評価が単年度で終わってしまい、継続性の問題を次年度は
研究課題の一つとして行う。 

 
（６）学びの技 

    当初SSH１年次には情報の授業と国語科の授業の１単位をあわせた２単位の授業で実施し、情報
科と国語科のコラボレーションの可能性を探る展開だったが、２年次以降は総合的学習と情報授業を
あわせた２単位へと設定変更し、探究型のリサーチプロジェクトとして、論文とはいかなるもので、
いかに書くのかということを中心に教えつつ、その発表形態を論文だけではなくポスターセッション
も交えることで、高等教育で必要とされる総合的な力を育てる方向性に転換した。それに伴って多く
の教科（昨年度・今年度とも５教科）の教員が連携し、様々な教科の観点から、テーマの多様性や探
究スキルの向上を支える授業を展開してきた。４年目は探究システムが構築されつつあると同時に、
単に総合的学習の一部分としての探究開発授業ではなく、他教科の授業形態（レポート作成や、探究
的な授業部分）に大きく影響する可能性を模索した。５年目最終年度は探究ツール（マインドマップ
等）を巧みに使うことで、論文執筆へとスムースに意識を持続させる手法を開発できた。 

（今後の課題） 
○授業担当者の体制面をシステム化していく必要。○探究的な基礎手法を他教科へ広げていく手法の
検討。○現在９年生（中３）のみで行っている授業がこの学年を出発点とするのではなく、さらに下
の学年から開始し、早期に探究的ツールを様々使えるような授業形態を導入できる余地は無いのか検
討する必要がある。 
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（７）理系現代文 

「理系現代文」では１２年生（高３）の理系生徒に３単位で設定している。国語科教員と理科教員（週
１時間参加）の連携により授業を組み立てている。現在設定している高３生の４月～１２月で…理系現
代文では１年次クラス全体で発表会等を行っていたがディスカッション等の効率を考え、クラスを分割
しさらにはグループ毎に分割することで生徒間の交流や討議を活発化させることを図った。相互評価を
どう改善点に結びつけていくか。 
（今後の課題） 
○科学技術についての最新の論文、学説などを取り入れるため、自主教材を改編していく必要がある。 
○科学についての知識が浅い生徒が多いため、科学技術論文を読解するにあたっては国語辞書による
意味調べでは不足している。理科教員による一斉講義実施、論文が書かれた前提知識・問題背景を
フォローの予定。 

○語句調べ・要約・パワーポイント等の利用だけでなくグループディスカッションやディベートの実
施による効果をさらに探る必要性がある。 

 
（８）課外活動（サイエンスクラブ・ロボット部）  
    クラブが発足してから７年ほどの若い組織体である。サイエンスクラブは物理・化学・天文・エネル

ギー班に分かれている。ロボット部は｢玉川ロボットチャレンジプロジェクト（TRCP）｣発足の流れで、
サイエンスクラブより独立した活動になった。それぞれ所属人数も少しずつではあるが増加しており、
個々人の意識も高くコンクール入賞者も増加傾向にある。 
（今後の課題） 

    中学生だった生徒達が進級し、高校生の部員も増えてきている。研究内容も専門的になり、人数の
増加に伴い多様化もしてきている。科学オリンピックの指導なども含め、幅広い教員の指導力が求め
られている。 

 
（９）課題研究系 
    本校の学校設定科目である「自由研究」を中心に伝統的に行ってきた。現在では「SSHリサーチ科

学（普通コース 10年～12年）」「SSHリサーチⅠ・Ⅱ（PLコース 10・11年）」「 SSHリサーチ脳
科学（10年～12年）」「 自由研究（普通コース 10年～12年）」で取り組んでおり、発表会への参加
および論文の提出などを義務づけている。 

 
○１年次 「自由研究」（物理班、化学班、生物班、ロボット班、天文班）で展開。 
○２年次 「自由研究」「SSH ﾘｻｰﾁ科学」「SSH ﾘｻｰﾁ脳科学」で展開 
○３年次 「自由研究」「SSH ﾘｻｰﾁ科学」「SSH ﾘｻｰﾁ脳科学」「SSH ﾘｻｰﾁⅠ」で展開 
○４年次 「自由研究」「SSH ﾘｻｰﾁ科学」「SSH ﾘｻｰﾁ脳科学」「SSH ﾘｻｰﾁⅠ・Ⅱ」で展開 
○５年次 「自由研究」「SSH ﾘｻｰﾁ科学」「SSH ﾘｻｰﾁ脳科学」「SSH ﾘｻｰﾁⅠ・Ⅱ」で展開 
 

（今後の課題） 
   履修人数がまだ少ないグループもある。課題研究に関する授業科目の増加に伴い、課題研究に関わ
る生徒数は徐々に増えつつあり、テーマも多岐にわたってきた。テーマ設定時の生徒の希望と教員の
指導できる範囲とのマッチングをどう行っていくか、また教員一人あたりの履修人数も少ないグルー
プもあり、授業運営するための体制作りが必要である。生徒の学力レベルに依存せず、最終的な論文
提出までカリキュラム化できる運営方法が課題として残った。 

 
（１０）地域貢献 
    SSH指定以前より｢ロボット講座｣｢プラネタリウム講座｣等を地域の小学生対象に行い、科学教育の

活性化を図っている。また大学や学会等とも連携することで中学生や高校生が講師としても活躍でき
るようなプログラム作りを開発している。 
○１年次 「ロボット講座」、「天文講座」で展開（本校主催） 
○２年次 「ロボット講座」、「天文講座」で展開（本校主催） 
     「リフレッシュ理科講座」（大学と共催） 
○３・４・５年次  
「ロボット講座」、「天文講座」で展開（本校主催）「リフレッシュ理科講座」（大学と共催） 
     「科学キャラクター図鑑出版記念科学実験講座」（大学出版部と共催） 

（今後の課題）   
    開催してきた企画内容に対して参加者はほぼ満足した結果が得られている。これまでＨＰや市内広

報冊子等で開催の連絡を行ってきたが、集客にまだ偏りがあり天文講座などプラネタリウムだけでな
く物理的領域の講座も取り入れて集客を増やしていきたい。ロボット講座についても同時開催してい
る大会参加人数についてもさらに増やせる余地がある。広報活動の展開を来年度は目指していきたい。 
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定する。国際的な舞台で通用するコミュニケーション能力の育成は、科学的な状況で英語を使う経験や英
語で自分の意見を話す経験が有効であると仮定する。 
そこで日常生活をカバーするために、教科連携により多角的な視点を与える。知識や概念の獲得を「わ
かりたい」という基本的な欲求の中で行わせるために、指導方法の工夫や教材の開発や評価方法の工夫に
より概念を確実な事柄と結びつけさせながら、探究的な題材で試行錯誤や思考実験を繰り返させる。その
中で論理的な思考力を駆使して多角的で強固な知識・概念を獲得する学習習慣を身につけさせ、同時に
TOKにより獲得した知識や概念や思考に対する批判的思考力を育成する研究開発を行う。また英語によ
る理科の授業や英語によるプレゼンテーションやディスカッションの授業を導入し国際的な舞台で有効
なコミュニケーション力を育成する研究開発を行う。 
 
（ⅱ）研究開発の内容・実施方法・検証評価等 
（研究開発の特徴） 
生徒達にとって将来必要となる能力は、既成の常識や知識に縛られずに柔軟に自ら考え、試行錯誤の末
に新しい思考の枠組みや概念形成ができる力や自主的に行動できる力である。そのためには、以下の力を
育てる必要がある。 
 ①一見問題がないように見えるところに問題を発見できる力  ②与えられた状況や課題を分析し前提
となる条件や考慮すべき条件を抽出する力  ③どの様な手法を用いるかという計画性や見通しを持って
課題解決に向かう力  ④逐次得られた結果をﾌｨｰﾄﾞﾊﾞｯｸして進むべき方向や採るべき手法を修正できる力  
⑤得られた結果を個別具体的なﾚﾍﾞﾙで処理せず、より普遍的なﾚﾍﾞﾙで概念化する力  ⑥その試行錯誤の学
習活動が何のために行われ、得られるべき結論にとってどういう位置づけにあたるか俯瞰的に見ることが
できる力  ⑦これらの学習過程を明確な言葉やロジックで他者に説明できる力 
  
 研究開発内容／実施方法／期待されること／検証評価 
課題
研究 
 
 
 
 
 

課題研究を設定し、既得の知識や概念を再構成したり経験と照らすなどして科学的な課題を見つけ、「わ
かりたい」ために試行錯誤しまたさらに概念を再構成、また必要な知識は自ら獲得して課題を解決するという
学びを成立させ、創造性に結びつける研究開発をする。／IBの評価基準を参考にして、継続してきた研究や高
大連携による最先端研究のなかで課題研究をさせる指導方法の工夫や教材開発を行い、大学研究機関との連携
、また英語論文の引用や英語での発表など国際性を高める取組を行う。／科学的な課題を見つけられ、試行錯
誤の中で既得の知識や概念を再構成でき、また必要な知識は自ら獲得し、論理的思考力が伸び、また英語によ
る研究の発表ができると期待される。／学会やJSEC、海外の科学コンクールなどへ投稿し、その成果を検証す
る。海外提携校などの生徒と科学研究発表を通して交流しアンケートを統計処理し検証する。 

教科
連携 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

「数理科学」 生徒の思考力、特に初見状況理解や抽象的知識運用の際に、足場となるより基本的な知識に立
ち返り、具体例で確かめたりしながら、試行錯誤的に前進する力などを重点的に鍛える。また、その指導法、
教材、評価法の研究開発を行う。／数学ⅠA5時間・物理基礎2時間・数理α(物理基礎に数学的な取り扱いを
重点的に行った授業)の合計8時間を、年間2単位相当の物理基礎的内容を確保した上で、弾力的に授業展開
する。教科融合による効率化で確保された時間を思考力の強化に充てた上で、物理的事象や実験結果などの
中に現れる数理的法則性を探究させたり習得済みの数学的知見やｱﾌﾟﾛｰﾁを積極的に物理に対して適用させ
たりする場面を設定する。／馴染んだ道具を組み立てて新規な状況に対応することができると期待される／
評価方法は思考の言語的表現など、伸ばしたい能力の要素１つ１つに対して、ＩＢの評価基準を参考に、多
様かつ分析的に行っていく一方で、初見問題を多めに設定した通常の求解問題を通し、総合的に運用する能
力をも測る。 
「理系現代文」理科と国語科が連携して文化と科学の関係を著わした文章によるﾃｷｽﾄの教材開発をして、生
徒にその文章を読み解かせﾌﾟﾚｾﾞﾝﾃｰｼｮﾝ･ﾃﾞｨｽｶｯｼｮﾝさせることにより批判的な思考力を育成する研究開発を
する。／生徒に適した教材開発とﾃｨｰﾑﾃｨｰﾁﾝｸﾞによる指導法の開発を行う。／科学をより広い生活の中で客
観的に見られる批判的思考力が伸びると期待される。／ｱﾝｹｰﾄにより教材・TTの検証をする。 
「PL英語表現Ⅰ、物理・化学」 英語科と理科が連携して、理科を行う環境下で英語を使う状況や、科学的
な内容についての自分の意見を英語で話す状況等の教材開発や連携方法を開発し、国際舞台での英語による
科学的な内容でのﾃﾞｨｽｶｯｼｮﾝ能力を身につけさせる研究開発を行う。／ﾈｲﾃｨﾌﾞｽﾋﾟｰｶｰと理科が連携した教材
開発や、科学研究の発表形態に向けた英会話の指導法の開発を行う。／理科で自分の意見を英語で話す力が
伸びることが期待される。／提携校との理科的な内容での交流会やIB教員に向けた発表会などで検証する。

構成
主義
的授
業 
 

理科の通常授業を中心にIBのMYPを参考にして指導方法や評価方法を工夫することによって、概念を確実な
事柄と結びつける試行錯誤や思考実験を繰り返し「わかった」を成立させ自ら進んで知識を獲得して学習を深
める学習習慣を身につけさせ、創造性に結びつける研究開発をする。／IBカリキュラム・指導法・評価基準を
参考にして、日常生活や確かな基本的な経験に結びつけ試行錯誤や思考実験を繰り返し学ぶ学習習慣を獲得さ
せるための理科の指導方法の工夫や教材開発・評価方法の開発を行う。／日常生活や確かな基本的な経験に結
びつけた確かな概念形成がなされ、試行錯誤の中で既得の知識や概念を再構成でき、また必要な知識は自ら獲
得し、論理的思考力が伸びると期待される。／新規な状況や現実的な応用力を問う定期試験の結果で検証する
。IBｺｰﾃﾞｨﾈｰﾀによる授業や評価方法の検証をする。 

高 
大 
連 
携 
 
 
 

玉川大学、玉川大学脳科学研究所をはじめとして他大学および企業等と連携し、概念理解の深化や探究心
の育成、高大接続を研究開発する。／教科書で扱う題材を元に、研究者と高校教員が協働して教材開発、指
導法の工夫をしたり、生徒が研究室を訪問して大学生や研究者と一緒にディスカッションを行うなど高大協
同による高大接続の開発をする。／大学教員から直接先端科学について説明を受けたり、大学生や研究者と一
緒にディスカッションをすることにより、今まで学習した内容や考え方がどのように先端科学・研究内容に関
係しているのかなど見ることができ、概念理解の深化や批判的思考力が育成されると期待される。／定期テス
トやアンケートにより検証を行う。 
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資料１ 教育課程表 
資料１-a     教育課程表（ホリスティック・ラーニング文系）平成 22年度以降入学生適用 

教科・科目 
 

 標 準 
 単位数 

第一学年 第二学年 第三学年 
共 通 選 択 共 通 選 択 共 通 選 択

宗教（礼拝） １ １ １  
 
 

国  語 
 
 

国語表現Ⅱ ２   ２～３
国語総合 ４ ４   
現代文 ４  ２ ２～３  
古 典 ４  ２ ２～３  
古典講読 ２   ２～4

 
 

地理歴史 
 
 
 

世界史 Ａ ２  ２   
世界史 Ｂ ４  ２ ３  ２～４
日本史 Ａ ２  ２   
日本史 Ｂ ４  ２ ３  ２～４
地 理 Ａ ２  ３  ２ 
地 理 Ｂ ４  ３  ２～４

 
公 民 
 
 

現代社会 ２    
倫 理 ２  ２  ２～３
政治・経済 ２  ２  ２～３
ワールドスタディズ ＊   ２～４

    
 
 

数  学 
 
 
 
 
 

数学基礎 ２    
数 学 Ⅰ ３ ３   
数 学 Ⅱ ４  ４   
数 学 Ⅲ ３   ３ 
玉・数学Ⅲ ＊   ２ 
数 学 Ａ ２ ２   
数 学 Ｂ ２  ２  ２ 
玉・数学Ｂ ＊   １ 
数 学 Ｃ ２    

    
   
 
 
 

理   科 
 
 
 
 
 
 
 

理科基礎 ２   ２～７
理科総合Ａ ２ ２～４   
理科総合Ｂ ２    
物 理 Ⅰ ３  １ ３   
物 理 Ⅱ ３    
化 学 Ⅰ ３  １ ３   
化 学 Ⅱ ３   ３～４
生 物 Ⅰ ３  ３   
生 物 Ⅱ ３    
地 学 Ⅰ ３  ３   
地 学 Ⅱ ３    
ＳＳＨ科学 ＊  ３   
ＳＳＨリサーチ科学 ＊  １～３ １～３   

保  体 
 

体育（含武道） ７～８ ３ ３ ２  
保 健 ２ １ １   

    
    
 
 
 
 

芸  術 
 
 
 
 
 
 
 

音 楽 Ⅰ ２ １ １ １  
音 楽 Ⅱ ２    
音 楽 Ⅲ ２    
美 術 Ⅰ ２  ３  ２～４
美 術 Ⅱ ２   ２～４
美 術 Ⅲ ２    
工 芸 Ⅰ ２   ２～４
工 芸 Ⅱ ２    
工 芸 Ⅲ ２    
書 道 Ⅰ ２    
書 道 Ⅱ ２    
書 道 Ⅲ ２    
Ｃ Ｐ Ｍ ＊  ３  ２～４
Ｄ Ｇ Ｄ ＊  ３  ２～４

 
 
 
 

外国語 
 
 
 
 
 

ｵｰﾗﾙ･ｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝI ２  ３  １～４
ｵｰﾗﾙ･ｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝⅡ ４   ４ 
英 語 I ３ ４   
英 語 Ⅱ ４  ４  １～２
リーディング ４   ４ 
玉・リーディング ＊   ２ 
ライティング ４  ２ ２  
英語セミナー    ２～４
英語演習 ＊   ２～４
Ｅ Ｆ Ｌ ＊ １  

 
家庭 
 

家庭基礎 ２ ２   
家庭総合 ４    
生活技術 ４    

 
情報 
 

情 報 Ａ ２  ２～４
情 報 Ｂ ２  ２～４
情 報 Ｃ ２ １ １  

総合的な学習の時間(自由研究) ＊ ２ ２ １～２  
玉川大学連携 ＊＊    ２～１６ 
労作・ＬＨＲ ＊ （１） （１） （１）  
履修単位合計  ３３ ３３ ３３ 
備考  
 
 
 
 
 
 

＊は学校設定科目 ＊＊は学校設定教科（１）世界史は必修選択とし、第二学年で全員が「世界史Ａ」または「世界史Ｂ」を履修。「世界史Ｂ」を履修した場合は、第二学年また
は第三学年において、さらに２単位以上を選択履修しなければならない。（２）日本史は必修選択とし、第一学年で全員が「日本史Ａ」または「日本史Ｂ」を履修。「日本史Ｂ」を
履修した場合は、第二学年または第三学年において、さらに２単位を選択履修しなければならない。（３）第一学年で｢物理Ⅰ｣｢化学Ⅰ｣を選択履修した生徒は、第二学年においても、｢物理Ⅰ｣｢
化学Ⅰ｣を選択履修しなければならない。（４）ＣＰＭは、コンピュータミュージックを表わす。（５）DGDは、デジタルグラフィックデザインを表す。 （６）｢リーディング｣｢玉・リーディング
｣は必修選択とし、第三学年で全員が選択履修しなければならない。（７）ＥＦＬは、English as a Foreign  Language を表わす。（８）「玉川大学連携」は、玉川大学との高大連携協定に基づ
く科目を表わす。（９）労作・ＬＨＲは、時間割では１時間とるが、単位数には入れない。 
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資料１- b     教育課程表（ホリスティック・ラーニング理 系）  平成22年度以降入学生適用
 

教科・科目 
 

標 準 
単位数 

第一学年 第二学年 第三学年 
共 通 選 択 共 通 選 択 共 通 選 択

宗教（礼拝） １ １ １  
 
 

国  語 
 
 

国語表現Ⅱ ２   ２～３
国語総合 ４ ４   
現代文 ４  ２ ２～３  
古 典 ４    
古典講読 ２  ２   

 
 
 

地理歴史 
 
 

世界史 Ａ ２  ２   
世界史 Ｂ ４  ２ ３  ２～４
日本史 Ａ ２  ２   
日本史 Ｂ ４  ２ ３  ２～４
地 理 Ａ ２   ２ 
地 理 Ｂ ４   ２～４

 
 

公 民 
 

現代社会 ２    
倫 理 ２  ２  ２ 
政治・経済 ２  ２  ２ 
ワールドスタディズ ＊   ４ 

 
 
 

数 学 
 
 
 

数学基礎 ２    
数 学 Ⅰ ３ ３   
数 学 Ⅱ ４  ４   
数 学 Ⅲ ３  ３～５  
数 学 Ａ ２ ２   
数 学 Ｂ ２  ２   
数 学 Ｃ ２   ２ 

 
 
 
 
 

理  科 
 
 
 
 
 
 
 

理科基礎 ２   ２～７
理科総合Ａ ２ ２～４   
理科総合Ｂ ２    
物 理 Ⅰ ３  １ ３   
物 理 Ⅱ ３   ３～４
化 学 Ⅰ ３  １ ３   
化 学 Ⅱ ３   ３～４
生 物 Ⅰ ３  ３   
生 物 Ⅱ ３   ３～４
地 学 Ⅰ ３  ３   
地 学 Ⅱ ３    
ＳＳＨ科学 ＊  ３   
ＳＳＨリサーチ科学 ＊  １～３ １～３   

保 体 
 

体育（含武道） ７～８ ３ ３ ２  
保 健 ２ １ １   

 
 
 
 
 
 
 

芸 術 
 
 
 
 
 
 

音 楽 Ⅰ ２ １ １ １  
音 楽 Ⅱ ２    
音 楽 Ⅲ ２    
美 術 Ⅰ ２  ３  ２～４
美 術 Ⅱ ２   ２～４
美 術 Ⅲ ２    
工 芸 Ⅰ ２  ３  ２～４
工 芸 Ⅱ ２    
工 芸 Ⅲ ２    
書 道 Ⅰ ２    
書 道 Ⅱ ２    
書 道 Ⅲ ２    
Ｃ Ｐ Ｍ ＊  ３  ２～４
Ｄ Ｇ Ｄ ＊  ３  ２～４

 
 
 
 

外国語 
 
 
 
 
 

ｵｰﾗﾙ･ｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝ I ２  ３  １～３
ｵｰﾗﾙ･ｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝ Ⅱ ４    
英 語 Ⅰ ３ ４   
英 語 Ⅱ ４  ４  １～２
リーディング ４   ４ 
玉・リーディング ＊   ２ 
ライティング ４    
英語セミナー ＊   ２～４
英語演習 ＊   ２～４
Ｅ Ｆ Ｌ ＊ １   

 
家 庭 
 

家庭基礎 ２ ２   
家庭総合 ４    
生活技術 ４    

情 報 
 
 

情 報 Ａ ２    
情 報 Ｂ ２   ２～３
情 報 Ｃ ２ １ １   

総合的な学習の時間(自由研究) ＊ ２ ２ ２  
玉川大学連携 ＊   ２～１６
労作・ＬＨＲ ＊ （１） （１） （１）  
履修単位合計  33 33 33 
備考  
 
 
 
 
 
 

＊は学校設定科目 ＊＊は学校設定教科（１）世界史は必修選択とし、第二学年で全員が「世界史Ａ」または「世界史Ｂ」を履修。「世界史Ｂ」を履修した場合は、第二学年また
は第三学年において、さらに２単位以上を選択履修しなければならない。（２）日本史は必修選択とし、第一学年で全員が「日本史Ａ」または「日本史Ｂ」を履修。「日本史Ｂ」を
履修した場合は、第二学年または第三学年において、さらに２単位を選択履修しなければならない。（３）第一学年で｢物理Ⅰ｣｢化学Ⅰ｣を選択履修した生徒は、第二学年においても、｢物理Ⅰ｣｢
化学Ⅰ｣を選択履修しなければならない。（４）ＣＰＭは、コンピュータミュージックを表わす。（５）DGDは、デジタルグラフィックデザインを表す。 （６）｢リーディング｣｢玉・リーディング
｣は必修選択とし、第三学年で全員が選択履修しなければならない。（７）ＥＦＬは、English as a Foreign  Language を表わす。（８）「玉川大学連携」は、玉川大学との高大連携協定に基づ
く科目を表わす。（９）労作・ＬＨＲは、時間割では１時間とるが、単位数には入れない。 
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資料１- c   教育課程表（プロアクティブラーニングコース理 系）平成22年度以降入学生適用 
教科・科目 
 

 標 準 
 単位数 

第一学年 第二学年 第三学年 
共 通 選 択 共 通 選 択 共 通 選 択

宗教（礼拝） １ １ １  
 
 

国  語 
 
 

国語表現Ⅱ ２    
国語総合 ４ ４   
現代文 ４  ３ ３ ２ 
古 典 ４  ２  ３ 
古典講読 ２  ２   

 
 

地理歴史 
 
 
 

世界史 Ａ ２  ２   
世界史 Ｂ ４  ２ ３  ４ 
日本史 Ａ ２  ２   
日本史 Ｂ ４  ２ ３  ４ 
地 理 Ａ ２  ３   
地 理 Ｂ ４  ３  ４ 

 
公 民 
 
 

現代社会 ２   ４ 
倫 理 ２  ２  ２～４
政治・経済 ２  ２  ２～４
ワールドスタディズ ＊   ４ 

 
 
 

数 学 
 
 
 
 

数学基礎 ２    
数 学 Ⅰ ３ ３  １～３
数 学 Ⅱ ４  ４  １～３
数 学 Ⅲ ３   ４ 
玉・数学Ⅲ ＊    
数 学 Ａ ２ ２  １～３
数 学 Ｂ ２  ２  １～３
数 学 Ｃ ２   ２ 

 
 
 
 
 
 

理 科 
 
 
 
 

理科基礎 ２    
理科総合Ａ ２ ２～４   
理科総合Ｂ ２    
物 理 Ⅰ ３  １ ３   
物 理 Ⅱ ３   ４ 
化 学 Ⅰ ３  １ ３   
化 学 Ⅱ ３   ４ 
生 物 Ⅰ ３ ３   
生 物 Ⅱ ３  ３  ３～４
地 学 Ⅰ ３    
地 学 Ⅱ ３    

保体 体育（含武道） ７～８ ３ ３ ２  
 保 健 ２ １ １   
 
 
 
 
 
 

芸 術 
 
 
 
 
 
 
 

音 楽 Ⅰ ２ １ １ １  
音 楽 Ⅱ ２    
音 楽 Ⅲ ２    
美 術 Ⅰ ２    
美 術 Ⅱ ２    
美 術 Ⅲ ２    
工 芸 Ⅰ ２    
工 芸 Ⅱ ２    
工 芸 Ⅲ ２    
書 道 Ⅰ ２    
書 道 Ⅱ ２    
書 道 Ⅲ ２    
Ｃ Ｐ Ｍ ＊    
Ｄ Ｇ Ｄ ＊    

 
 
 
 

外国語 
 
 
 
 
 

ｵｰﾗﾙ･ｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝI ２   ２～３
ｵｰﾗﾙ･ｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝⅡ ４    
英 語 I ３ ４   
英 語 Ⅱ ４  ４  １～２
リーディング ４  ４  
玉・リーディング ＊    
ライティング ４  ２ ２  
英語セミナー ＊    
英語演習 ＊   ４ 
Ｅ Ｆ Ｌ ＊ １  

 
家庭 
 

家庭基礎 ２ ２   
家庭総合 ４    
生活技術 ４    

 情 報 Ａ ２  ２～４
情報 情 報 Ｂ ２  ２～３
 情 報 Ｃ ２ １ １  

総合的な学習の時間(SSH情報の科学・TOK) ＊ ２ ２     １ 
玉川大学連携 ＊     
労作・ＬＨＲ ＊ （１） （１） （１）  
履修単位合計  ３６ ３６ ３６ 
 
備考  
 
 
 
 

＊は学校設定科目 ＊＊は学校設定教科（１）世界史は必修選択とし、第二学年で全員が「世界史Ａ」または「世界史Ｂ」から２単位を履修。「世界史Ｂ」を履修した場合は、第

二学年または第三学年において、さらに２単位以上を選択履修しなければならない。（２）日本史は必修選択とし、第一学年で全員が「日本史Ａ」または「日本史Ｂ」を履修。「日

本史Ｂ」を履修した場合は、第二学年または第三学年において、さらに２単位を選択履修しなければならない。（３）第二学年で全員が｢古典｣または｢古典講読｣と履修。｢古典｣を履修した場合

は、第三学年において、さらに１単位以上を選択履修しなければならない。（４）第一学年で｢物理Ⅰ｣｢化学Ⅰ｣を選択履修した生徒は、第二学年においても、｢物理Ⅰ｣｢化学Ⅰ｣を選択履修しな

ければならない。（５）第二学年で｢地理Ｂ｣を履修した生徒は、第三学年においても、｢地理Ｂ｣を選択履修しなければならない。（６）ＥＦＬは、English as a Foreign  Language を表わす。（

７）労作・ＬＨＲは、時間割では１時間とるが、単位数には入れない。 
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資料１- d           教育課程表（国際学級・ＩＢクラス）   平成22年度以降入学生適用 
 

教科・科目 
 

標 準 
単位数 

第一学年 第二学年 第三学年 
共 通 選 択 共 通 選 択 共 通 選 択

宗教（礼拝）  １ １ １  
 
 

国 語 
 
 

国語表現 ２    
国語総合 ４ ４   
現代文 ４  ３～５  ２～３
古 典 ４    
古典講読 ２    

 
 
 

地理歴史 
 
 

世界史 Ａ ２  ２  １ 
世界史 Ｂ ４  ２～３  ２～３
日本史 Ａ ２  ２  １ 
日本史 Ｂ ４  ２～３  ２～３
地 理 Ａ ２    
地 理 Ｂ ４    

 
 

公 民 
 

現代社会 ２    
倫 理 ２ ２   
政治・経済 ２ ２   
ワールドスタディズ ＊    

 
 
 

数 学 
 
 
 
 

数学基礎 ２    
数 学 Ⅰ ３ ３   
数 学 Ⅱ ４  ４   
数 学 Ⅲ ３   ３ 
玉・数学Ⅲ ＊   ２ 
数 学 Ａ ２ ２   
数 学 Ｂ ２  ２   
数 学 Ｃ ２   ２ 

 
 
 
 
 
 

理 科 
 
 
 
 

理科基礎 ２    
理科総合Ａ ２ ２～４   
理科総合Ｂ ２    
物 理 Ⅰ ３  １ ３～５   
物 理 Ⅱ ３   ３～５
化 学 Ⅰ ３  １ ３～５   
化 学 Ⅱ ３   ３～５
生 物 Ⅰ ３    
生 物 Ⅱ ３    
地 学 Ⅰ ３    
地 学 Ⅱ ３    

保体 
 

体育（含武道） ７～８ ３ ２ ２  
保 健 ２ １ １   

 
 
 
 
 
 
 

芸 術 
 
 
 
 
 
 

音 楽 Ⅰ ２ １ １ １  
音 楽 Ⅱ ２    
音 楽 Ⅲ ２    
美 術 Ⅰ ２ １   
美 術 Ⅱ ２    
美 術 Ⅲ ２    
工 芸 Ⅰ ２    
工 芸 Ⅱ ２    
工 芸 Ⅲ ２    
書 道 Ⅰ ２    
書 道 Ⅱ ２    
書 道 Ⅲ ２    
Ｃ Ｐ Ｍ ＊    
Ｄ Ｇ Ｄ ＊    

 
 
 
 

外国語 
 
 
 
 

ｵｰﾗﾙ･ｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝ I ２    
ｵｰﾗﾙ･ｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝ Ⅱ ４    
英 語 Ⅰ ３ ５   
英 語 Ⅱ ４  ４～５   
リーディング ４    
玉・リーディング ＊   ２～３
ライティング ４    
英語演習 ＊    
Ｅ Ｆ Ｌ ＊    

 
家庭 
 

家庭基礎 ２ ２   
家庭総合 ４    
生活技術 ４    

 
情報 
 

情 報 Ａ ２    
情 報 Ｂ ２    
情 報 Ｃ ２ ２   

総合的な学習の時間(自由研究) ＊  ２ ２  
玉川大学連携 ＊＊    
労作・ＬＨＲ ＊ （１） （１） （１）  
MYPインタラクト ＊＊ １   
履修単位合計  ３４ ３４ ３４ 
備考  
 
 
 
 

 ＊は学校設定科目 ＊＊は学校設定教科 
（１）第二学年に｢現代文｣を３単位で履修した生徒は、第三学年において、｢現代文｣を１単位以上選択履修しなければならない。 
（２）世界史は必修選択とし、第二学年で全員が「世界史Ａ」または「世界史Ｂ」を履修。「世界史Ｂ」を履修した場合は、第三学年において、｢世界史Ｂ｣を選択履修し、
合計４単位以上にならなければならない。（３）日本史は必修選択とし、第一学年で全員が「日本史Ａ」または「日本史Ｂ」を履修。「日本史Ｂ」を履修した場合は、第三
学年において、｢日本史Ｂ｣を選択履修し、合計４単位以上にならなければならない。 
 
 
（４）第一学年で｢物理Ⅰ｣｢化学Ⅰ｣を選択履修した生徒は、第二学年においても｢物理Ⅰ｣｢化学Ⅰ｣を選択履修しなければならない。（５）労作・ＬＨＲは、時間割では１時
間とるが、単位数には入れない。 
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資料１- e          中学校教育課程表          平成22年度以降入学生適用 

                           各学年における教科及びその年間授業時数 
学年 

教科 
１ ２ ３ 

普通学級 国際学級 普通学級 国際学級 普通学級 国際学級

必修教科 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

国  語 
 

175
(5) 

140
(4) 

175
(5) 

140 
(4) 

社  会 
 

105
(3) 

105
(3) 

140 
(4) 

数  学 
 

175
(5) 

175
(5) 

175 
(5) 

理  科 
 

105
(3) 

140
(4) 

140
(4) 

140 
(4) 

音  楽 
 

70
(2) 

35
(1) 

35 
(1) 

美  術 
 

45
(1.3) 

35
(1) 

35 
(1) 

保健体育 
 

105
(3) 

105
(3) 

105 
(3) 

技術・家庭 
 

70
(2) 

70
(2) 

70 
(2) 

外国語 
（英語） 

175
(5) 

175
(5) 

175 
(5) 

道徳（礼拝）
 

35
(1) 

35
(1) 

35 
(1) 

特別教育活動 70 70 70 
選択教科 35 35 35 

総合的な学習の時間 
（自由研究） 

70
 

70
 

70 
 

合  計 1,200 1,190 1,190 
＊1時限50分授業。 
＊（ ）は週時間数。 
＊1年生の｢美術｣には美術館１０時間を含む 
＊学校教育法施行規則別表第２備考第３号に基づき、特別教育活動の授業時数には、選択教科等に充てる授業時数の一部を含む。 
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資料２ 本校の位置と特色および沿革と教育目標  
（１）本校の位置と特色 
  本校は 1929 年（昭和 4 年）に創立者小原國芳により「全人教育」を第一の教育信条に掲げて開校された。生徒数全 111
名、教職員18名によってｽﾀｰﾄした本校は、現在幼稚園児から大学院生まで約1万人が約 59万m2の広大なｷｬﾝﾊﾟｽに集う総
合学園に発展し、幅広い教育活動を東京都町田市にて展開している。 
創立以来「全人教育」を教育理念の中心として、人間形成には真・善・美・聖・健・富の 6つの価値を調和的に創造する
ことを教育の理想としている。その理想を実現するため 12 の教育信条 -全人教育、個性尊重、自学自律、能率高き教育、
学的根拠に立てる教育、自然の尊重、師弟間の温情、労作教育、反対の合一、第二里行者と人生の開拓者、24時間の教育、
国際教育を掲げた教育活動を行っている。  

（２）沿革と教育目標 
 『沿革』 

1929 玉川学園開校 
第1回入学生数、幼稚園 8名、小学校10名、中学校 80名、塾生 13名、総計 111名、教職員数 18名。   

1930 オーストリア・スキーの第一人者ハンネス・シュナイダー氏招聘、礼拝堂献堂式  
1931 デンマーク体操の権威ニルス・ブック氏一行 26名を招聘 
1932 「児童百科大辞典」を日本で初めて刊行  
1937 ローゼンシュトック指揮「第九シンフォニー」の合唱に出演、玉川初の第九合唱  
1947 新制中学校令による中学部設置認可     
1948 新制高等学校令による高等部設置認可  
1950 玉川学園幼稚部が東京都より認可 
1952 玉川大学第1回卒業式。総合学園完成  
1972 玉川学園舞踊団、ギリシア公演、日本水泳連盟公認 50m屋内温水プール完成  
1976 玉川学園カナダ・ナナイモ校地開校  
1978 玉川学園舞踊合唱団、アメリカ・カナダ公演 
1980 玉川学園創立50周年。日本武道館において記念式典  
1983 創立50周年記念体育館・記念グラウンド完成     
1984 中学部のカナダ夏季語学研修旅行開始     
1987 玉川学園教育博物館開館  
1992 小学部校舎竣工  
1993 テレビ会議システムによる小学校レベル初の国際交流プログラム開始  
1998 児童・生徒と家庭、教員を結ぶコンピュータネットワーク「CHaT Net」開始  
2000 総合学園として世界で初めて ISO14001の認証を取得、幼稚部新園舎・新チャペル完成  
2004 幼稚部・小学部・中学部・高等部においてCITAの認定を取得  
2005 サイテックセンター完成、プライバシーマークの認定を取得、「ラウンドスクエア」の正式なメンバー校に認定     
2006 アートセンター完成、K-12一貫教育スタート、高学年校舎完成 
2007 国際学級開設 
2008 文部科学省スーパーサイエンスハイスクール研究開発校（５年間）に指定 
    インターナショナルバカロレア機構(IBO)より MYP（Middle Years Programme ） 認定 

2010 ﾌﾟﾛｱｸﾃｨﾌﾞﾗｰﾆﾝｸﾞｺｰｽの設置（10年生より） 、ｲﾝﾀｰﾅｼｭﾅﾙﾊﾞｶﾛﾚｱ機構(IBO)よりDP（Diploma Programme）認定 
2012文部科学省より「教育課程特例校」に指定、「IBクラス」に国際バカロレア（IB）プログラムを導入し、学習指導要領

の内容を満たした上で、国語等以外の教科等について英語による指導を実施 
 
『教育目標』 
 1．全人教育：教育の理想は、人間文化のすべてをその人格の中に調和的に形成することにある。その展開にあたっては、「真・

善・美・聖・健・富」という 6つの価値の創造を目指した教育を追求している。 
2．個性尊重：教育とは、一人ひとりの唯一無二の個性を充分に発揮させ、自己発見、自己実現に至らせるものでなければな

らない。個性尊重の教育とは、一人ひとりの人間をより魅力的な存在へと高めていくことである。 
3．自学自律：教えられるより自ら学びとること。教育は単なる学問知識の伝授ではなく、自ら真理を求めようとする意欲を

燃やし、探究する方法を培い、掴み取る手法を身に付けるものである。 
4．能率高き教育：一人ひとりにとって無理無駄がなく効率高い適切な教育のため、学習環境の整備、教材の厳選、教授法の

工夫改善、ｺﾝﾋﾟｭｰﾀとﾈｯﾄﾜｰｸの活用など、学習意欲を高め、能率を増進させる努力を行う。 
5．学的根拠に立てる教育：教育の根底には、確固とした永劫不変な教育理念がある。その実践のためには、論証が繰り返さ

れ、科学的実証が蓄積され、確固たる信念の下に教育活動が行われなければならない。 
6．自然の尊重：雄大な自然は、それ自体が偉大な教育をしてくれる。また、この貴重な自然環境を私たちが守ることを教え

ることも、また大切な教育である。 
7．三位一体の教育：親と教師が協力して、子供の教育活動に手を差し伸べていくこと、すなわち子と親と教師の三者が共通

の目標へ一丸となって進むところに、学校教育は成立するのである。 
8．労作教育：自ら考え、自ら体験し、自ら試み、創り、行うことによってこそ、真の智育、徳育も成就する。目指すところ

は、労作によって知行合一の強固なる意志と実践力を持った人間形成である。 
9．反対の合一：国民と国際人、個人と社会人、理想と現実、自由とルール。これらの反対矛盾対立する二面を一つに調和し

ていく試みに挑みたいものである。 
10．第二里行者と人生の開拓者：マタイ伝に「人もし汝に一里の苦役を強いなば彼と共に二里行け」ということばがある。

目指すべきところは、地の塩、世の光となる、独立独行の開拓者的実践力を持つ人材の養成である。 
11．24時間の教育：教師と学生がともに働き、ともに食し、ともに歌い、ともに学ぶという師弟同行の教育。教育は限定さ

れた時間内だけではない。any timeの教育を目標に、生活教育、人間教育を大切にしていきたい。 
12．国際教育：今、「地球はわれらの故郷なり」という広い視野と気概を持った国際人が求められている。語学の習得に満足

することなく、豊かな国際感覚を養うため、地球のあらゆる場所で行える any placeの教育を目指している。 
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資料３ 研究内容の詳細 

１．オリジナルカリキュラムおよび大学/研究機関の連携、国際交流等        

（１）SS理科 

 
① 目的   

年間を通し、国際バカロレア機構の示す学習者像のうち、特に Inquirers(探究する人)、
Knowledgeable(知識ある人)、Thinkers(考える人)、Reflective(振り返りができる人)が形成されることを
目的として、授業を進めた。（詳しい学習者像については下記を参照のこと。） 

Inquirers(探究する人) 好奇心にあふれ、探究と調査のためのスキルを身につけている。 
自主的に学ぶことができる。 

Knowledgeable(知識ある人) 広くバランスのとれた学問領域について理解と知識を深めている。

Thinkers(考える人) 複雑な問題を認識し立ち向かうために、批判的かつ創造的に思考し、

理性的で倫理的な決断を導きだせる。 
Reflective(振り返りができる人) 思慮深く自分自身の学習や経験を見つめなおすことができる。 

 
② 内容    
  ア．実施日時：指導期間 4月～2月（週 4回 4.0h） 
  イ．対象生徒 9年生－中学 3年 および 10年生－高校 1年 
  ウ．実施 
   ただ知識を教授するだけではなく、「なぜそうなるのか」という物事の根本を出来る限り考えさせるよ

うに努めた。国際バカロレア機構（以下 IB と記す）の学習姿勢を取り入れる中、今年度は特に次の点
に力を入れた。 

 
（ⅰ）IB実験科学のスキルと評価表の提示 
   実験科学のスキルとは、従来のように与えられた実験課題をこなすのではなく、実験者自らが実験方

法をデザインし、その計画を元に実験する力をつけるものである。10 年生では、実験課題に多くの時間
を費やすことができないため、9年生ほど実験デザインを取り入れることはできていない。しかし、9年
次に実験デザインや評価表に慣れている生徒は、10 年次でもスムースに課題に取り組むことができてい
る。主な課題実験は次の通りである。 

 
＜化学分野＞  ９年SS理科（化学・生物分野） 
今年度は、以下のような時間配分で各分野の学習をした。それぞれの分野を担当する教員は、高校の各専
門分野の教員を配置した。これによって高校の学習内容を意識させながら、中学３年生の理科の学習を行
うことができた。 

 
４～９月 10～３月 

物理分野 週４時間 
生物分野 週２時間 

化学分野 週２時間 
 
【後期の授業方法】 
 後期、生物と化学を並行して学習した。中間・期末テストは、以下のような配点で出題した。 

観点項目 配点 テスト（100点満点） 

化学（50点） 生物（50点） 
知識・理解 25点 13点 12点 
実験・観察 20点 実験課題 10点 実験課題 10点 
思考・判断 30点 15点 15点 
関心・応用 25点 12点 13点 
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【実験課題について】 
 実験・観察の観点 20点分を、化学・生物の実験課題 10点ずつで採点した。これは、テスト時間中に解く
テスト問題ではなく、事前に提出されたレポートで点数をつけた。 
実験課題は、指示通りに操作するものではなく、各自・各班が工夫する余地を多くし、探究心を養うよう

工夫した。また、昨年度までは、生徒に創意工夫させるため、各実験課題に取り組むための時間を６時間ほ

ど確保していたが、今年度は、高校の内容を意識した学習にも力を入れるようにしたため、各実験課題に取

り組む時間は３時間程度に短縮した。 
実施した実験課題は、以下の通りである。 

 
[化学分野] 
①化学電池 
金属や水溶液の条件を変えて化学電池をつくり、化学電池の性能（電圧や電流）は、どのような条件の

ときにどう変化するのかを調べる。 

   実験１．金属の種類を変える（共通実験１時間） 
実験２．金属の種類以外の条件を変える（班ごとに計画し実験２時間） 
  昨年度からの改良点：実験２で、金属の種類以外の何を変えれば電池の電圧や電流が変化するのか、

考えられる条件をすべて挙げさせたあと、班毎に、実際に実験してみる条件

を１つに絞って実験させた。これにより、実験課題にかかる時間は短縮でき

た。実際に行った実験の結果から、実験をしなかった他の条件について予測

できる生徒もおり、時間を短縮したことは、大きな問題にはならなかったと

考えている。 
②水溶液の種類 
  ６種類の水溶液Ａ・Ｂ・Ｃ・Ｄ・Ｅ・Ｆは、「砂糖水・食塩水・塩酸・うすい硫酸・濃い硫酸・水酸化

バリウム水溶液」であることは分かっている。Ａ～Ｆの水溶液が、何の水溶液なのか、実験をして確

かめる。 実験計画１時間、実験２時間で実施。 
 
[生物分野] 
①細胞の観察とサイズ測定 
  タマネギの表皮、オオカナダモ、人の頬の内側、酵母菌、乳酸菌、バナナの果肉、カビなどを観察し、

マイクロメーターで細胞の大きさを測定した。そこから、タマネギ全体は何個の細胞でできているのか

などを計算させた。 
②ファストプランツの生育条件の違い 
  日光で育てた場合、24時間蛍光灯を照射した場合など、条件を変えて観察した。 
③ブロッコリーのＤＮＡ抽出 
④ツルグレン装置を使った土壌生物の観察（環境分野） 
  スケッチをし、観察した土壌生物を分類し数を数えた。肉食系と草食系の数の違いを比較しながら、食

物連鎖や生態系について考察させた。 
 
【生徒の反応】 
  実験デザインをする実験課題については、自分達で結果を予測しながら実験計画をすると、実験後のレ

ポートも書きやすかったようで、自己評価を高く書く生徒が多くなった。 
化学・生物という２つの分野を並行して学習するスタイルは、今まで経験していなかったため、生徒に

よって様々な反応があった。 
 [生徒の意見例] 
・化学と生物の実験課題の時期が重なることがあり、レポートを書くのが大変だった。特に、テスト直前

に提出しなければいけないときは、大変であった。 
・どちらか一方だけを集中して学習した方が、学習しやすい。 
・２つの分野を同時に学習すると、広く浅く学んでいる感じがする。定期テストの問題も、基本問題の割

合が多くなったように感じ、点数が取りやすくなったと思う。 
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評
価 

観点（実験企画、計画について） 

1. 目的 2. 道具・材料 3. 手順 

ほ
ぼ
完
全
２
点 

目的が明確に述べられている 

道具・材料がすべて書かれている 

手順書だけをみて、だれでも同じ実験ができるように書かれている

部
分
的 

１
点

目的が書かれているが正確ではない 

道具・材料に足らないものがある 

手順はおおむね書かれているが、曖昧な点がある 

０
点 

目的が書かれてない 

道具・材料が何も書かれてない 

手順がわからない 

計画書の書き方 
表１から、実験で使う材料を選び、それを記号で表しなさい 
実験計画書を読んで他の学校でも実験ができるように、必要な物をすべて書き、手順は、繰り返しの回数、

どんな表に結果を書くのかなど、細かく指示を書きなさい。ただし、同じような操作の繰り返しの場合は、

手順に番号などをつけてその番号で言い表せばよい。 
何種類かの実験を行う場合は、実験１、実験２のように別けて書きなさい。 
課題に完全に答える計画になっているか確認する助けとして、表２に各実験で比較する二つの材料の違いを

示す５つの要素の何が一致しているか○をつけなさい。 
表１に示されている様に、それぞれの材料は重さに個体差があるので、実験では使う材料ごと重さを測るこ

ととする。重さを測ることを実験計画に書くこと 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

表２ 

材
料
の
記
号 

材
質 

外
径 

内
径 

長
さ 

重
さ 

実験 1 と      

実験 2 と      

実験 3 と      

実験 4 と      

実験 5 と      

実験 6 と      

実験 7 と      

実験 8 と      

実験 9 と      

実験 10 と      

表１　実験用部品リスト
記号 材質 外径 内径 長さ（厚さ） 重さ

(mm) (mm) (mm) (g)
A 木 30 0 10 4.3 ± 0.5
B 木 30 0 25 10.0 ± 2.5
C 木 30 0 50 17.0 ± 2.5
D 木 40 0 10 9.0 ± 2.0
E 木 40 0 40 28.0 ± 2.0
F 木 60 0 30 60.0 ± 1.0
G 木 60 0 50 67.0 ± 8.0
H 木 30 15 20 7.0 ± 0.5
I 木 15 9 20 1.5 ± 0.1
J スチロール 30 0 20 0.9 ± 0.1
K スチロール 40 0 20 1.3 ± 0.1
L スチロール 50 0 20 1.9 ± 0.1
M アルミ 20 0 10 8.5 ± 0.1
N アルミ 30 0 10 19.0 ± 0.3
O アルミ 30 0 20 38.0 ± 0.3
P アルミ 30 0 30 56.0 ± 0.4
Q アルミ 30 10 10 17.0 ± 0.4
R アルミ 30 15 10 14.0 ± 0.4
S アルミ 30 20 10 10.0 ± 0.4
T 銅 30 0 10 64.0 ± 0.4
U ゴム 20 6 20 8.0 ± 0.4
V ゴム 9 3 20 18.0 ± 0.2
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評
価 

観点（結論と評価について） 

４. 結論づけ ５. 見直しと評価 

ほ
ぼ
完
全
２
点 

データと矛盾しない論理的な理由から

結論を述べており、データから言えるこ

とすべてを述べている 

 

結果から導かれた結論を見直し、さらに原因と考えられる要素

を絞り込むためにはどの材料を比較すればいいか、正確さを上

げるためにどこをどのように変えるか、などを述べている 

 

部
分
的 

１
点

論理的な結論だが、データから言えるは

ずのことで触れられてないことがある 

部分的に論理性に欠く。 

矛盾を含む 

評価や検討・改良をしているが、考えが不足している 

０
点 

結論が論理的でない。 

結論が、ない。 

評価や検討・改良が、的を得ていない 

評価や検討・改良が、記述されていない。 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
（参考資料） 
（アンケート ９年生 ★１０年生は紙面の関係で省略する。） 
平成２４年度の９年生の理科は、ＳＳＨ（ｽｰﾊﾟｰｻｲｴﾝｽﾊｲｽｸｰﾙ）の研究課題の一つとして通常の学習内容（高

校生学習分野を若干含む）に加え、ＩＢ（ｲﾝﾀｰﾅｼｮﾅﾙﾊﾞｶﾛﾚｱ）の理科実験課題と自己評価の方法を学習課題に

とりいれた。  
前期：物理「空気抵抗が物体の運動にどのような影響を及ぼすか。」 
後期：化学「何の水溶液なのか、実験をして確かめましょう。」 

 
ア 選択肢： 
① かなりあてはまる ②ややあてはまる ③あまりあてはまらない ④まったくあてはまらない 
イ アンケート結果 
１．理科の授業として内容がおもしろく、興味深かった。  ２．実験計画は自分なりにうまくいった。 

 
 
 

 
３．科学的に考える思考力が身についた。         ４．授業時間は十分であった。 
 

 
 
 

５．高１進学後の理科の探究活動（授業内の実験も含む）について役にたった。 
                                 
 

 
 

①  ②  ③  ④ 
40% 35% 20% 5% ① ② ④  ⑤  

33% 33% 21% 13% 

②  ③  ③ ④ 
26% 33% 23% 18% 

①  ② ⑥  ⑦  
40% 35% 12% 13% 

① ② ③ ④ 
25% 31% 24% 20% 
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（２）数理α 

 
 10年（高１）PLコース生徒を対象として、週１時間の増加単位として設定され、週 2時間のPL物理基
礎と連動する形で実施された。 
 
①目的 
 組立型の思考が要求される数学や物理といった教科において、生徒たちが受け身で学び、結論・暗記に走

りがちな状況は本学園において長く指摘されてきたことであり、理数教育における重要な課題と考えている。 
 数学と理科の共同的な学習を通して、具体性のある状況に対して道具として活用する場面を効果的に設定

することにより、生徒の能力向上を狙う。 
 
②内容 
 数学での学習に先行して、具体的な平面運動の変位の表現方法からベクトルへの学習へ繋げた上で、より

抽象的な速度の変化の場面などに活用していった。また、ベクトルの成分の表現から三角比への学習に繋げ

ていった。さらにｖ－ｔグラフを題材に微分積分の考え方の学習に繋げ、同時に応用の題材とした。 
 現段階では、具体性に足場をおいて学んだ。これは再度数学で学ぶ段階において、足場になる具体性をも

った上で、抽象性・一般性を学ぶことを想定したためである。 
 
③成果と課題 
 数学の活用という点においては十分に機会を与えることができた。一方で、基本的学習習慣の変化を求め

る活動としては、時間数が少ないという問題もあった。 
 来年度は週５時間の数学ⅠAとも連動して実施される。数学ⅠA分野には、他にも２次関数、確率、デー
タの分析など、数学と物理の教科共同が可能な単元が多く、より高い効果を積み重ねることが課題となる。

今までは理科のみとの共同であったために具体性との対応を強調してきたが、数学との共同の中で、抽象を

扱う能力の伸長にも留意して進めて行く予定である。 
 
ア 選択肢： 
①かなりあてはまる ②ややあてはまる ③あまりあてはまらない ④まったくあてはまらない 
イ アンケート結果 
１．数学＋理科の授業として内容がおもしろく、興味深かった。 
 
 
 
２．授業の内容は自分なりに理解できた。 
 
 
 
３．科学的に考える思考力が身についた。 
 
 
 
４．授業時間は十分であった。 
 
 
 
５．次年度進学後の数学理科の学習活動について役にたった。 
 
 
 

⑧  ⑨  ⑩  ④  
0% 29% 18% 53% 

⑪  ⑫  ⑬  ⑤  
0% 41% 24% 29% 

⑭  ⑮  ⑯  ③  
0% 41% 29% 24% 

⑰  ⑱  ⑲  ④ 
12% 47% 18% 18% 

⑳  21  22  ④  
0% 41% 12% 35% 
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（ⅱ）化学班 
 (ｱ) 内容 

 日 時              内      容 
1 10月12日 SSHリサーチⅠ ガイダンス 
2 10月19日 英語で行う実験授業参加 
3 10月26日 化学における統計データの扱い方、ｴｸｾﾙ使用方法とデータの解析について１ 

4 11月2日 ホールピペットの使い方と定量実験 
5 11月9日 課題設定、分光器作成１ 
6 11月16日 分光器作成２ 
7 12月7日 溶液調整 
8 12月14日 リンの検量線作成 
 9 1月11日 リンの定量（奈良池） 
10 1月18日 課題研究テーマ設定 
11 1月25日 実験 
12 2月1日 実験 
13 2月15日 実験 

    
○生徒活動 
     ・課題実験を行う前段階、ＰＣによるデータの扱い方について学ぶ。データの平均、並べ替え、

グラフの作成、プレゼンテーション技術の習得を前半で行う。 
     ・環境的な指標の一つとしてのイオンの定量実験の学習。 

・UV装置を用いて定量的な測定の理解を図る。・環境化学指標－リンの定量について－ 溶液調
整、自作分光器、課題研究を行い環境指標の一つであるリン酸イオンや鉄イオンの定量化を図
ることで、一連の分析化学の実験を体得する。 

   
(ｲ) 成果と課題 

    今年度は昨年のカリキュラムから変更し化学分野希望者３名のみを半年間の指導を行った前半は
化学研究の基礎的な部分の実験技術を習得することができた。年明け後半の課題研究テーマ設定部分
では班であっても各個人のテーマ設定を目指したが、それぞれの仮説の検討が思いの外時間がかかっ
てしまった。生徒３名の個々の実験が始まってからは徐々に生徒間でのセッションが増え、それぞれ
の研究内容にアドバイスを与え、受ける関係が構築され、放課後等の授業時間外でも積極的に実験を
計画的に進める作業まで自分たちで作り上げていた。最終的には学内の成果発表会および関東近県
SSH千と研究発表会でポスター発表できるところまで、成果をあげるところまで達成できた。しかし
半年のカリキュラムに関してはまだ改善の余地がある。「化学研究」という側面から基礎を学ばせる
ことで、自ら課題設定し仮説を立て実験方法をデザインできる力をつけさせるには、さらなる効率的
なカリキュラムの設定が必要であろう。 

 
（ⅲ）生物班 

 (ｱ)  内容【テーマ】統計学(標準偏差・t検定)の学習 
○背景 様々な実験には必ず実験データが生じる。その次に実験データを分析します。その手法と
して統計学を用いる。統計学の中で生徒が認識している手法として、平均値がある。しかし、平均
値を求めるだけでは不十分であり実験データのばらつきに関して認識する必要がある。今回 SSH
リサーチⅠの生物実験を通して、平均値とデータのばらつきについて統計学的に求める。 
○活動 
課題研究内容 

     背景：普段生活している中で疑問に思った現象を課題研究を通して解決する。また，通常の生
物授業ではなかなか経験できないような研究活動を体験・実践し、教科書で学習した内容の理
解を深めさせる。また、課題研究テーマ設定から計画性・論理性・解析能力・発表能力を養わ
せる 
【テーマ】 
  ・かいわれ大根の成長の変化 ・コーラで骨は溶けるのか・多面的にみる植物工場の可能性 
  ・プラナリアの記憶 ・葉が紅葉する要因・四つ葉のクローバーは本当に幸せなのか 
    

 (ｲ) 成果と課題 
 実験機材作製・今まで知られていない現象を解明するという、通常の生物授業では経験でき
ないことが出来た。また，実験方法で先に進まない時，研究者の論文などを読み，研究室訪問な
どし，積極的に課題研究を行った。玉川学園生徒研究発表会でポスターセッションを行った。今
後は、論文作成なども行う必要がある。 

 
（ⅳ）数理科学 ～試行錯誤で身につけるＣ言語～ 
      目的 
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   プログラミングを通して、部品を組み立てて大きな目的を果たす経験と、そのデバッグを通して
内省的な力を育て、続く探究学習に生かす。 

(ｱ)内容 
ソースコードの改変と動作結果から、試行錯誤しながら機能的にC言語の学習を進める。 

(ｲ)成果と課題 
  今期は、生徒間のプログラム習熟度に大きな差が生じた。次期は C 言語ではなく、レゴロボット
と附属のGUIインターフェースのプログラミング言語を用いる予定である。言語と課題の特性から、
生徒間の習熟度に大きな差がついても、各生徒が適切な難易度の困難に取り組めると考えられる。 

 
「SSHリサーチⅡ」 11年生プロアクティブラーニングコース １０人 
 
（ⅰ）物理班  略 
（ⅱ）化学班 
(ｱ)対象：３名 
 (ｲ)内容【テーマ】植物の病原菌の探索 
   玉川大学農学部渡辺京子先生と連携して、前期３ヶ月の間不定期に研究室で実験活動を行い、そ
の後高校校舎にて課題研究を行った。学園内あるシャリンバイという植物の葉に注目し、その病気
にかかる原因となる菌の探索を行った。 

 
(ｳ)成果と課題 
 ５月中では学園内をフィールドワークを行い、様々な木々の葉が病気にかかる様子を大学院生の TA
と観察を行った。 

 
（ⅲ）生物班 
(ｱ)対象：１１年生プロアクティブラーニングコース 1名 
(ｲ)内容  
   ○背景：通常の生物授業ではなかなか経験できないような研究活動を体験・実践し、教科書で学習し

た内容の理解を深めさせる。また、課題研究を設定することによって計画性・論理性・解析能
力・発表能力を養わせる。 

○活動：10 年次に生物実験に必要な統計学を学習した。11 年次の課題研究では、結果数値のばらつ
きに気をつけながら課題研究を行うことを目的とした。 
【テーマ】・大豆食品とアレルギーの関係について   ・プラナリアの再生速度について 
 

  (ｳ)成果と課題 
  玉川大学農学部の先生方に課題研究内容・方法など指導していただいた。通常の生物授業では経験
できないことが出来た。しかし、実験方法・機材などが、高校現場にあるのでは出来ない状況になり、
ポスター発表・口頭発表まで至らなかった。大学教授に課題研究の指導をしていただける部分は大切
な部分であるが、生徒が実際に実験出来る範囲を明確に計画する必要がある。つまり、課題研究を行
う前に生徒自らが研究計画をしっかり立てさせる必要がある。 
 
（ⅳ）数理科学班 ～蟻の群知能の研究 
(ｱ)対象：１１年生プロアクティブラーニングコース 全員 
 目的  
プログラミングにおけるソースコードの改変・応用のような取り組みを、数学の問題で応用する

ことで同様の学習効果の獲得を狙う。 
(ｲ) 内容 
空間ベクトルの難問を解けるかをテスト形式で取り組む。その際、平面ベクトルの類題的易問の例題
と解答例を手元に与えておく。時間は比較的多め（問題にもよるが 30分程度）に与える。 
(ｳ)成果と課題 
普段、難問に対する成績が芳しくない生徒も、高得点を得ることが多かった。 

易問に対して確実に解答ができる状況を作ってあれば、それを前提に難問にアプローチする能力は十分
にあることが分かったので、普段の成績が芳しくないことの原因を追及していく必要がある。生徒たち
に対しては、難問に対する準備の形を示唆できたのではないかと考える。この成果は来年度 12年（高
3）設定科目数理γに生かしていく。 
 

⑤  総合アンケート （３月実施） 
  ア 選択肢： 

①かなりあてはまる ②ややあてはまる ③あまりあてはまらない ④まったくあてはまらない 
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   イ アンケート結果 
１．理科の授業として内容がおもしろく、興味深かった。 
     SSHリサーチⅠ            SSHリサーチⅡ 
  
 
 
２．実験計画は自分なりにうまくいった。 
     SSHリサーチⅠ            SSHリサーチⅡ 
  
 
 
３．科学的に考える思考力が身についた。 
     SSHリサーチⅠ            SSHリサーチⅡ 
  
 

 
４．授業時間は十分であった。 
        SSHリサーチⅠ            SSHリサーチⅡ 
  
 

 
５．次年度進学後の理科の探究活動（授業内の実験も含む）について役にたった。 
        SSHリサーチⅠ            SSHリサーチⅡ 
 
 
 
 

（４）SSHリサーチ科学 

 
① 目的 
  化学を基本とした探究活動を行う。しかし今年は物理分野、生物分野の課題研究を 
  
② 内容 
ア．実施日時：指導期間４月～２月（木曜日７限目） 
イ．対  象：一般クラス希望者６名（１０年生１人、１１年生４名） 
ウ．実  施 

様々な実験技術の習得を通して、実験時におこる誤差と精度を理解させる。課題テーマ選択とそれ
に適切な実験計画の立案を行い、データ収集と適切な処理をさせることで結論を導き評価をし改善さ
せる手法を学ぶ。論文作成を行い、経験を定着させる。オリジナルの課題研究について学内外でのプ
レゼンテーションを行い、コミュニケーションを通して学ぶ。 

（カリキュラム） 

日 時              内      容 

                履修初年度者   既履修者 

4月 7日 ガイダンス 課題研究 

4月14日 ろうそくの科学（同4月21日、5月12日） 「COD関連」「ﾗｸﾄﾌｪﾘﾝ関連」 

「構造力学関連」 5月19日 過冷却実験（同5月26日） 

6月9日 ホールピペットの実験  

6月23日 多段階滴定実験（同6月30日）  

7月7日 ＵＶ研修（同7月14日）  

9月8日 IR研修 「鉄ｲｵﾝを用いた研究」 

「ﾗｸﾄﾌｪﾘﾝ関連」「構造力学関連」9月22日 IR研修 

9月29日 課題研究テーマ設定  

10月6日 課題研究テーマ設定  

10月20日   

10月27日   

11月4日   

11月11日    

11月18日   

12月2日   

①  ②  ⑥ ⑦ 
13% 47% 27% 13% 

① ② ③ ④ 
90% 10% 0% 0% 

①  ②  ③ ④

0% 47% 33% 13%
① ② ④ ④ 

70% 20% 10% 0% 

①  ②  ③ ③ 
7% 47% 33% 13%

① ② ③ ④ 
100% 0% 0% 0% 

①  ②  ③ ④
15% 45% 40% 7%

① ② ③ ③  
70% 30% 0% 0% 

① ② ③ ④
7% 47% 20% 20%

① ② ③ ④ 
100% 0% 0% 0% 

実験・データ処理
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12月 9日   

12月 16日 発表会準備・パワーポイント作成  

1月 13日   

1月 20日   

1月 27日   

2月 3日 ポスター作成  

2月 17日 ポスター作成  

  課題研究テーマ：「構造物の耐久性について」「テルミット反応を利用したルビー生成」「炭素繊維

を用いたプラズマ状態の作成」「科学展示物の有効的な展示を目指して」「アメーバの核移植」 

  「ラクトフェリンの抗酸化作用」 

 

③  成果と課題 

   今年度は昨年度に比べ履修者が倍増した。昨年度からの履修者は、昨年からの応用実験を行ったが、
まだ独り立ちしての実験が不足しており授業時間でも手が止まってしまうことが多々あった。今年度
履修者は前半化学の基礎的な取り組みとして、昨年同様に”ろうそく”の実験を行った。基礎的な実験
ではあるが、化学の対象物に取り組む姿勢を身につける第一歩の実験としては、大変有効であると考
えられる。学習時間に従い、昨年と同様に機器を使ったデータ管理、および光を使った簡易測定器の
利用法などを学び、後半の課題実験につなげていった。分野が多岐にわたり指導者の範囲も越えるテ
ーマを設定してしまったことにより、明確な結論まで行きつかないケースがでてきた。生徒のモチベ
ーションを保ちつつ、興味が持続する課題テーマの設定が今後の課題である。最終的に履修者全員が、
なんらかの形で学内外においてポスター発表を行うことができた。 

     
④ アンケート （３月実施） 
 ア 選択肢： 

①かなりあてはまる ②ややあてはまる ③あまりあてはまらない ④まったくあてはまらない 
  イ アンケート結果 

 
１．理科の授業として内容がおもしろく、興味深かった。 
 
 
２．実験計画は自分なりにうまくいった。 
 

 
３．科学的に考える思考力が身についた。 
 

 
４．授業時間は十分であった。 
 
 
５．次年度進学後の理科の探究活動（授業内の実験も含む）について役にたった。 
                           
 
 

                                 

③  ③  ⑧  ⑨ 
13% 47% 27% 13% 

③ ④ ③ ④ 
0% 47% 33% 13% 

① ② ③ ④ 
100% 0% 0% 0% 

① ② ③ ⑤  
70% 30% 0% 0% 

① ② ③ ⑥  
7% 47% 20% 20% 

実験・データ処理 
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（５）SSH科学 

 
[生物学分野] 

① 目的 
SSH科学（生物学分野）は、玉川大学脳科学研究所の先生方が行なう脳科学分野とセットになった授業
である。脳科学分野の目的が、文系と理系の枠組みや科学技術と人文芸術の領域を超えて、人間の本質や

教育の本質について認識できるような知識理解を目的としているため、生物学分野においても本校キャン

パス内に自生（生息）している生物や身近な生命現象に着目して、主に実験観察を中心とした授業を行な

った。 
 
② 内容 
実施日時： 4月～7月  火曜日 14：25～15：15  水曜日 9：45～10：35 
     10月～2月    火曜日 14：25～15：15  金曜日 9：45～10：35 
担当教諭：渡辺洋司 
対    象：12年生（高校 3年生） 
 
ア 授業形式       講義および実習（実験・観察） 
イ  授業内容 
・種の変異と不変性：ソメイヨシノの花弁数と雄ずい数の調査 
・花の構造と機能 ：花式と花式図の作成 
・生命の誕生と進化：進化の仕組みと生物の変遷 
・生物の表面構造 ：SUMP法 
      
②  成果と課題 
今年度は授業科目の選択群の構造上、履修生徒 15名中 14名が理系進学希望者であった。そのため自然
科学に対する基本知識が構築されていたため、授業への目的意識も高く授業者が期待していた以上のリポ

ート提出など大きな成果が得られたと思われる。しかしながら、生物の観察や採集が天候や季節に左右さ

れてしまうため、綿密な授業計画と生物の自生地などを的確に把握する必要がある。 
 
[脳科学分野] 

①  目的 
SSH科学（脳科学分野）は、玉川大学脳科学研究所の先生方から脳科学の歴史から最先端の研究開発ま
でを学習する授業である。授業では構造、発達、機能を中心にして人間の脳に興味を持たせることを目的

とした。また研究的側面や実用的側面から脳科学研究を学習することにより、文系と理系の枠組みや科学

技術と人文芸術の領域を超えて、人間の本質や教育の本質について認識できるような知識理解を目的とし

た。 
 
② 内容 
実施日時： 4月～12月  木曜日 13：25～15：15   
講    師：玉川大学脳科学研究所 塚田稔客員教授、 玉川大学脳科学研究所 佐治量哉准教授 
対    象：12年生（高校 3年生） 
ア 授業形式  塚田稔客員教授、佐治量哉准教授による講義および実習 
イ  授業内容 

前期 
情報とは何か（どう定義するか）・情報の分離（→原理がわかればロボットも自己認識できる、が、

未だにわからない） 
・情報の類似性の構造中に押し込める（3歳までに出来ない→自閉症→統合失調症） 
・猿と人間は何が違うか（猿に 3段論法は…できる（研究に 10年かかった）が、人間との相違点、
人は左脳でやっているが猿は左右別れてない） 
・人の左脳と右脳の役割分担、男女の脳の構造の違い（左右脳の連結ファイバーは女性の方が太

い） 
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・自閉症の治療（3-7歳、分離・統合・階層化の訓練をする） 
脳機能を画像化する（脳細胞 －3歳まで 14億個生じ、20歳-10万個死／日） 
・事象関連電位と脳磁図      ・ポジトロン断層撮影法（PET） 
・機能的磁気共鳴画像（ｆMRI）（脳に 1/3の血流、３Tで酸化還元の e）数秒の分解能、動画は
無理 

・光トポグラフィー（赤外光）赤い血、黒い血（ヘモグロビンの酸化鉄、鉄）脳の構造 
・機能図   情報処理と情報伝達の違い 
・「伝送」は情報を減らさず、雑音を減らす。 
・「情報処理」は多量の情報から必要な情報を選び出し、残りは捨てる。→パターン認識 
視覚系 
・機能分化（人から猫まで、この機能分化は同じ）    ・カメラとどう違うか 
・海馬が脳の機能分化を統合する 
言語処理系 
・ブローカ野（発話を作る）→運動野→発話、ウェルニッケ野（音を理解する） 
目で見る世界と心で見る世界 
・心で見る（情報創成のダイナミックス 推論（左脳）と連想（右脳）） 
・眼で見る（外界世界の内部モデル 入力（感覚）出力（行動）） 
言語の出現（不詳） 
・右脳：出来事の記憶＝個々のパターン→パターン分離：抽象化すれば「シンボル」が乗る（脳

梁）→左脳：論理・演算・言語 
クリエイティブ 
・自分の中にないモノを自分の中に持ってきて統合する（歌舞伎の女） 
・出来ない→統合失調症 
視覚情報の流れ 
・輪郭線の発生 
脳とデッサン 
・デッサンとは何か 印が見た感じを再現するモノ 脳の思考過程や意志の表現 
・輪郭線とは何か 外界の物理的に世界に存在しない人が区別するために脳が作り出したもの 
・再現的デッサン 記憶・意味・言語などトップダウン情報を除外しボトムアップな情報で右脳

で描く 
・象徴的デッサン 記憶の概念情報がトップダウン情報としてデッサンを支配する 
人工ニューロンモデル 
・入力、シナプス荷重、閾値、出力 
記憶の出来方 
・脳の中で安定していないといけない（関連性、因果律）（統合失調症…連想記憶が飛ぶ） 
・網膜の回路  ・コントラストの変化の抽出 
ノイマン型コンピュータ 
・論理回路、加算器ＥＸＯＲ、シフトレジスタ 
 
左脳と右脳と意識と無意識 
意識 
・意識がないとよく見えない・思考連想は意識によって働く・過去現在未来の情報統合・自己認

識・情報の圧縮と拡大 
無意識 
・自動化された反射系・意識上の情報は慣れによって意識化に移動・お呼びがかかれば意識上に

登場する・無意識の記憶の断片をつなぐカオス遍歴・非線形 風吹けば桶屋が儲かる 
外界の再現的世界と独立に働く創造的世界 
・他人の美がわかった上で、自分の美で踊れるか 
絵画と創造 
・新しい合理的組み合わせを創り出す 
・今までの経験をつなぎ合わせてグローバルな新たな情報を創り出す 
・因果律より推論 連想による創造    ・既存の世界に行き詰まればパラダイムシフトする 
・既存の情報に異質の情報を取り入れて統合し新たな情報を生み出す 
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定である。ま

来年度からの

であると共に

究開発するに

げることが急

成・実験・解
実践すること

学部出身と様
心を持ってい
縦割りには教
携した高校で
取り組める授
高等部側でで

リガニの活動

後期は年齢的に

の内容の授業の

うな実習課題

の形として以

また、この第

の第２期目の

に、科学の本質

に於いて、その

急務であるが重

解析・発表準備
とにより、脳科

様々な脳科学の
いる分野の一
教員側も授業
での脳科学の授
授業の必要性を
できる実験を立

動電位の測定

に身近な話

の研究開発

を多く取り

以下に示す。

１期目の研

SSH の研
質でもあり、

の学的根拠

重要である

備をおこな
科学をはじ

の分野は、
一つである。
としてもな
授業を模索
を感じＳＳ
立ち上げ中

を高校だけ



で推進で
かすこと
進行との
に、高校
じて専門
に行うこ

 

 
④ ア
 ア 選択

①か
  イ アン

１．理
 

 
 

２．実
 
 
 
３．科
 
 
 
４．授
 

 
 

５．次
 
 

できるまでに開
とにまだ多くの
の問題もある。
校側の教員と脳
門分野の知識や
ことになった。

ンケート 
択肢： 
かなりあてはま
ンケート結果
理科の授業と

実験計画は自

科学的に考え

授業時間は十

次年度進学後

開発できたが
の問題があり
。来年度から
脳研側のスタ
や適切なコー
。 

（３月実施）

まる ②やや
果 
して内容がお

自分なりにう

える思考力が

十分であった

後の理科の探

が、その後の生
り、この部分で
らは、高校生が
タッフが協働で
ーディネート

やあてはまる

おもしろく、興

まくいった。

身についた。

。 

究活動（授業
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生徒が関心を
で高校が寄与
が自ら発想し
で、最初の段
トをして課題研

③あまりあて

興味深かった

 

 

業内の実験も

9 

を寄せている肝
与しづらいとい
し推進する研究
段階から、生徒
研究に発展さ

てはまらない

た。 

も含む）につい

①

100%

①

75%

①

100%

①

75%

①

75%

肝心な脳の研
いう問題があ
究として、脳
徒とのコミュ
させていく新

④まったく

いて役にたっ

② 
0% 

② 
25% 

② 
0% 

② 
25% 

②  

25% 

研究で生徒の主
ある。また生物
脳科学研究が出
ュニケーケーシ
新体制の研究開

あてはまらな

った。       

③ ④

0% 0%

③ ④

0% 0%

③ ④

0% 0%

③ ④

0% 0

③  ④ 

0% 0%

主体性を生
物の授業の
出来るよう
ションを通
開発を新た

ない 

           

④ 
% 

④ 
% 

④ 
% 

④ 
% 

 

% 

           



（７）環境の

題：12年「
① 目的（仮
  論文で評
を取り入れ
さらに一歩

 
② 内容： 
  昨年度は
評価項目も
によって、
のようなレ
た。今年度
がどのよう
実施： 
⑴ ルーブ
  ルーブ
評価基準も
・ 理解度
・ 学習到
・ 教師が
・ 目標に
 
⑵ 課題提
「環境の科
いる。３番
使用したル
以下の３項

A) オ
策

B) フ
回

C) オ
層
は

  この課題
 
③ 成果と課
⑴ 生徒の
レポー
トとその評
説した。そ
とルーブ
作業は、次
ートは、ル
向上してい

 
⑵ 今後の
 ルーブ
対して目標
決めるこ
年の始ま
難しい作業
にして、学
が確認でき

の科学 

「環境の科学」
仮説）： 
評価をしてい
れる試みを行
歩進めて、ルー

は、レポート
も提示し、フィ
生徒が、提出
レポートを書
度は、各評価項
うに書けば、

ブリック評価
ブリック評価
も示すのであ
度・完成度を示
到達度や成績
が何を自分に求
に向けた調整が

提示と評価 
科学」では、
番目の課題で
ルーブリック
項目を課して
オゾン層保護の
策がとられてい
フロン（ＣＦＣ
回収しているの
オゾン層破壊問
層破壊に関す
は） 
題と同時に、右

課題： 
の変化 
トの返却時に
評価を、ルー
その後、各生
リック評価と
次の課題で効
ルーブリック
いる。 

の課題 
ブリック評価
標をどのレベ
とである。こ
りに作ってお
業ではある。
学習を始める
きたので、他

」におけるル

いる 12 年「
行っている。昨
ーブリック評

ト課題の提示
ィードバック
出前に自らレ
けば、良い評
項目を提示す
良いレポート

価 
価は、それぞ
ある。ルーブ
示す条件が示
向上のための
求めているの
が自分ででき

年間で６つ
である「オゾ
ク評価の例を示
ている。 
のための対策
いるのか、そ
Ｃ）ガスの回
のか、その方
問題について
る勉強と通し

右の ﾙｰﾌﾞﾘｯ

に、比較的良
ーブリック評価
生徒は自分の
とを見比べて
効果を発揮す
ク評価を導入

を作るという
ベルに定める
これは、学年
おくことと同
しかし、本
るべきものな
他の科目・教科

ルーブリック評

環境の科学」
昨年度は、レ
評価を提示す

方法として、
ク時には、総合
レポート内容を
評価に繋がるの
する時に、達成
トになるのか

れの課題で、
リック評価は
示される 
の方向がわか
のかがわかる
きるようにな

の課題を課し
ン層の破壊」
示す。ここで

策（どのような
の対策で十分
回収（どのよう
方法で十分か）
ての考察（オゾ
して学んだこ

ｸ 評価を示し

い評価のレポ
価と照らして
レポートと評
納得する。そ
る。生徒のレ
後、確実に質

うことは、課題
のかを、事前
末のテストを
じなので、中
来は目標を明
ので、取り組
科にもの広め

50
 

評価の導入

の授業で、
レポート課題提
することによっ

レポート課
合評価ではな
をチェックし
のか明示され
成度と評価点
かを示した。

どの部分が
は、生徒にと

かる 
 
る 

して
で

では、

な対
分か） 
うに
） 
ゾン
こと

した。 

ポー
て解
評価
その
レポ
質が

題に
前に
を学
中々
明確
組まなくては
めていきたい

0 

国際バカロレ
提示時に、評価
って、レポー

課題を提示とき
なく、評価項
し、うっかり
れたので、レポ
点も示すルー

がどのように評
っては、以下

はいけないこと
い。 

レアで行って
価ポイントを
トの質の向上

きに、課題だ
目毎の得点を
ミスを防ぐこ
ポートを書く
リック評価を

評価されるか
下のメリット

とである。ル

高学年 

ているルーブ
を提示した。今
上が図られる

だけを示すので
を示した。そ
ことが出来た
く際の視点が明
を取り入れ、

かを、課題提示
トがある。 

ルーブリック評

中村 純

リック評価
今年度は、
と考えた。

ではなく、
うしたこと
と共に、ど
明確になっ
さらに生徒

示と同時に

評価の効果

 



（８）大学

  
 【サイエ
  
  ① 目的

 主連
された
者や大
材を扱
る。 
 
② 内容
（ア）
第

      
      
      
       

 
      
      
      
      

 
第

      
      
      
      

 
 （イ）
   今
ーキ

    第
の除
らせ
を比

     第
察し
では

 
③ 成果

    昨年
た生徒
ってい
なかっ
クティ
導して
うな単
た課題

 
    

学その他演習

ンスサマーキ

的 
連携大学の玉川
。理系志望の
大学生との触れ
扱うことにより

容 
）日程 
第１回 日時
テーマ１
担当  河
場所  農
参加者 高

テーマ２
担当  吉
場所  農
参加者 高

第２回 日時
テーマ 
担当  有
場所  農
参加者 高

）実施 
今年で６回目
キャンプ（サ
第１回のテー
除草剤の強さ
せる」では多
比較した。 
第２回の「“卵
し、卵が分裂
はさまざまな

果と課題 
年ではこのﾌ
徒が現れ、学
いる。今年度
った。毎年プ
ィブな生徒が
てのは時間と
単発プログラ
題研究が続け

習プログラム

キャンプ・オ

川大学農学部
の生徒に対し
れ合いを通し
り、文系志望

時  ７月３
「除草剤の強
河野 均 教
農学部６号館
高学年希望者

「自然界の微
吉村 義隆 
農学部６号館
高学年希望者

時  １１月
「“卵から親へ
有泉高史 教
農学部７号館
高学年希望者

目となった玉
イエンスオー
ーマ１「除草剤
（阻害活性）
多様な環境試料

卵から親への
裂していく様子
組織や器官が

ﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑから課
学内外におい
度はそのレベル
プログラム内容
が参加し、内容
と手間のある
ラムから長期
けられるシステ

オータムキャン

部と連携し、理
しては、大学の
して自身の進路
望の生徒であっ

０日（月）1
さの測定」
教授（玉川大学
館 Science Ha
者等（10～12

微生物を光らせ
教授（玉川大
館 Science Ha
者等（10～12

２９日（木）
への体づくり
教授 （玉川大
館 校舎 
者等（10～12

川大学農学部
ータムキャン
草剤の強さの測
を酸素発生
料中の微生物

の体づくり 
子や、陥入と
が分化して、

課題研究のテ
て数回研究成
ルに達する生
容が変化し、
容を発展させ
ことである。
にわたって大
テム作りが急
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ンプ】 

理科に対する
の施設を利用
路選択の参考
っても自身の

10：00～16：

学生命化学科
all 校舎 
年生 10名）

せる」 
大学生命化学
all 校舎 
年生 10名）

 10：00～
 －両生類の
大学農学部生

年生 10名）

部と玉川学園
ンプ）である。
測定」では、
生量の変化か
物を蛍光顕微鏡

－両生類の発
とよばれるダイ
やがてオタマ

テーマにつな
成果の発表を
生徒はあらわ
それに伴う
せて高校側で
しかしこの
大学側と連携
急務である。

1 

る興味・関心を
用した高度な技
考になることな
の教養を深めら

：00 

科環境領域）

 

学科環境領域）

 

16：00 
の発生の観察
生命化学科）

 

園高学年の主催
。  
ホウレンソウ
ら調べた。ま
鏡で観察・計

発生の観察と
イナミックな
マジャクシの

なげ
を行
われ
ア
で指
のよ
携し

を増大させる
技能や知識を
などが期待さ
られるように

 

察と実験－」 
 

催で行なわれ

ウの葉から葉
またテーマ２
計測し、自然

実験－」では
な細胞の運動
の体が短時間で

ることを目的
を身に付ける
される。また
にテーマが工夫

れているサイエ

葉緑体を取り出
「自然界の微
然界に存在する

は、ツメガエル
動が見られた。
で形づくられ

として開講
こと、研究
、身近な題
夫されてい

エンスサマ

出し、既存
微生物を光
る微生物数

ルの卵を観
。胚の内部
れていく。 



（９）外部実

 
【工学部相原

①目的 
 ○学習と記

○最先端

個々人

 
②内容 
ア）日時：平

ウ）参加：高

 
③成果と課題

○相原研究

を用いた脳科

いる。今回は

用例を学ぶ

にこの研究

果を上げる

○工学部ﾛ

このジェミ

でもでき、テ

ぎをすれば、

ている顔認識

力すれば、き

圧縮空気を送

よう小さなモ

現在の研究テ

べることに移

ロボットを見

でき、貴重な

てあり、二足

 
【排水処理施

 
①目的 
 玉川学園内

自分達が使っ

で使用する廃

 
②内容 
ア）日時：平

イ）場所：S
ウ）対象：ｻ

③成果と課題

 普段、実験

液の処理に関

意識を高め

井戸水が使用

ずに過ごして

いて研究を始

可能であり、

日時の調整

実習・研修 

原研究室・岡

記憶の脳内メ

のロボット技

人の研究内容を

平成２４年４

高等部 自由

題 
究室ではラッ

科学のネット

は主に後半の

ことができた

をあらたには

ことができた

ﾛﾎﾞｯﾄ工房を訪

ノイドは表情

テレビカメラ

、その通りに

識の技術が用

きれいな日本語

送り込み、可

モーターが動

テーマは、「不

移っていると

見せていただ

な経験となっ

足歩行ロボッ

施設見学SEA

内の水は、す

っている水の

廃液の処理等

平成２４年７

SEA：環境技
ｻｲｴﾝスクラブ

題 
験を頻繁に行

関する話は、

ることができ

用されており

ていた生徒も

始めた生徒も

、生徒の環境

をうまくして

岡田研究室見

メカニズムに

技術の粋を集

を深化させて

４月、１０月

由研究 物理

ットの脳に関

トワークシミ

のシミュレー

た。また実習

はじめ、夏の

た。 
訪れ、人間そ

情を変える、

ラの前で、自

に動いてくれ

用いられてい

語で口を動か

可動させたい

動く、という

不気味」と感

との説明もあ

だいたばかり

った。ロボッ

ットの研究を

A】  

すべて井戸水

の流れを知り

等に対する環

７月４日（水

技術センター

ブ部員  エ

行っているサ

大変興味深

きた。また、

り、高等部校

もおり、驚く

もおり、SEA
境への意識を

て、理系へ進

学】 

ついて工学的

集めたジェノ

ていく。 

  イ）場

理班、ロボット

関する電気生理

ュレーション

ションについ

体験者の高校

SSH 全国大

っくりとして

首を振る、お

分が表情を変

る。この時、

る。また、コ

かしながらし

部分で空気チ

ものである。

じているとき

った。めった

でなく、操作

ト工房には、

行っている高

が使用されて

、どのような

境への意識を

） 
ー（玉川学園内

）概要：施設

イエンスクラ

深く、実験廃液

高大な学園の

校舎の近くにも

と同時に大変

Aと連携して現
高めるのに適

学する生徒も
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的なアプロー

ミイドを実際

場所：玉川大

ト部、SSH科

理実験による

ンに関する研

いて講義を受

校３年生の一

大会で発表す

てテレビにた

おじぎをする

変え、首を動

デジカメな

コンピュータ

しゃべり、動く

チューブのバ

大学の教員

きの人間の脳

たに見ること

作させていた

これまでロ

高学年生徒も

ている。また

な処理が行わ

を高めること

内） 
設内の見学と

ラブの生徒に

液の処理方法

の敷地内のす

も井戸がある

変興味を持っ

現在も研究を

適した見学で

も見学できる

2 

ーチから理解を

際に見て触れ

大学工学部相原

科学 

る研究と PC
研究を行って

受け、その応

一人は個人的

するまでの成

たびたび登場し

る，という動き

動かし、おじ

などで使われ

タに言葉を入

仕掛けは、

バルブを開く

員によると、

脳の状態を調

のできない

ただくことが

ボカップ世界

も興味津々であ

た、廃液の処理

われているのか

を目的とする

解説講義 

にとって、廃

法についての

すべての水に

ることを知ら

っていた。この

を継続中であ

であった。サイ

るようにしてい

を深める。 
れることで、

原研究室およ

している「ジェ

きをすること

界大会で活躍

あった。 

理等も学内で

かを実際に見

る。 

の見学をきっ

る。学内の施

イエンスクラ

いきたい。 

生徒のロボッ

よびﾛﾎﾞｯﾄ工房

ェノミイド」に

とができる。操

躍したロボッ

で行われてい

見ることによっ

っかけに、学内

施設であり、手

ラブの生徒だけ

ット研究等

房 

に触れた。

操作は誰に

トが展示し

る。普段、

って、実験

内の水につ

手軽に見学

けでなく、



【伊豆大島研

 
①目的 
 伊豆火山帯
変化を学習す
ングクラスで
ている。生物
授業の中で進
し、地球の成
 
②内容 
ア）平成２
イ）場所：東
エ）今回の研
立ち・火山地
事前研修 
 本研修 1
     2
③成果と課題
今回の事前研
から学び興味
ない。今後の
 
 
【現代科学

 
① 目的 
   最先端
術力を学

 
② 内容 
ア）日時：平
ウ）対象：高
エ）内容 
○準備 事
日時 平成

｢ﾌﾟ
○本番実施
日本科学

示物が配列
を深める事
る力・表現
クシート等

 
③ 成果と課
例年企画
組になりプ
密にメモを
きている効果
未来館の展示
ションに臨む
た研修へと検

研修】 

帯の上に位置
する。フィー
では生物概論
物の進化と地球
進化を学習す
成り立ち・植

４年６月１日
東京都伊豆大
研修を行う前
地形・岩石の
：生物学講座
1日目 6月
2日目 6月
題 
研修、伊豆大
味を持たせる
の課題は地学

・未来科学の

端の科学技術
学び、様々な視

平成２４年５
高学年（高校

事前学習 
成２４年６月
ﾟﾚｾﾞﾝﾃｰｼｮﾝ学
施 
学未来館は４
列されている
事ができるシ
現する力｣を向
等を利用しな

課題 
している日本
レゼンテーシ
とりながら理
果の為か、時
示。生徒達も
む。未来館側
検討していく

置する島を訪
ールドワーク
論の授業の中
球の環境変化
するだけでは
植生の変化に

日（金）～２
大島     
前に事前学習
の違いを学習
座(植物の遷移

1日 金曜日
2日 土曜日

大島での研修
ることが出来
学分野での課

の探訪｣として

術の紹介展示
視点から人間

５月１２日（
校生）１０～

月１０日（金
学習に関する

４つの常設フ
る。専門知識豊
システム作って
向上させる学
ながら、展示見

本科学未来館
ションの実習
理解しようと
時間内に自分
もコミュニケ
側の研修スタ
く予定である

訪問することで
研修に関して
で生物の進化
化は切っても
なく、実際に
興味を持たせ

日（日） 
 ウ）参加
を行った。学
した。 
移) 
日(熱海港→伊
日 ・地層断

修を通して地球
来た。しかし、
課題研究を行う

て、日本科学

を見学し、解
間の知的活動

土） イ）場
１２年生 

金）昼休み 
事前学習」

ロアに分かれ
豊富なスタッ
ている。生徒
学習プログラム
見学からプレ

館での実習。日
を行った。主
する姿が随所
分の考えをしっ
ーターの方々
イルも以前の
。 
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で、火山帯に
て、プロアク
化・生体系に
切り離せない
に岩石や地層
せる。 

加：高学年１
学習内容とし

伊豆大島)  
断面図   

球の成り立ち
フィールド
うためのカリ

学未来館研修－

解説員（イン
動を考える機会

場所：日本科

れており、テ
ッフとコミュ
徒達の活動をさ
ムも設定して
レゼンテーシ

日本における
主として１０
所に見られた
っかり伝達で
々と、十分デ
のものとはか

3 

における生態系
ティブラーニ
について学習し
い関係であり
層を観察・体感

１年生 
して伊豆大島全

 ・三原山
(伊豆大島→

ち・植生の変化
ドワークに対す
キュラム開発

－｢考える力・表

ンタープリター
会とする。

科学未来館 

テーマ別に展
ニケーション
さらに効果的
ています。今回
ョンまでの一

る４つの現代科
年生が参加し
た。授業でプレ
できていた。毎
ディスカッショ
かわり、来年度

系を調査し、
ニ
し
、
感

全体の植物の

散策(フィール
→熱海港) 

化を三原山散
する課題研究
発が必要であ

表現力を育てる

ー）などと交

ンをとること
的にする為に、
回はこのプロ
一連の活動を行

科学のフィー
した研修であ
レゼンテーシ
毎年少しずつ
ョンを行い、
度は我々のこ

火山の噴火に

の変化、伊豆大

ルドワーク) 

散策(フィール
究を行うことが
ある。 

る学習プログラム

交流することで

とで、興味・関
、見るだけで
ログラムに沿
行った。 

ールドについて
あったが、スタ
ションの流れ
つ、企画が変化
仲間へのプ
これまでの形

による地層

大島の成り

ルドワーク)
が出来てい

ム研修｣】 

で日本の技

関心・理解
でなく｢考え
って、ワー

て、４人一
タッフと綿
を学習して
化していく
レゼンテー
を進化させ



【東京大学地

① 目的 
  地球科学

履修者生徒

 
② 内容 
ア）日時：平

ウ）対象：

エ）内容 

     

 
③ 成果と課

  昨年まで

所の広報ア

により８０

下にはその

動を古くよ

ちろんほぼ

用した測定

 
 
【スカイツ

① 目的 
  最先端

研究を行っ

とで自分自

進を目指す

 
② 内容 
ア）日時：平

ウ）対象：

エ）概要：千

 
③ 成果と課

この施設は玉

ラクションが

当日は、ロボ

をいただき

『Rosemary
ペレーターの

る階段も難な

自由時間で

ボットの技術

た、持参して

までタイヤ

助言する場

「古田先生の

研究にいか

の体験を元に

究を重ねてい

けとなって

地震研究所】

学の最先端研

徒への研究改

平成２４年６

中学年（小学

（a）地震研
（b）歴史的

課題 
で高学年教員

アウトリーチ

０年ほど前に

の免震構造を

より行ってお

ぼ全て稼働中

定器には研究

リータウンキ

ロボット研究

っている生徒

自身の課題の

す。 

平成２４年６

中学年（小学

千葉工業大学

課題 
玉川学園とも

が配置され、

ボットの研究

、本校のみの

y（ローズマ
の操作で、ゴ

なく登ってい

では、古田先

術開発につい

てきたロボッ

を細くしたら

面もあった。

の説明は、具

していきます

に本校のレゴ

いる生徒が、

くれると良い

 

研究の一つを

改善の手だてと

６月１４日（

学）１０～１

研究所の概要説

な地震計の見

員であった吉

チ室桑原先生に

に、地震の起因

を見学できるル

おり、自作の地

中である。振

究者の英知が詰

キャンパス見

究を行ってい

徒の意識付けを

の発見したり、

６月１４日（

学）１０～１

学のｷｬﾝﾊﾟｽの

も縁の深い千

ハンズオン

究で著名な千

の会場見学を

マリー）』。福島

ゴムのローラ

いく。 
先生に直接質

いて話し合う

ットには、「摩

らよいか」な

アドバイス

具体的で分か

す」と意気込

ゴロボットお

あらたなス

い。 

見学し、自然

と設定する。

木） イ）場

２年生 
説明およびｱｳ

見学 

吉田朱里先生の

にお話を伺っ

因する災害の

ルートがある

地震伝播模型

り子の原理を

詰まっている

学】  

る大学施設を

を強化させる

、アドバイス

（木） イ）場

２年生 
一つである

千葉工業大学の

の体験が思う

千葉工業大学未

を実施するこ

島原子力発電

ーが力強く回

質問をおこなっ

姿などもみら

摩擦抵抗を考え

ど、改良点の

スを聞いた生徒

かりやすく、こ

みを語ってく

よびロボカッ

テージへと進
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然科学に対す

 

場所：東京大

ｳﾄﾘｰﾁ展示物に

のご紹介によ

った。地震研

の予防および

る。また、研

型や津波発生

を用いた地震

ると、 桑原先

を見学するこ

る。また研究

スをいただく

場所：東京ｽｶ

『東京スカイ

のサブキャン

う存分にでき

未来ロボット

とができた。

電所で、実際

回り動き始め

ったり、ロ

られた。ま

えて、どこ

の考え方を

生徒からは、

これからの

くれた。こ

ップ等で研

進むきっか

4 

する研究への姿

大学地震研究所

による学習

より、地震研究

研究所は前世紀

び軽減方策の探

研究現場と社会

生模型等を用い

震計の記録方法

先生は力説され

ことで、ロボッ

究者と直接話す

ことで研究の

ｶｲﾂﾘｰR)ｷｬﾝﾊ

ツリータウン

ンパスである。

きる施設である

技術研究セン

特に目を引

に活躍してい

め、障害物を乗

姿勢やデータ

所  

究

紀の偉大な科

探究の目的で

会とをつなぐ

いた出前授業

法から現代の

れている。 

ット

すこ

の推

ﾊﾟｽ』 

ン(R)キャンパ

主にロボッ

る。 
ンター所長 

引いたのが、

いるレスキュ

乗り越えてい

タの取り方等、

科学者、寺田寅

で設立された。

ぐためのアウ

業なども行って

の最先端のデバ

パス』内の施

ットに関する展

古田貴之先生

ロボットの一

ューロボットで

いく。大人の背

、課題研究

寅彦の貢献

。新館の地

トリーチ活

ている。も

バイスを利

施設の見学。

展示、アト

生にも解説

一つである

である。オ

背丈ほどあ



【つくばサイ

 
① 目的 
 最先端の研

術を体験し、

 
② 内容 
ア）日時：平

イ）場所：1
（宇宙航

1
1

③ 成果と課

各研究セ

学を行った。

生徒が３カ所

した。 
第一期５年

研究所内での

問が沸き、

いであろう。

 
【神奈川生命

 
① 目的 
  地球関連の
上の生命に対

 また博物館

科学館・博物

 
② 内容 
ア）日  時

ウ 対  象

エ）内  容

午前 学芸員

の歴史と生命

絶滅など）、

を見学した。

午後 午前

し、PCを利
 
③ 評価と課

  神奈川県

４６億年の歴

４つの観点か

主催のコア

本校の研究成

ができた。ま

の学芸員でい

示物に対す

果であった。

イエンスツア

研究現場の一

、科学的な素

平成２４年７

10:00～11:30
航空研究開発

13:00～14:30
14:40～15:30
課題 
ンターにおい

。各研究所で

所の研究所の

年間の SSH
の実験等の実

自分の課題研

。 

命の星地球博

の博物館を訪

対するマクロ

館の展示方法

物館ガイド発

時：平成２４

象：SSH科学
容：（プログ

員の方より博

命（太陽系の

神奈川県の

。 
中見学したテ

利用しながら

課題 
県立生命の星

歴史を、地球

から展示を行

SSH（全国オ
成果として冊

また運営指導

いらっしゃる

る向き合い方

。 

アー】 

一つであるつ

素養を身につ

７月２６日（

0 JAXA  
発機構） 
0 地質標本
0 産業技術

いて、実験・

では生徒達か

のなかで特に

の間はほぼ

実質的な活動

研究につなげ

博物館研修】

訪問すること

ロからミクロ

法やその意義

発表大会へつ

４年１１月１

学 11年生履
ラム） 
博物館の概要

の誕生、小惑

自然（新生代

テーマ別の展

展示物の内容

星・地球博物

球、生命、神

行っている。

オススメ科学

冊子および科

導委員として

る平田先生よ

方など、高校

くば学園都市

けることを目

金） 
ウ）対象参

本館 
術総合研究所

研究施設およ

から活発な意見

興味のあった

ぼ毎年つくばの

はなく、見学

げていく生徒を

で、地球の成

な理解を促す

義など、ハード

なげる。 

８日（日）

履修者（必修

説明を受けた

星から惑星の

代の生物相の変

示物について

容をまとめい

館は、地球の

奈川県の自然

最終的に、岡

学館・博物館紹

学館紹介ビデ

連携させてい

り、直接科学

校生らしい言葉
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市の研究施設

目的とする。

参加者 任意

（ｻｲｴﾝｽｽｸｳ

よび展示資料

見もあり、有

た部分につい

の研究所を訪

学研修のみが

を発掘して行

成り立ちや生

すこととする

ド面やソフト

 イ）実施

修） 

た後、展示物

の生成、生命

変遷、箱根な

て班毎に一つ

いき、班内でプ

の誕生から現

然、自然との

岡山県立玉島

紹介）に参加

デオを完成さ

いただいてい

学館意義やそ

葉で表現する

5 

設を見学および

 

申込者 

ｳｪｱ） 

料などの見

有意義な研修活

いて、個人調査

訪問させていた

が中心となって

行くためにも今

生命の誕生につ

る。 
面から調査し

施場所：神奈川

の観察のポイ

命の誕生、生命

などの火山地形

つ選出。それら

プレゼンテー

現在までの

の共生、の

島高等学校

加している

せること

いる科学館

そこでの展

る大切さなどを

び実習を行う

活動であった

査を休み期間

ただいた。し

ている。実際

今後の研修内

ついて視覚的

しその成果を

川県立生命の

イント講義を

命と地球の共

形の成り立ち

らについて館

ーションの練習

をお教えいた

うことで、日本

た。なお、事後

間中に行うこ

しかし近年は生

際手を動かす

内容の再検討は

的に理解し、現

を、高校生オス

の星・地球博物

受けた。、主

共進化、地球活

ちなど）につい

館内の付属図書

習を行う。 

ただいたことは

本の科学技

後に個々の

とを課題と

生徒による

ことで、疑

は欠かせな

現在の地球

ススメ全国

物館研修 

として地球

活動と大量

いての展示

書館を使用

は大きな成
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【長瀞・秩父盆地地質研修】 
 
日   時：平成２４年１１月３０日（金）～１２月１日（土） 
実施場所：埼玉県秩父郡長瀞町荒川、同小鹿野町赤平川  
対  象：９～１２年生（希望者の任意参加） 
① 目的 
長瀞は日本地質学誕生の地と呼ばれ、荒川沿いに三波川変成帯の結晶片岩の露頭を観察できる。小鹿野町を

はじめとする秩父盆地には第三紀、約１５００万年前の海成堆積岩が広く分布しており、当時の環境を知る

ことができる。 
②内容 
１１月３０日 午前中は埼玉県立自然の博物館を見学し、長瀞の結晶片岩の標本や、秩父盆地の化石を観察

した。午後は荒川沿いを歩きながら結晶片岩の露頭を観察した。 
１２月１日 最初におがの化石館を見学した後、赤平川沿いのようばけを観察し、付近の露頭で化石採集を

行った。 
 
③ 評価と課題 
   長瀞の結晶片岩は地球のプレート運動の産物である。プレートテクトニクスという言葉はもはや常識で
あるといっても過言ではない。２０１１年３月１１日に起きた東北地方太平洋沖地震もプレート運動に伴っ

て起きた地震である。また、日本に火山が多いのも日本がプレート境界に存在する島弧だからである。プレ

ートテクトニクスというと、超長期的には大陸移動を起こし、短期的には火山や地震といった災害をもたら

すもの、つまり通常の時間尺度では負の影響しかもたらさない、目に見えないものととらえられがちである。

しかし、長瀞はプレートテクトニクスによってもたらされた名勝である。一帯すべてがプレート運動によっ

て地下深くで変性を受け、それが衝上してきたものである。プレートテクトニクスの産物を目の当たりにす

ることができたというのは非常に貴重な経験である。 
  また、赤平川においては内陸で海成の化石が得られた。当地の地層は１５００万年前と、比較的最近の

ものではあるが、比較的短期に海が内陸になってしまうという、地球のダイナミズムを感じることができた。

また、得られた化石はまだ固着が十分ではなく、もろいものが多かった。これは化石がまだ新しいためで、

１５００万年という、人間の時間尺度をはるかに超えた年代ですら、地球の歴史においてはまだまだ新しい

ものであるということも感じることができた。 
しかし、今回の研修は事前学習が必ずしも十分ではなく、本質的な理解・感動を伴ったものとは必ずしも言

えない面も否めない。学習と実習のバランス、タイミングは教育活動において永遠のテーマといえる。 
 
（生徒感想） 
・地球の奥深くにはもっともっとすごいものが眠っているのかと思った。 
・プレート運動のすさまじさを感じることができた。 
・化石のでき方についても調べて行きたい。 



【SSH石垣

 
① 目的 珊

 
② 研修内容

１日目の活動

※石西礁湖

調査エリア

させた。生物

※石西礁湖で

 
２日目の活動

石西礁湖エ

※環境省移植

※環境省のア

て） 
※石垣島の環

 
３日目の活動

※ＷＷＦし

※赤土流出

※八重山魚協

（ベルリンシ

 
③ 研修の成

玉川学園で

の両方を立

ムをサンゴ養

さらに、学内

ＥＤの研究

褐虫藻が光

共生してい

行われてい

と青の２色が

青色光は必要

る。今回の研

ンゴ養殖に適

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

垣島・サンゴ保

珊瑚教育を通

容 
動 
（石垣～西表

を限定し、ス

物の大きさ、

での水平透明

動 
リア調査  
植地点見学 
アクティブレ

環境調査員の

動 
らほサンゴ村

を防ぐための

協観賞魚部会

システムを活

成果と展望 
では、ベルリ

ち上げ、石垣

養殖の観点か

内のSEA（環
も視野に入れ

光合成を行う

る褐中藻の光

る。しかし、

が研究されて

要だとされて

研修を通して

適した光の検

保全のための

通して環境保

表島周辺海域

スケールを設置

形、色など

明度調査（プ

（着床具を用

レンジャーの

の方による、

村でのサンゴ

の、月桃を用

会サンゴ養殖

活用したサン

リンシステム

垣島のミドリ

から比較検証

環境技術セン

れている。 
うためには光

光合成にたよ

サンゴの生

てきた。今の

ている。玉川

て、今後、大

検証を進めて

 

の研修】 

保全の学習と地

域）のサンゴが

置し、コーラ

もスレート記

プランクトンと

用いた養殖技

方によるレク

モニタリング

ゴ保全活動に関

いたグリーン

殖研究班による

ゴ養殖技術の

と、デニボッ

イシとソルト

証を行うつもり

ンター）と連携

が必要である

っている。現

生育に適した光

ところ、褐中

大学農学部で

学とも連携し

いきたいとい
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地域との連携

が生育する海

ラルチェックを

記録させた）

とサンゴの生

技術の研修）

クチャー（石

グ調査の技術

関する研修

ンベルト運動

る学習会。

の研修） 

ックシステム

トコーラルの

りである。

携し、サンゴ

る。ミドリイ

現在、サンゴ

光を作り出せ

中藻を増やす

では、レタス

してＬＥＤを

いう方向性が

7 

玉川学園

携学習を図る。

海底環境の調査

を行った。（水

 
生育との関連の

石垣島のサンゴ

術研修 

動への協力 

ム（日海センタ

の飼育に成功し

ゴ飼育に適した

シの多くは活

ゴ礁学会などで

せるメタルハラ

すためには赤色

スの水耕栽培に

を用いて、紫や

が生徒の中から

園中学年  

 

査 
水中で見た魚

の検証） 

ゴと、サンゴ

ターオリジナ

している。今

た水質の調査

活動に必要な

で、渇中藻が

ライドランプ

色光が必要で

に適したＬＥ

や、ピンク、

ら出てきた。

市川信   

魚やサンゴの名

ゴを取り巻く環

ナルの脱窒のシ

今後はそれぞれ

査を進めると

なエネルギーの

が必要とする光

プが主流だった

で、光合成のた

ＥＤの研究が行

ＵＶ光線な

  

武谷信之

名前を記録

環境につい

システム）

れのシステ

ともに、Ｌ

の７０％を

光の研究が

たので、赤

ためにはと

行われてい

ど、よりサ
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【外部実習系アンケート】 
１．研修前後で理科・数学に対する興味はどう変わったか。 
：①さらに好きになった ②好きであったが、あまり変わらない ③好きではなかったが好きになった 
  ④好きではなかったし、後も変わらない。 
２．研修の内容について： ①面白かった ②どちらかと言えば面白かった ③普通 ④面白くなかった 
３．研修の内容を理解できたか：①理解できた ②どちらかと言えば理解できた ③どちらでもない 
   ④理解できなかった。 
４．研修参加で科学技術や理科・数学に興味関心が増加したか： 
①増加した  ②どちらかと言えば増加した  ③どちらとも言えない  ④増加しなかった。 
５．研修をきっかけに理科・数学について自分で調べるようになったか：①なった ②どちらかといえばな

った 
③どちらともいえない  ④ならなかった 
６．研修をきっかけに研究者を身近に感じるようになった：①なった ②どちらかといえばなった  
③どちらともいえない ④ならなかった 
 
 
「日本科学未来館」             「つくばサイエンス研修」 
 
 
 
 
                          
 
 
 
 
 
「伊豆大島研修」                 「東京大学地震研究所」 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
「神奈川生命の星地球博物館研修」           「長瀞・秩父盆地地質研修」 
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（10）特別
 
① 全体
各学年対
科学技術

 
② 内容 
ア．【中学

 
目的 
 ８年
働くと
そのま
業をし
 
内容 
日 
対 
場 
講 
  
[８年
 働く
う職業
至るま
ってい
と堅い
松田氏
も交え
て聞き
当に面
提示さ
職業の
  
[８年
 銅線
り、実
人ひと
電池が
達が、
とを学
定して
ＬＥＤ
うこと
ネルギ
 
 
成果と
 生徒
とい
じるこ
松田氏
ような
を見つ
った。
いたた
って取
きかっ

別講演会（SSH

目的 
対象の講話を
術に対する知識

学生特別講話

年生ではキャ
ということや
まとめとして
していただい

時：平成２
象：８年生
所：玉川学
師：北海道

年生全体に対す
くということ
業、そして科
までに松田氏
いただいた。
いイメージが
氏が玉川学園
えて語って下
き入っていた
面白い職業な
された質問に
のひとつです

年生２クラス毎
線、アルミ箔
実際にＬＥＤ
とりが行った
が売り切れた
、身近なもの
学び、驚いて
て、電圧が発
Ｄ電球は光る
とを学び、普
ギーについて

と課題（講話
徒達にとって
う職業だが、
ことができた
氏がどのよう
な経験をされ
つめ直し、将
。また、授業
ため、生徒達
取り組む事が
ったと考えて

H特別講話）

を併設大学教
識や理念の理

話・研修－サ

ャリア教育のス
やそれぞれの職
て、玉川学園の
いた。 

２４年９月６
生 
学園中学年講堂
道大学大学院情

する特別講話
とに関連しなが
科学者という仕
氏が実際に歩ま
生徒にとって
があるようだが
園（幼、小、
下さったことで
た。講演のは
なのでしょうか
に対し、「サイ
す。」とお話し

毎に特別授業
箔、水の組み合
Ｄ電球を光らせ
た。震災の際、
たりする様子
のから電気を取
ていた。また、
生しているの
ることを体験
普段何気なく使
ての理解を深め

話＋生徒実験研
ては遠い存在に
講演と授業
た。キャリア教
うな中学生活
れたのかとい
将来について考
業では身近な題
達は科学的な側
ができた。教育
ている。 

 

教員や企業の研
理解を促す。

イエンティス

スタートとし
職業について
の卒業生でも

日（木）、７

堂 及び サ
情報科学研究

話] 「サイエ
がら、大学の
仕事について
まれた足跡も
ては大学の先
が、科学クイ
中、高）で学
で、興味深く
じめに「研究
か？」という
エンティスト
しを締められた

業] 「エネル
合わせで電池
せる実験を、
停電を経験し
を体験してい
取り出せると
、電圧計で電
のに豆電球は
した。消費電
使用している
めた。 

研修） 
に感じる「科
を通して、身
教育という面
を送り、その
う話から、今
考えるきっか
題材を選んで
側面からも興
育的効果はと
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研究者を講師
 

ストという仕

して、様々な業
て語っていた
もある北海道

日（金） 

サイテックセ
究科 松田健

エンティストと
の教員とい
て、現在に
も含めて語
先生という
ズもあり、
学んだこと
く、集中し
究者って本
うご自分で
トは最高の
た。 

ルギーについて
池をつく
生徒一
したり、
いる生徒
というこ
電圧を測
は光らず、
電力とい
る電気エ

科学者」
身近に感
面からは、
の後どの
今の自分
かけにな
でいただ
興味を持
とても大

9 

師として行う。

仕事】 

業界で活躍を
だく「夢フォ
大学の松田健

ンター２Ｆ
健一氏 

という仕事」

て考えよう」

これにより文

をしている保護
ーラム」とい
健一氏に特別

 

 

文系理系履修

護者の方々を
いう行事を行っ
別講話と、理科

修者問わず、

をお招きし、
っている。
科の特別授



イ．【
日 
場 
対 
講 

内容

関
ピ
い
 
は

     
・脳

・難
・私
・普
・脳

 
 

ウ．【

日 
場 
対 
講 
内容

の

目

え
持

偶
路

ま
な

 
 （生
 ・実
・明
た

・私
い

・講

【脳科学入門】
時：平成２
所：玉川大
象：９年生
師：玉川大
鮫島和

容 
導入では、脳

関して、まるで
ピュータインタ
いった哲学的話
アンケート結

は高い評価が得
（生徒感想例）
脳の研究とい
を学べて興味
難しい内容だ
私は心理学に
普段何気なく
脳は人間にと

【明日を目指す

時：平成２
所：玉川大
象：１０年
師：玉川大
容 
「講話は一発
自分たちが明
のはいつの頃だ
勉強とはど
指して行うか
個々人が自分
えは見いだせな
持つ数学的概念

東岸先生の
偶然の要素で現
路決定は自分が
次に、先生

ます。勉強して
なるものの基礎

生徒感想例） 
実際自分の進路
日を目指すと
た。興味や意志
たちは毎日挑
いうこと。 
講話の話を参考

】 
２４年 １０
大学工学部 
生（中３） 
大学脳科学研
和行 准教授 

脳の機能や重
でクイズのよ
タフェースな
話題にまで展
結果では、内
得られた。 
） 
いうのは将来
味深かった。 
だったが、少
に興味がある
く使っている
とってとても

す皆さんへ】

２４年１０月
大学工学部４
年生（高１） 
大学農学部生命

発勝負である
明日、そして
だったでしょ
どんな定義に
か？と先生は
分と向き合い
ないと東岸先
念）」と「心柱
の個人史では
現在の自分史
が“知りたい
生は「キャリ
ていくこと、
礎を作ってい

路でも悩んで
という意味が
志がないと自
挑戦である。

考にして進路

月１５日（月
４５０教室
全員 
研究所   

重さなど基本的
ように語りかけ
などの最新の技
展開していった
内容がやや難

来的にもとても

し脳のことが
ので、講義が
体もこのよう
大切で、また

 
２９日（月）
５０教室 
全員 
命化学科 東

」 
将来のことを
ょう。 
なるだろう。
は問いかけます
い、振り返るこ
先生は言います
柱」（＝核）
は、「知りたい
史につながっ
い”という気持
ア」の概念に
学習していく
いくことこそが

でいるので、お
分かった。将
自分は動かない
チャレンジで

路、人生につい
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月）１限目

的話題や、ゲ
け、生徒達の
技術や、物理
た。 
難しかったとい

も大事なもの

がわかった。
がとてもため
うな仕組みが
たその状態を

 

東岸 和明

を改めて意識

誰のため？
す。 
ことでしかそ
す。そしてあ
となるアイデ
い」というキ
ていると答え
持ちに必然的
について“自
くこと、研究
が、回り道で

お話を聞いて
将来に向けて
いということ
である。何事

いて考えてみ

0 

ゲーム脳や脳
の興味を引いて
理現象としての

いう声も多か

のであることが

 
めになりました
がることを知っ
を正確に知るこ

教授  

識する

何を

その答
あなた方ご自身
デンティティ
キーワードによ
えます。「考古
的に従ったと
分の心柱”の
究していくこ
であっても横

て大変感銘を受
てどのように考
ともわかった
事にも全力で取

みたいです。

トレなど生徒
ていった。そ
の脳、あるい

かったが、テー

がわかった。

た。 
った。 
ことが大切だ

身の「ベクト
を持つべきで
より様々な進
古学」の興味
言えます。 
の側面から物
と…、これら
道であると言

受けた。 
考えたらいい
。 
取り組めば必

徒にとって身近
そこから、ブ
いは私たち自身

ーマや内容の

また自分の脳

だと思う。 

トル（大きさ
であると言い
進路がありえた
味から「自然科

物事を考えな
らはすべて個人
言えます。 

いのかもわかっ

必ず反応が返っ

近な話題に
レインコン
身の理解と

の面白さに

脳の仕組み

と方向性を
います。 
たものが、
科学」へ進

さいと説き
人の中心に

って良かっ

ってくると



エ．【人

日 
場 
対 
講 

  内 

 
生
・
・理
・神
・脳
変

・赤

 
 
オ．【光

 
日 時
場 所
対 象
講 師
    
内容 
植物は
ーを光
境を制
ムの開
ルを早
れてい
サラダ
渡邊先
まくい
向かっ
ールも
    
    
    

 

（
  ・

植
・光
培
も
・主
夢
・“

 

人の脳の発生

時：平成２
所：玉川大
象：１１年
師：玉川大学
容(1)生ま
のか、
か、赤
(2)NHK
受精ま
命倫理
(3)神経
嗅覚、

生徒感想例 
生物の難解な
理科の授業で
神経細胞に興
脳科学はとて
変わってくる

赤ん坊の発達

と植物のおい

：平成２４年
：玉川大学工
：１２年生
：玉川大学農
    渡

は自分のから
光から受け取っ
制御することに
発が可能であ
早めるだけでな
る。本学園に
ダバーで提供さ
先生ご自身の
っていても驕
て頑張って欲
送られた。 
生徒達に読
・「山中伸弥
・「怒りの

生徒感想例）
人口が増加し
植物の面白さを
光りの当て方
培できるとい
もされていて興
主題の講義の
夢、仕事につい
“継続とねば

生・発達とその

２４年１１月
大学工学部４
年生（高２） 
学脳科学研究
れたばかりの
いつどのよ
赤ちゃんのス
の映像を用い
までの映像、 
理について説明
経細胞の増殖に
視覚について

な内容をビデ
では学習しな
興味があった
ても難しく、
ると思います

達過程まで知

いしい関係】 

年１１月５日
工学部 ４５
（高３） 全
農学部生命化
渡邊 博之 

らだを作り成
っている。LE
によって、効
ある。光によ
なく、葉・根
に建設中の食
される予定で
の経歴も紹介
驕らないこと
欲しい、その

読んでほしい
弥先生に人生
ブレイクスル

 
していく世界
をしることが
方や量を調節
うことに驚い
興味深かった
の話だけでなく
いても考えて
りが大切”今

の周辺】 
１２日（月）
５０教室 
全員 

究所 佐治量
の赤ちゃんに
うに脳はつく
ライドを用い
いて、卵子の
生命の成り
明。 
について。神
て説明 

デオやクイズ形
い人誕生のメ
のでとてもお
ややこしいも
す。 

ることができ

（月）１限目
０教室 
全員 
学科 
教授 

長するための
EDを使って植
率的な作物生
る影響は、生
根・茎の形成に
食堂にも、LED
であり、植物工
され、「人間万
が大切だとま
のためには、継

として紹介さ
生とiPS細胞
ルー」中村修

界にLEDを利用
ができました。
することによ
いた。野菜をよ
た。 
く、キャリア形
ていくことが大
今の自分に必
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量哉 准教授
に脳はある
くられるの
いて説明。 
の放出から
り立ち、生

神経細胞と

形式等で観衆
メカニズムを
おもしろかっ
ものだと思う

きて良い。

目 

のエネルギ
植物の光環
生産システ
生産サイク
にも影響を与
Dを使用した
工場の実用化
万事塞翁が馬
まとめられた
継続と粘りが

された本 
胞について聞い
修二、集英社

用した植物工
。 
よって植物が
よりよくおい

形成の話も聞
大切である。
必要な言葉だと

1 

衆をひきつけて
を知ることがで
った。 
。脳科学研究

与え、栄養分な
た植物工場が併
化が進んでい
馬」という言葉
た。また、目標
が大事である、

いてみた」山
（集英社文庫

工業の発展が

が大きくなった
いしくて嫌いな

聞くことがで
 
と思いました

ていた。 
できて良い機

究が発達すれ

などにも影響
併設され、栽
る。 
葉を使い、逆
標や夢を具体
、と大学進学

山中伸弥、講談
庫版あり） 

地球を救うだ

たり栄養化が
な人にも食べ

きてよかった

た。 

機会だった。 

れば身体や精神

響を与えるこ
栽培された野菜

逆境に負けな
体的に描き、そ
学を控えた生徒

談社 

だろうと期待

が増えたり一度
べやすくするた

た。自分の人生

神の概念も

とも研究さ
菜が食堂の

いこと・う
その実現に
徒たちへエ

待しました。

度に沢山栽
ための工夫

生の目標、



カ．【文部

日時：平成
場所：パシ
対象：一般
講師：京都
    京都大
内容： 高

山
一般の
創薬へ

     
 
キ．【高校

     
日 時：平
場 所：Ａ
対 象：玉
講 師：理
内容  
 講演では
術や化学に
 講演は、
での歴史に
ュータ「京
ることが紹
 次に「我
術の恩恵を
んな進歩を
ったものは
 有機化学
ップら（村
を引用しな
素原子、炭
 これまで
炭素とケイ
過酸化水素
れられ、有
芳香族ある
炭素の結合
 講演が半
は、次世代
関心を持っ
人と文部科
つの使用例
例えば、チ
これらはす
るためには
そのために
聴講して
それが私た
いることが
頑張りたい
また講演
とりの質問
との別れ際
って！」
ったところ

部科学省 iPS細
成２４年６月
シフィコ横浜
般者 
都大学 iPS
大学 再生医科
高学年生 １
中教授やその
の方でも分か
への応用が未

 

校生の未来のた

     
平成２４年１
ＡＶ１０４教
玉川学園教職
理化学研究所

は、未来の科
にまつわる様
、理化学研究
について説明
京」はもちろ
紹介された。
我が国の科学
を満喫してい
を遂げた。ナ
は、すべてそ
学者である玉
村上陽一郎・
ながら、人の
炭素といった
での研究成果
イ素結合の過
素を作用させ
有機化学にお
るいはビニル
合を作る合成
半ばには、生
代を担う子ど
ってほしい、
科学省が共同
例が美しい図
チタンの光触
すべて日本の
は、我が国の研
に、この『周
ていた生徒か
たちのセカイ
が、未来の生
いです。」とい
演終了後も生
問に丁寧に答
際に「君は医
とお声を掛け
ろからも感じ

細胞等研究ネ

月１７日（日
浜 

S細胞研究所所
科学研究所/i
１４名 
の他の先生方
かりやすく説
未知の範囲ま

ために】 
     
１１月２８日
教室 
職員、高学年
所 基幹研究所

科学者・研究
様々なトピッ
究所の紹介か
明がなされた。
ろんのこと、

 
学技術の底力
います」と述
ナイロン、冷蔵
その研究の成果
玉尾先生の今
公子訳）の
の「皮膚」を拡
た順で図示され
果として、化学
過酸化水素酸化
せてアルコール
けるクロスカ
ルハロゲン化物
成反応につい
生徒たち一人
どもたちが、
我が国の科
同制作したも
図と写真で載
触媒、ガリウ
の研究所・大学
研究者の恩恵
周期表』をぜ
からは、「私た
イを広げてい
生活をよくし
いった感想が
生徒が玉尾先
答えてくださ
医学部を目指
けいただき、先
じることがで

ネットワーク第

） 

所長・教授山
iPS細胞研究

方より最先端の
明していただ
であることが

     
（月） 

年生 １５０名
所長 玉尾 皓

者となる世代
クでお話があ
ら始まり、今
。理研での研
いろいろな食

」の話題では
べ、「20世紀
蔵庫、テレビ
果の上にでき
回の講演は、
『パワーズ オ
拡大し続けて
れた。先生は
学の学界で有
化の反応であ
ルへと変換さ
カップリング
物とを、ニッ
て、スライド
ひとりに配付
その周期表を
学技術の強さ
のである。こ
っている。そ
ムの青色発光
学・企業等の
恵を、小さい時
ひ家でも活用
ちが普段使っ
るのだと思っ
ていくことに
が寄せられた
生の周りを囲
った。最後ま
しているんだ
先生のやさし
きた。 
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第 4回合同シ

山中伸弥教授
究所 高橋 淳

の細胞制御技
だいた。ips細
が理解でした

  教育企

名 
皓平 先生

代の高校生に
あった。 
今日の独立行
研究成果は、
食品開発等に

は「今の高校
紀後半から科
ビ、パソコン
きあがってい
「化学」、と
オブ テン（P
ていき、血液
は「私たちの
有名な「玉尾酸
ある。有機ケ
される。また
グ反応の一種で
ッケルまたは
ドを用いて解
付された「一
をきっかけに
さを表現した
この周期表に
その例には日
光ダイオード
の研究機関で発
時から日常の
用してくださ
っている身近
った。」「今勉
につながると
。 
囲み、先生は
まで残ってい
だね。ぜひ、
しいお人柄は

2 

シンポジウム

授、慶應義塾大
准教授、岡野

技術やそれらの
細胞の可能性や
た。 

企画部 ｷｬﾝﾊﾟｽ

に向けて、科学

行政法人に至る
スーパーコン
にも応用されて

校生たちは科学
学技術はたい
ン、携帯電話と
いるのです。」
りわけ「元素

Powers of Ten
液、赤血球、リ
の身体も元素で
酸化」の説明
ケイ素化合物へ
、「熊田・玉尾
で、脂肪族ある
はパラジウム触
解説があった。
一家に 1枚周期
に化学に興味を
たい。という思
には、元素記号
本人科学者の
ド、ネオジムの
発見されてい
の家庭生活で実
い。」と、メ
近なモノは、一
勉強して
考えて

は一人ひ
いた生徒
がんば
はこうい

「再生医学研

大学医学部 家
野 栄之 慶應

の応用面や倫
やそれらの再

ｽ ｲﾝﾌｫﾒｰｼｮﾝ 

学技

るま
ンピ
てい

学技
いへ
とい
と続く。 
素」に力点が
n）』（1983年
リンパ球、DN
でできている
があった。こ
へフッ化物イ
尾・コリュー
るいは芳香族
触媒の作用に

 
期表」につい
を持ち、特に
思いから企画
号だけではな
の研究成果も
の強力磁石と
いる。先生か
実感する環境
ッセージが送
一人の人間の発

研究の最前線

家田 真樹 特
應義塾大学 医

倫理的な側面に
再生医療への利

ｾﾝﾀｰ 栗原郁

が置かれてい
年、日経サイエ

NAらせん、
る」と述べた。
これは先生が発
イオンと塩基の
ーカップリン
族グリニャール
により縮合させ

いて紹介があっ
に家庭で日常的
画され、株式会
なく、それらの
も散りばめられ
といったものが
らは、「科学
境をつくる必要
送られた。 
発想から始ま

線」】 

特任講師 
医学部教授

について、
利用法等、

郁太 

る。フィリ
エンス刊）
分子、炭
。 
発見した、
の共存下に
グ」にも触
ル試薬と、
せて炭素と

った。これ
的に元素に
会社化学同
の身近な 2
れている。
があるが、
を文化にす
要がある。

まっていて、



63 
 

③アンケート結果 
１．講義全体について：①大変面白かった ②面白かった ③普通 ④面白くなかった 
２．講義のテーマについて：①大変良い ②どちらかと言えば良い ③普通 ④良くなかった 
３．講義の内容について：①大変面白かった ②面白かった ③普通 ④面白くなかった 
４．講義の時間について：①長い ②やや長い ③ちょうど良い ④短い 
５．理科の学習に：①大変役立った ②やや役に立った ③普通 ④役に立たなかった 
６．内容のレベルについては：①難しすぎる ②やや難しい ③ちょうど良かった ④簡単すぎる 

 
「サイエンティストという仕事」              「脳科学入門」          

 
                            
 
 
 
 
 
 
 

「明日を目指す皆さんへ」             「人の脳の発生・発達とその周辺」 
 
 
 

 
 
 
 
 

 
「光と植物のおいしい関係」                 「再生医学研究の最前線」       

 
 
 
 
 
 
 
 
 

「高校生の未来のために」          講義内容やテーマに関してはどの回において
も「おもしろい」「良い」以上の回答を半数以上の
生徒が答えており、講義設定は満足いく結果であ
った。講義は時間割の関係上月曜日の１時間目を
設定しているが、講義時間についてもちょうどよ
いがどの回も半数以上であった。SSH指定以降の
５年間は本校が連携している工学部や農学部の先
生方の記念講話が中心である。「理科の学習に役立
つ」という面では例年共に毎回目標が達成されて
いる。５年間を通して講師のお願いする先生の選
定として数学や経済学等の可能性も時期ＳＳＨで

は探っていきたい。 
 
④成果と課題 
  様々な理系分野の生の講義を聴くことにより、ややもすると断片的になりがちな科学技術の研究現場や
その研究自体に関する知識構造が論理性を持った一貫した学問の一つであり、それによる科学技術の発達
の上に我々の生活が成り立っている事について、生徒が理解できてきたと考えられる。大学教員から学ぶ
大学での研究姿勢や研究内容を聞くことで、未知なる物事に対する興味関心の持ち方を学び、その後の学
習へのモチベーションを上げる仕組みの一つになると考えている。 
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（11）学びの

 
○実施日時

○担当教諭

      

      

○対  象

○授業形式 
年間

○カリキュ

     ・前
     ・前
     ・後
     ・後
○ 授業内容
前期は、

データベース

 次に、問い

ら自分で問い

後期は、情

オーガナイザ

としてポス

文の作成に入

字以上の論文

 
○効果と検証

１ マイン

 論文には、

く関わると言

基づく資料収

マインドマ

のテーマが持

拠等を用い、

 

２ 探究マ

 上のマイ

を示しつつ、

思考の思考力

ステップと

と「主張」

論理を構成

に用いたのが

ィックオーガ

ップ」のおか

なうことな

き、教員側

 

３ スライ

「探究マップ

稼ぎに走った

に視覚化させ

生かして、年

できた。 

の技（総合的

： 通年週２
：伊藤史織

今井航（理

山口敬子

：中学３年 

を通して１ク

ラム 
前期前半…リ

前期後半…問

後期前半…論

後期後半…論

容 
導入として、

ス）の仕方、

いの立て方を

い（テーマ）

情報を整理し

ザーを用いて

ターセッショ

入った。すで

文を仕上げた

証 
ドマップの使

、「問い」と

言われている

収集の整理を

ップの中央に

持つ広がりを

、このテーマ

ップの使用 

ンドマップは

、情報間の関

力を鍛える狙

して、今度は

とその「根拠

させる作業に

が、「探究マ

ガナイザーで

かげで、生徒

なく論文の筋

も効果的に指

ドから論文へ

プ」の次は、

たりする懸念

せた。ポスタ

年明けに論文

的な学習） 

時間 
（情報科）、登

理科）、阿部恭

（司書教諭） 

クラスあたり

リサーチスキ

問いの設定と

論文のアウト

論文執筆 

、学習活動の

チャットネ

を学習した。

を導き出し

しつつ問いに

て、主張とそ

ョンを玉川学

でに作成して

た。 

使用 

と「主張」と

る。今年度は

を行った。右

に論文のテー

を視覚化させ

マでの情報の

は、問題領域

関係を分類さ

狙いがある。

は「問い」（

拠」を縦に結

に移る。この

マップ」とい

である。この

徒は論理的一

道を立てる

指導できた。 

へ 

中間発表用

念があるが、

ターセッショ

文執筆に取り

登本洋子（情

恭平（数学科

２名の教員が

ル 
リサーチ 
ラインとスラ

の場となるＭＭ

ットの使い方

マインドマッ

た。夏休み前

対する答えを

れを支える根

学園展で行った

あったスライ

「論証」の三

、マインドマ

のマインドマ

マを書かせ、

せた。分類には

位置づけを行

域の広がり

せる水平

その次の

テーマ）

結びつけて

作業の際

うグラフ

「探究マ

貫性を損

ことがで

にスライドを

「探究マップ

ンによる中間

かかった。ほ

64
 

情報科）、白壁

科）、藤樫大二

が担当した。

ライド作成・

ＭＲＣの使い

方、著作権に

ップというグ

前にかけて、

を検討し、マ

根拠を組み立

た。このポス

イドやポスタ

三要素が不可

マップを用い

マップは情報

周囲に収集

は、現状、問

行わせた。

を作らせた。

プ」を基にス

間発表の場を

ほとんどの生

4 

壁夏美（情報科

二郎（国語科）

 

プレゼンテー

い方、様々な情

について学んだ

グラフィックオ

問いに関連す

マインドマップ

立てた。それを

スターセッショ

ターセッション

可欠で、特に

いて、「問い」

報の整理に用い

集した情報のキ

問題点、原因、

いきなり論文

スライド１０枚

を通して、たく

生徒が３０００

科）、中村純

、後藤芳文

ーションスキ

情報検索（図

だ。 
オーガナイザ

する情報を収

プや探究マッ

を基にスライ

ョンでの質疑

ン用の原稿に

「問い」の正

を考えさせ

いたもの（生

キーワードを

対策、影響

文となると、

枚を作らせ、

くさん質問や

０字というノ

（理科） 
（国語科） 

キル 

図書、Web、オ

ザーを用い、関

収集した。 
ップというグ

イドを作成し、

疑応答を踏ま

に肉付けをし、

正否が論文の出

せ、さらに、そ

生徒作品）であ

を分類しつつ並

響、論文の結論

いきづまった

思考と論の流

や助言をもらい

ノルマを達成す

オンライン

関心領域か

ラフィック

、中間発表

え、個人論

、３０００

出来に大き

その問いに

ある。この

並べて、こ

論を導く根

たり、字数

流れをさら

い、それを

することが



 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
４ まとめ 
 今年度心が

かを提示し、

大きなハー

に対して、そ

せることがで

を保たせる

的な情報の

学年初年度教

 
５ 生徒の感

・文章のま

め方、構成

に出たとき

・これから

文の書き方

な分野に関

 

（12）理系現

 

実施日時：通

担当教諭：国

対象 高校

      

① ねらい 

  「理系現

く、科学と

を通して、

動に対して

いて考えさ

  ア 書物

  イ 主体

  ウ 自分

  エ 思考

 

② 概要 

「理系現代文

語科の視点

進路志望者

この科目の

  ア 将来

がけたのは、

、取り組ませ

ドルであり、

それをいくつ

できた。特に

ことに注意を

もとに結論や

教育としては

感想 
とめ方、文章

成が自然と分

き便利だと実

も活用でき

方をしっかり

関するテーマ

現代文 

通年週3時間

国語科 小越

3年（49名 

     

現代文」の授業

と技術を理解す

これらの関連

て生徒がどの

させるという

物やインター

体的に教材に

分の意見を持

考力や表現力

文」は「ＳＳ

点から書いて

者を含めて49

の大きな狙い

来「科学に関

生徒が自分

せ、使えるよ

何をどうや

つかの作業過

に論文に特に要

を払った。ま

やその根拠を

は、十分な成

章の構成を学

分かってスム

実感していま

るような知識

り学べ、これ

マの知識を得

間 

越正志、 塩畑

1クラスあ

     

業では、文章

するという、

連を考えると

ような意識で

目的に導くた

ーネット等を

に取り組む資

持って積極的

力（音声・文

ＳＨ」の一環

いる。24 年

9名を2人の

は以下の通り

関わる」者と

分で論文執筆に

うにしたこと

って取り組め

程に分割し、

要求される論

た、マインド

考えることが

果を挙げたと

学んだことに

ムーズに書け

ます。 

識（閉じた質

れからの論文

得られた。 

畑久美子、（理

たり24～25

     

章を読む、文章

理科としての

という高度な学

で臨んでいる

ために今後の

用いて、「自

質を高める。

に討議に参加

文章にとどまら

としてスター

年度のこの科目

教師が分担し

りである。 

して、科学や
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に取り組むた

とである。論

めばよいか途

それぞれの

論理的一貫性

ドマップを用

ができ、論文

と考える。

により、国語

けるようにな

質問／ノンバ

文執筆に対す

理科：角田友

名 ） 

     

章を書く（表

の活動が含ま

学習活動に導

かを調査し、

の授業にどのよ

然科学」につ

 

加する姿勢を

らず、パワー

ートし、国語

目の履修者は

し、2クラス

や技術に対す

5 

ために、どうい

論文執筆は、中

途方に暮れても

の過程を思考ツ

性（「問い」と

用いたことで、

文に視野の広さ

語の論文や理科

りました。学

バーバルなど

る不安が無く

友明 渡辺洋司

      

表現する）とい

まれ、また、日

導いて行こう

生徒に科学や

ような配慮が

ついての理解

を養う。 

ーポイントなど

語と理科のコラ

は工学系・医学

（1クラスの

する関心や具体

いう技（思考
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  イ 将来の研究につながるような基礎的な知識や技能を身につけさせる。 

  ウ 主体的に学習に取り組む姿勢を身につけさせる。 

 

 教材は、「科学と日本文化」というタイトルで各教科書会社の自然科学分野の評論や「新書」から自主編成

した。内容は以下の3章で構成されている。 

 

第一章「近代科学の発生と発展」 

  科学や技術はどういう営為であるかを理解する。近代科学はどういう文化的土壌に発生し、発展してき

たのかを理解する。 

第二章「日本文化と自然科学」  日本人が科学に取り組む上で留意しなければならないことは何かを理解

する。 

第三章「これからの自然科学」 

 科学が現在抱えている問題点を確認し、今後進むべき方向や可能性について考える。 

 

③ 授業の展開 

ア 導入 

24年度の取り組み(49名の生徒を2名の国語教員＋理科教員2名で担当。） 

「自主編成教材」の読みに入る前に３時間かけて、理系現代文の説明と共に「文章」読解の基本として要

旨をつかむポイントについて、練習問題を用いて、具体的に指導した。更に前期学習のまとめとしての小

論文の「書き方」の基本と小論文の「評価の観点」について確認した。 

 

イ 展開 一人一人の生徒にねらいのイ・ウを達成させるために、下記のように個人の作業とチームの作業

を明確にして、それぞれの過程で作業内容をチェックした。個人の読み取りを深め、自分なりの考えをま

とめさせた上でチームでの討議や作業に入らせるために、全員に指定した文章についての語句調べと、要

旨をまとめる作業を課した。 

今年度は以下の点について変更した。 

・AO入試、指定校推薦を意識し、要約の仕方、小論文の書き方のガイダンスを春・秋の2回設けた。 

・前期の授業時間数が昨年度よりも減少したため、扱う教材を減らして指定した。また、教材の数を減らし

たことに連動させて、グループで討議・発表する教材も変更した。 

・12月の授業では、後期前半に読解した論文の内容と関係した内容についての映像を見て意見文を書き、デ

ィベートをした。 

 (イ)映像①科学の発展について･･･ダーウィンの進化論が生まれた背景についての映像 

 (ロ)映像②人工知能を持つロボットがもたらす将来･･･機械と人間がシンクロするというアニメ 

(ハ)ディベート「機械に心は宿るか」･･･人間のクローンに心は宿るのか、など。 

・後期後半は授業参加者の数が2クラスで11人しか居なかったために、2クラス合同で授業をした。 

  

  (ｱ) 個人の作業 各文章ごとに（イ・ロ）併せて2時間 

   (イ)  各章ごとの範囲のすべてのテキストを読み、それぞれの文章について、難解な語句や表現の意

味を調べて提出する。 

    (ロ)  それぞれの文章の要旨を400字程度にまとめて提出する。    

(ｲ) チーム作業 指定されたチーム（3人）に分かれて（イ・ロ）併せて8時間     

(イ)  指定された文章の内容についてチームで検討し、パワーポイントを用いて発表する。 

   (ロ)  他のチームの発表を聞きながら相互評価する。 

  (ｳ)  個人の作業（各章ごとに2時間） 

      各章の学習内容を踏まえて、800字程度の小論文をまとめる。 

   (イ) 前期前半 第1章「科学とはなにか」  (ロ) 前期後半 第2章「科学と日本文化」 

   (ハ)  後期前半 第3章「これからの科学」 

  (ｴ) 12月ディベートなど 

        今年度は後期の評価が決定した後、8時間の授業が設定されたため、「科学の発展について」、「人工

知能を持つロボットがもたらす将来」の二本の映像を見た後、意見文を書き、「機械に心は宿るのか」

という内容でディベートを行った。 

      

 ウ まとめ 年間の授業の総まとめとして、後期後半は各個人の「今後の研究テーマ」について調査し、
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パワーポイントにまとめて、個人で発表する。 

 

④ 今後の課題 

○科学技術についての最新の論文、学説などを取り入れるため、自主教材を改編していく必要がある。将

来、「科学に関わる」者として大学で研究をすすめるにあたり必要な知識・教養を身につけるための文章と、

現代の科学についての問題提起をした文章を交互に扱い、生徒自身が科学の問題について自分事として考

えられるよう教材の編集を意識したい。 

○科学についての知識が浅い生徒が多いため、科学技術論文を読解するにあたっては国語辞書による意味

調べでは不足している。そこで理科教員による一斉講義を行い、論文が書かれた前提知識・問題背景をフ

ォローしたい。 

○生徒が自主的に科学技術の問題と向き合えるよう、語句調べ・要約・パワーポイント等による発表にと

どまらず、グループディスカッションやディベートを取り入れ、クラスメイトとの意見交換を促し、自分

の意見を持たせたい。 

 

終わりに 

  従来のような教師が授業の中心的役割を担う授業形態とは異なる、生徒自身が主体的に教材に取り組ん

だり、意見交換をしたり、発表するという授業の試みとして、かなりの成果を上げることが出来たのではな

いかと思われる。更なる試行錯誤を重ねて一層の充実を図りたい。  

                                                       2013／3／4 

 

（13）Advanced Biotechnology Institute（ABI）研修 

海外生物科学研修参加 
「 Advanced Biotechnology Institue（ABI） 

at The Roxbury Latin School West Roxbury, Massachusetts」 
[玉川学園SSH事務局－国際交流センター連携企画] 

①目的 
   科学の先進国である米国で英語を用いて現地の高校生と共に科学の実験研修行うことや研究機関を訪
問することで、科学技術への興味・関心付けの強化を図る。 

 
②内容 
日時：Summer Session 2012 June 25- July 13  

  場所：アメリカマサチューセッツ州ボストンRoxbury Latin高校（本校提携校） 
本校１１年（高２年）１名が学内選抜を経て、Advanced Biotechnology Institute（ABI）に参加

した。この研修は、タンパク質やＤＮＡに関する講義と実験を中心としたプログラムであり、日本で
も有名なNIH（アメリカ国立衛生研究所）などの研究機関も見学することで、将来科学者として活躍
できる有能な人材育成を目指している。  

 
[１]事前学習（渡航前） 
日時：平成２３年６月１２日（日）、２５日（土）   担当：玉川学園教諭 

・タンパク質とDNAの構造とその役割についての講義 ・実験時の諸注意について 
・生物学の専門用語についての解説を行った。 

[２] ABI program   
ABI students have come from over thirty different high schools, both public and private, in both 

the United States and abroad. Each summer's class is balance of young men and women in grades 
nine through twelve, each selected based on motivation, ability, and character. Many ABI 
graduates have gone on to major in science in college, and some are pursuing research positions 
and medical careers. A recent graduate was chosen for the highly competitive NIH Summer 
Research Internship Program. Other graduates have completed internships following ABI at 
Harvard Medical School, Dana Farber Cancer Institute, Tufts New England Medical Center, 
Brigham & Women's Hospital, and Boston University. 

 
③ 効果と課題 
  ２４年度で５回目の研修会実施となる。研修期間が本校の期末テスト直前と重なり、学習の両立に大
変苦労する企画である。しかし毎年参加する生徒は意欲的に事前学習や期末テストの学習も怠らず、学
習成績も結果的には大変良い。研修に参加することで、研修に参加した海外生徒の学習に対する姿勢や
成果を目の当たりし、本人も研修前後では様々な取り組みに深みが増している。研修前後で取り組まな
ければいけない課題は多いが、それ以上に実りの多い研修企画と言えるだろう。今年は前年度の反省も
踏まえ生徒選考に十分検討を重ねた結果、語学力、学習力共にしっかり身についた生徒を派遣できた。
そしてこの生徒の研究に対する情熱は年末の関東近県ＳＳＨ生徒研究発表会での英語による口頭発表
に結びつくこととなった。 
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（15）高大接続カリキュラム 

－11.5年生以降（高３後半）の高大接続と並行する授業形態（講義）－ 
                                          進路指導部 
① 目的 
平成 21 年度よりスタートした玉川学園と玉川大学の間で締結された高大接続が４年目を迎えた。中
学高等学校の連続性・連携を図ることにより、進学や移行にかかる期間をなくし、11.5 年生（高校３
年前期）までに授業カリキュラムを終えることが可能になった。そこで１２年生（高校３年生後期）の
時間を有効に使い、様々な大学カリキュラムを用意し｢大学教育準備｣としての学習指導、不得意科目克
服のための補講、海外提携校への留学など、生徒一人一人が夢をつかむ機会（「高大連携プログラム」）
を設定する。 

 
② 内容 
 （ア）実施の概要 

玉川大学との連携により、本校高校３年生の玉川大学進学予定者（８月第Ⅰ期合格者）は大学の
授業を大学生とともに受講することができ、得た単位は大学入学後の取得単位として認められる。 

(ｱ) 特色（詳細） 
    ○同一キャンパスのメリットを活かした特別プログラム ○大学１年生と同等の科目で構成 
    ○秋学期 半期で高校生活と大学生活を両立○特別クラス科目と選択科目を組み合わせた履修 
    ○学部を問わず共通する基礎力の養成 
   (ｲ) 学習科目（１６単位） 
   ○Pre FYE（First year Education）  …２単位（高校生のみ） 

              ※今年度は「外国文学」を通して大学生になる準備を行う。この授業では外国文学だけでな
く、”授業の進め方”、”授業の種類”、”宿題の出され方”、”試験の受け方”、”良い成績の取り方”
などの観点も踏まえて講義を行っていただく。 

○身体文化（コミュニケーション入門） …２単位（高校生のみ）等 
  (ｳ) 授業の計画、 単位のしくみ、大学入学後の単位認定については昨年と同じである。 

（平成 24年度のSSH報告書を参考のこと） 
        (エ)対象人数 高校生 ４５名 

（イ）実施の流れ （平成 23年度のSSH報告書を参考のこと）         
 

③  効果と課題 
   早い段階から自分で時間割を作成し、また高校とは異なる授業スタイルにとまどう生徒も多かったが、
自分の意見をこれまで以上に求められたり試験のスタイルも新しいものであったり刺激的な半年であ
ったようである。単位もとれている生徒も多く、昨年度は学部によっては大学生も入れてトップ成績を
修めた生徒もいた。 最終的な接続部分の成績の結果についてであるが、４年目の生徒も大学の授業に
おいてしっかりと学習した成果もあり、参加生徒の成績 GPA（計算式はぺージ下資料）の値も 2.5 以
上であった。大学の GPAの上限が 4.0であることを考慮して高校内への成績（GPAの上限が 5.0）に
簡易的に換算すると、3.5以上の成績をとっていることになり生徒達も大変貢献していると考えられる。 
 
（まとめ） 
・大学の専門性が高い授業に納得して受講していない生徒が少なからず存在する。何をもって専門性と
言うのか調査をする必要がある。 
・プログラムそのものにまだ乗り切れていない生徒がいる。自由記述アンケートからも大学の授業スタ
イルに違和感を感じたり、授業を受ける友人同士の関係を求める等、大学の授業を受ける姿勢そのも
のが身についていない生徒が一定数存在する。これらはプログラムの内容を周知徹底、理解させる方
法を検討していきたい。 

   
    （資料） 
   a)最終成績連携プログラム成績   

大学評価（数値評価）  S（４） A（３）  B（２）  C（１）   F（０） 
評定平均の代わりに玉川学園および玉川大学ではGPA（Grade Point Average）を導入している。 
計算方式：GPA＝（各科目単位数×評価）／総単位数 

 
     平成２１年度（連携プログラム１年目） GPA平均値（2.61）・最高値（3.53）・最低値（1.47） 
     平成２２年度（連携プログラム２年目） GPA平均値（2.74）・最高値（3.63）・最低値（1.5） 
          平成２３年度（連携プログラム３年目） GPA平均値（2.60）・最高値（3.63）・最低値（0.88） 
          平成２４年度（連携プログラム４年目） GPA平均値（2.60）・最高値（4.00）・最低値（0.88） 
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(5) サンシャイン水族館でのサンゴ飼育の実態調査 
(6) 東京大学で行われているサンゴ礁学会への参加 
(7) ＷＷＦしらほサンゴ村のサンゴ保全活動への協力 
 
成果と課題 
(1) 環境省と連携し、現地のモニタリングを継続させ、養殖活動につなげる。 
(2) ベルリンシステムと、デニボックシステム（日海センターオリジナルの脱窒のシステム）の両方を立
ち上げ、石垣島のミドリイシとソルトコーラルの飼育に成功した。今後はそれぞれのシステムをサンゴ
養殖の観点から比較検証を行う。 

(3) 学内のSEA（環境技術センター）と連携し、今後サンゴ飼育に適した水質の調査を進める。 
(4) 大学と連携し、サンゴ飼育に適したＬＥＤ照明を模索する。 
 
 
[高学年（Upper）10年～12年] 
 
（目的－Upperディビジョン）  

各人が言語により分析し・まとめ・表現することを柱に、問題解決や探究活動を大切にする。全員が
一年間で論文としてその成果をまとめ上げる。論文作成以外のまとめ方（作品製作・演技発表等）につ
いては、各研究内容により追加される。各教員による「自由研究テーマ説明」の中から、一年間取り組
むものを選択し、選択した担当教員のもとで指導を受ける。10年生（高１）は、原則として「自由研究
テーマ説明」より選択することとする。そこで取り組んだことをきっかけに、その後 12 年生まで発展
させて継続することも考えていく。 

 
【化学研究】 
活動場所：玉川学園サイテックセンター ２０３教室（化学実験室） 
担  当：原 美紀子 
登録人数：７名（１１年５名、１２年２名） 
活動内容：身近な現象で疑問に思ったこと、教科書の内容で更に深く調べたいことなどについて、個人で

テーマを設定し、実験をしながら研究を進める。 
テーマ例：LED で栽培した野菜の成分比較、多機能性タンパク質ラクトフェリンの抗酸化作用、抹茶の色

素について、キュウリとトマトの食べ合わせ、定数測定、カフェインの抽出 など 
成果と課題：理系進路を考える11年生が新たに加わり、活気ある研究活動が行われている。自らテーマを

設定し、仮説を立て、方法を検討しながら試行錯誤を重ねている。テーマ設定に時間がかかっ
た生徒もいたが、全員が意欲的に自ら行動することができている。 

      玉川大学農学部と連携して進めている研究もあり、大学教授に質問をしたりアドバイスを受け
たりしている生徒もいて、研究のレベルも高まっている。 

      更に研究を発展させ、SSH 発表会への参加や学外コンクールへの論文応募などができる生徒を
増やしていきたい。 

 
【ロボット研究】（アッパーディビジョン） 
活動場所：サイテックセンター１０４番教室       指導教諭：有川淳 
登録人数：４名（１１年生４名） 
活動内容：８月に行われる高校生ロボット大会ビギナーコース出場、文化祭への出品 
     低学年・中学年学園展出品用作品の制作 
     研究内容をもとに４０００字の論文製作 
成果と課題：予定していた活動内容をどれも中途で投げ出してしまい、成果を上げる事ができなかった。

短期的な目標をこまめに提示し、活動日等については自分達で設定、確認させてきたが、ロボッ

トに対する高校生にふさわしい意欲を喚起する事ができなかった。 



【プラネタ

活動場所

担  当

登録生徒

活動内容

成果と課題

      

      

 

【物理】 

活動場所

担  当

登録生徒

活動内容

成果と課題

 

リウム番組制

：玉川学園サ

：樋泉あき

：４名（12年

：本校に設置

操作をしな

組を制作す

題：普段は授

宇宙への興

本年、12 年

年生は昨年

を元に、ラ

空にこめら

ナリオや演

れる。後期

25年２月、

ム解説コン

露、最優秀

の模範とな

なるが、目

：玉川学園サ

スター4F 

：小林慎一

：１名（11年

：昨年に引き

造の力学的

究を行った

題：生徒が主体

様々な結果

な目的であ

解析に至っ

この部分の

制作の研究】

サイテックセ

（理科） 

年２名、11年

置されている

ながらライブ

するグループ

授業で教員が

興味を喚起す

年生は後進の

年執筆した論

ライブ番組「

られた宮沢賢

演出を構築し

期は新規論文

、三重県松阪

ンクール」に

秀賞を受賞し

なる姿を示し

目標を高く持

サイテックセ

（理科） 

年１名） 

き続き、建築

的研究の生徒課

た。 

体的に研究を

果を得たが、最

ある複雑な構

ってない。来年

の研究になる。

（Upperディ

ンタースター

年２名） 

デジタルプラ

解説するグル

の２グループ

使う機器を生

ると共に、他

のバックアッ

文「玉川の天

オーロラをみ

治の想い～」

、話術を研鑽

文の執筆に取り

阪市「みえこど

応募した卒業

た。自由研究

た。この大会

持つ事に変わり

ンター

物の構

課題研

を進め、

最終的

造物の

年度は

 

73
 

ビジョン）

ーレックドー

ラネタリウム

ループと、機

プが活動して

生徒が自ら操

他者へわかり

プを率先して

天文台でオー

みよう！～北

を制作し、

鑽する番組作

り組んだ。来

どもの城」主

業生１名（玉

究で培った星

会は今回が最

りはなく、よ

3 

ーム（プラネタ

ムを用い、生徒

機器のプログラ

ている。 

操作し発表する

やすく伝える

て行い、11 年

ロラは見られ

北極圏の星空～

９月の天空祭

作りを通して、

来年度は卒業制

主催の「第７回

玉川大学３年）

星への想いと技

最終開催であり

よりわかりや

タリウム） 

徒の興味の方

ラミングや音

ることで、授

る力を培うこ

年生の創作環

れるか」「宮沢

～」オート番

祭（生徒発表

目的はおお

制作番組を制

回MAPみえこ

が本選に駒

技術を卒業後

り来年度から

すい番組作り

方向性から、手

音声収録を行い

授業だけでは得

ことを目的と

環境の整備に努

沢賢治と銀河鉄

番組「銀河鉄道

表会）にて発表

おむね達成され

制作予定であ

こどもの城プ

駒を進めライブ

後も磨くことで

らは目標を一つ

りに邁進して

手動で機器

いオート番

得られない

している。

努めた。11

鉄道の夜」

道の夜～星

表した。シ

れたと思わ

る。 

ラネタリウ

ブ解説を披

で、在校生

つ失う事と

て行きたい。



（17）研究発

 
①目的 

 SSHの生徒

知徹底および

 

②内容 

 
【９年（中
日  時
場  所
発表者 
（１）十
（２）苗
（３）吾
－｣ 

（４）宇
 
【１０年（高
日  時
発表者 
生徒発表
（１）十勝
（３）吾
（４）宇都
 
【玉川学園
日  時
  11:00～
  13:00 開
  13:20 生
  15:30 閉
  15:45 意
 
③成果と課題

学年対象の
発表者前半は
どう読み解い
研究を行って
前に年間計画
科を履修して
ートからも達
いこうと考
要である 
成果発表会
ＳＨの主生徒
たしているか

発表会（学内

徒活動につい

び研究活動に

３）対象 学
：平成２５年
：玉川大学工
： 
十勝組 石橋
苗場組 鈴木
吾妻組 高 

宇都宮健太郎

高１）対象 
：平成２５年
： 
｢理系現代文｣
勝組 石橋 
吾妻組 高 梨
都宮健太郎、

SSH成果発表
：平成２５年
～ 生徒ポスタ
開会式、SSH
生徒研究発表
閉会式 
意見交換、懇

題 

の生徒研究発
は高校３年生
いて自分なり
ている生徒か
画表で設定し
ている生徒と
達成できてい
えているかは

会については
徒のみ、およ
かは難しい。

内開催） 

いて学内の生徒

に向けての意

学内SSH生徒
年１月２１日
工学部４５０

橋 航 ｢チェ
木 悠大 ｢生
梨世子、田

郎、山本展大

学内SSH生
年２月１８日

｣（週３ｈ）
航 ｢チェス
梨世子、田中
山本展大 

表会・SSH生徒
年３月１３日
ター発表会 
H成果報告等
表会 4件（発

懇親会 

発表会はこの
生の理系現代
りに解釈し、
から、顕著な
した月曜日１
としている。
いるが、個々
は未知である

は、基本的に
よび任意参加
本校におけ

徒向けの研究

識活性を目指

研究発表会】
（月）１限目
教室 

ェスで人はや
生命倫理がかわ
田中莉沙子｢黙

｢ＳＳＨリ

徒研究発表会
（月） 

１２年 
スで人はやぶれ
莉沙子｢黙っ
｢ＳＳＨリサ

徒研究発表会
（水） 
（玉川学園高
等 
発表ｸﾞﾙｰﾌﾟ S

５年間でほぼ
代文の発表者で
プレゼンテー
成果を上げて
時間目のみで
参加者全員に
人がどこまで
。プログラム

ポスター発表
者を基本とし
る発表形態に
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究発表を行う。

指す。 

 
目 

やぶれたのか｣
わる｣ 
黙って見つめ

サーチ研究活

会】 

れたのか｣ 
て見つめてよ
サーチ研究活動

会】 

高学年ｱﾄﾘｳﾑ）

SSH ﾘｻｰﾁ科学

ぼ同じプログ
である。実質
ーションした
ている生徒を
である。発表
に SSH の全
で探究的な活
ムの内容や発

表、口頭発表
しているので
について、次

4 

。学内向けの

 

てよそ見して

活動と鉄イオ

（２）苗場組
よそ見して－
動と鉄イオン

20件 

学、SSH ﾘｻｰ

グラムもしくは
質実験を行って
た結果を口頭発
を選抜し、発表
表を聞いている
全体像や発表の
活動に興味を持
発表会が終わっ

表、＋αで記念
で、学校全体の
次期SSHでは

の発表会を行

て－他者の目

オンに関する研

組 鈴木 悠大
－他者の目はよ
ンに関する研究

ﾁⅠ・Ⅱ、自

は同じ参加者
ているのでは
発表している
表させている
る対象生徒は
のレベルを認
持ち、それに
った後のフィ

念講演等を行
の発表会とい
は一つの課題に

うことで、SS

目はよそ見に影

研究について

大 ｢生命倫理
よそ見に影響
究について｣ 

由研究、ｻｲｴ

者の形態で行っ
はなく、科学者
る。後半の発表
る。発表会の時
は中３、高１の
認識させるこ
に向かいどう変
ィードバック

行っている。参
いう枠組みに
にしていきた

SH活動の周

影響するか

て｣ 

理がかわる｣
響するか－｣

ｴﾝｽｸﾗﾌﾞ 

っている。
者の著作を
表者は課題
時間帯は事
の必修の理
とはアンケ
変化させて
も今後は必

参加者はＳ
どこまで満
たい。 



【学びの技研

 

①目的 

(午前)9 年生

ーセッショ

に伝えるスキ

クされる評価

としている。

(午後)授業の

品質を高め

 

②内容 

日時：平成

場所：玉川学

(午前)ポス

10:45～11:3

11:25～11:5

(午後) 21.5

13:00～13:3

13:35～14:0

14:20～15:2

      

      

  

  

③成果と課題

参加者数 午

     午

 

 午前のポス

年、上級生、

形式だから

当日に聴かな

きない生徒の

ではなく、緊

また、相互評

より、その後

知ることは新

 午後は21

ち約半数のア

の背景や形式

て行事などが

もっと詳し

 生徒の発表

いかに品質

-----------

ⅰ授業内容は

ⅱ主に他校の

 

研究発表会】

生全員が、各

ンをおこなう

キルを育成す

価から、研究

。 

の研究成果を

る。 

24年11月1

学園 高学年

ターセッショ

35 ポスター

55 MMRCツア

5世紀探究学

35 「学びの

05 「学びの

20 パネルデ

 コーディ

 パネリス

 

 

題 

午前：生徒9

午後：外部か

スターセッシ

、保護者、外

こそ実現可能

なければなら

の発生も防ぐ

緊張感ある発

評価により研

後の論文に大

新たな発見に

1.5世紀探究学

アンケートを

式、今後の展

が重なる時期

く知りたかっ

表会と研究会

を向上してい

------------

は、第6章(

の教員・図書

ⅰ 

各自設定した

う。研究内容

するとともに

究内容をより

を発表するこ

10日(土) 

年アトリウム

ョン公開 

ーセッション

アー 

学習「学びの技

の技」の授業

の技」の今日

ディスカッシ

ィネータ：堀

スト  ：河

  渡

   後

   カ

9～11年生(全

からの参加者

ションでは、

外部からの参

能である。大半

らない生徒を

ぐ方法を取っ

発表をしなけ

研究内容を深化

大きな成果を

につながって

学習「学びの

を回収するこ

展望などの説

期であり、開催

ったという声

会を同日にお

いくかという

-----------

11)「学びの

書館司書等 

 

テーマに基づ

容を口頭で効果

、質問やフィ

深化させるこ

とにより、教

、中学年講堂

公開 

技」研究発表

体験 登本洋

的意義 河西

ョン「学びの

田龍也(玉川

河西由美子(玉

渡瀬恵一(玉川

後藤芳文(玉川

カメダ，クイン

全員必修) 約

者 約55名 

選ばれた生徒

加者から評価

半の生徒にと

ランダムに指

た。これによ

ればならない

化させ、1人

与えることが

いる。 

の技」研究発表

とができたが

説明が好評であ

催時期につい

声も寄せられた

こなったため

ことが課題で

-----------

技」で報告

※午前・午後
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づきポスタ

果的に相手

ィードバッ

ことを目的

教員の授業

堂 

表会 

洋子(情報科教

西由美子(玉川

の技」のこれ

川大学教職大学

玉川大学通信教

川学園K-12プ

川学園高学年国

ンシー(玉川学

約650名、保護

徒だけが発表

価や意見をも

っては初めて

指名しておく

より、普段か

い場を生徒に

人10～30枚の

ができた。聴

表会と題した

が、全て有意

あった。一方

いては今後工

た。 

め、担当教員

である。 

------------

 

後を合わせ計

5 

教諭) /伊藤史

川大学通信教

れから 

学院教授) 

教育部・教育

プロジェクト代

国語科教諭)

学園IB DPコ

護者 約30名

表するのではな

もらう形式を取

て体験するポ

ことにより、

から馴染みのあ

に提供すること

の評価シートに

聴き手となる生

た、教員向けの

意義な研究会で

方、目標よりも

工夫が必要であ

員の負担が大き

------------

計約90名の参

史織(MMRC司

教育部・教育学

育学部准教授)

代表) 

コーディネー

名、外部からの

なく、全ての

取った。これ

ポスターセッシ

全く発表を

ある友達に対

とができたの

によるフィー

生徒にとって

の研究会をお

であったとい

も参加者数を

ある。アンケ

きく、今後は

------------

参加 

司書教諭)  

学部准教授) 

) 

ータ) 

の参加者  約

の9年生が発表

れはポスターセ

ションである

を聴いてもら

対して発表をお

のは大きな成果

ードバックを得

ても、他者の研

おこなった。参

いう内容であっ

を伸ばず、各学

ケートでは、I

は負担を軽減

------------

約70名 

表し、同学

セッション

ることから、

うことがで

おこなうの

果である。

得ることに

研究成果を

参加者のう

った。授業

学校におい

IBのことを

しながら、

----------



（18）研究発

【東海フェス

日 時：平

場 所：パ

発表者：サ

内  容

[成果と課
第７回を

した。午前

定されてい

子を掲示し

本校生徒

り、名城大学

等学校にお

すること」

今回のコア

事後研修を通

研修：ドバイ

 
 

【SSH全国
 
日 時：

場 所：

発表者：

○ポスタ

  (ザ
   全国
に発表

 
[成果と課題
今回の玉川
く興味を持っ
であり、玉川
人の人が聴い
った。 
玉川学園の
ない。火曜

SSH高大
やったかとい
由研究に相当
究したことで
最先端の研
くデータが取
えると面白い
方が関心を示
研究が高い評

第１日
９：００
 講演

九
１０：３
１７：３

発表会（外部

スタ 2012】 
平成２４年７

パシフィコ横

サイエンスク

：名城大学附

課題]  
を迎えた今大

前の口頭発表

いた。なおポ

した。 
徒二人は、発

学附属高等学

けるコアＳＳ

を趣旨の一つ

アSSHの中
通して上記の

イ）について

国生徒研究発表

平成２４年

パシフィコ横

１１年生 

ター発表   

ザリガニの電気

国のＳＳＨ校

表会が行われた

題]  
川学園の発表
っていただい
川学園のブー
いてくださっ

の今回の発表
日７限のSS
大連携の５年間
いう部分であ
当する SSH
であった。 
研究現場が高
取れるように
いなという波
示してくれた
評価を受けて

：８月８日（水）
０全体会（開会・
：講演者：若山正
九州大学マス・フ
３０ ポスター発表
３０ 全体会   

部一般および

７月４日（土

横浜 

クラブ 生徒

附属高等学校

口頭

大会は東海地

表分科会、午後

ポスター会場で

発表時の評価

学校主催のコ

ＳＨは、「優秀

つとしており

中核である研修

の生徒育成を

て、本校生徒

表会】 

８月８日（水

横浜 
SSHリサーチ

【英文】R
気生理実験

１７８校が集

た。 

表は、他校の
いたようであ
ースは大人気
っている状況

表は、特に表
H ﾘｻｰﾁ脳科学
間の成果で、
ある。ﾌﾟﾛｱｸﾃ
ﾘｻｰﾁの研究

高校の実験室
になってスタ
波及効果を込
たようでまず
ており、他の

 
・講演）  
正人 氏 
フォア・インダス
表  １４：００
  １８：００

び連携型） 

土） 

２名 

校主催の東海フ

頭発表において

区の高校を中

後のポスター

では特別ポス

価も高く、その

アＳＳＨ（地

秀な研究発表者

、国際的な活

修では、コア

目指す。年末

と教員１名が

水）、９日（木

チⅡ、SSH

Recording of 
（刺激と応答）

集まり、日頃の

生徒はもとよ
る。ポスター
というような
況で、ほとんど

彰を目指すよ
学を履修して
高校の実験室
ｨﾌﾞﾗｰﾆﾝｸﾞｺｰ
究課題の一つと

室にやってきて
ート地点に立
めたオープン
ずまずであった
公立進学校の

トリ研究所所長
０ ポスター発表
０ 全体会終了 
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フェスタに参

て優秀賞を受

中心に１７校

ーセッション

スター発表と

の研究内容に

地域の中核的

者と指導者を

活動や協同し

に選出された

末までは、１

が協同して研

木） 

リサーチ脳科

bioelectric s
）とPCを用
の研究成果を

より、教員な
ー発表は５時
なものでなか
どお客さんが

ような意味合
ている生徒たち
室で最先端の
ｰｽ 11 年の生
として最先端

て、大学の研
立ったという
ンな発表でも
た。玉川学園
のような３年

第２

９：０

１２

１４

6 

参加し、 

受賞した。 

校が名城大学に

を行い最後の

して、本校の

に大きな期待を

的拠点形成）参

をさらに海外研

して物事を進め

た学校生徒と

０月から始ま

研究していくこ

科学履修者 

signal and m
用いたモデル化

を発表しまし

など大人の方々
時間にも及ぶ長
かったが常に２
が絶えることが

合い（新奇性）
ちにとっては
の科学をいかに
生徒にとっては
端のテーマとし

研究室でいえば
段階での発表
もあった。この
園では、長年個
年間で少しずつ

日：８月１２日

００ 代表発表校
：２０ポスター発

：００全体会（講

に集い、日頃

の口頭発表全

の IBに関する

をいただくこ

参加を許可さ

研修に導き，

められる人材

、共通の事前

まる事前研修

こととなった

modeling by u
化)   
た。今年は海

々が多
長丁場
２，３
がなか

では
は 
にして
は、自
して研

ば、装置を作
表であった。
の点では、様
個人やクラブ
つ研究が前進

（金）<BR> 
による口頭発表 
発表 
講評，表彰，閉会

頃の研究成果を

全体会へプログ

る SSHの研究

ことができた。

された。名城大

グローバル人

材育成を目指

前研修、および

修３回と、本研

た。 

using the PC

海外の高校生

作り手探りなが
また他校に
様々な高校の生
ブで取り組んで
進してきた自学

会） 

を発表しま

グラムが設

究活動の様

。これによ

大学附属高

人材を育成

してる。 
び本研修、

研修（海外

C 

も招き盛大

がらようや
も仲間が増
生物の先生
できた課題
学自律型の



数理的な取
展させてい
それぞれに
すところは、
う。先生に相
では、子ど
充実感を得
めの資質は育
う強い生き方
無責任な行
とがとても大

 
 
【都立科学技

 
日  時
場  所
参加校：東
     
内  容

    1
1

○発表タ
  「ザ

[成果と課
小数の学
頭発表やポ
ニケーシ
に時間を
場は文化祭
でき、学校

【集まれ！理

 
日時：平成

場所：福

〈目的〉 女

     女

〈ポスター発

 
〈成果と課題

  女子生徒

校の高校

女性研

系に進む

ザリガニの

ラク

ロボットの

り組みもあり
く形式の研究
に、生徒の活
、「理系」の
相談して意見
もっぽくて高
ようが、表彰
育たないと考
方が試せる場
行動判断は許
大切であると

技術高校 四

：平成２４年
：都立科学技
東海大学付属
玉川学園高

：今年で４回
ター発表２

10：30～12
13：00～14
タイトル 
ザリガニの電

イオ
課題] 
学校間での交
ポスター発表
ョン能力の育
とって発表者
祭の期間であ
校の特色があ
 
 
理系女子 第

成２４年１０

山大学社会連

女子生徒同士

女性研究者と

発表 参加者

題〉 
徒同士の発表

校生と意見を交

研究者や女性大

むかどうかに限

研究タイト

の電気生理実験

クトフェリンの抗

の移動距離を正

空気抵抗の影

り、授業形態
究もある。 
活動も教員と
「必要条件」
見をもらって
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見つけて自分で解決できる人」つまり「研究する人生を歩む人」になってほしい、そういう人が「思考力

がある人」である「大学に来てほしい学生」であると言われ、生徒達にエールが送られた。 
生徒たちは、同じ女性の目線からの話に、親近感を感じ、進路を考える参考にもなったようだった。 
 
 

【第９回高校化学グランドコンテスト】 
日時：平成２４年１１月４日（日）   場所：大阪市立大学 
内容：全国の高校生・工業高等専門学校生とともに研究の成果を高校化学グランドコンテストで発表する。
科学研究に取り組む生徒に発表の機会と生徒同士の交流の場を設けることにより、互いに刺激し合い
ながら研究への意欲を高め、次世代の科学技術を担う研究者の育成につなげていく。高校化学の普及
を目指して今年度で 9回目を迎えた科学研究コンテストに参加した。 
午前の部  9:20～11:20 ポスター発表（偶数番号）  
午後の部  12:00～12:20 開会式 

           12:25～15:05 最終選考口頭発表（発表 12分＋コメント 2分＋交代 1分）  
             15:20～16:00 特別講演  
                            化学のとびら～ひらけ元素の周期表！～  
                             桜井 弘 教授（京都薬科大学名誉教授、東京工科大学客員教授）  
        16:00～16:45 結果発表・表彰式 総評（審査委員長、主催者） 
玉川学園からは、男子１名が参加しポスター発表を行った。応募審査の段階で残念ながら発表会当日の
口頭発表のメンバーには落選した。しかし午前中に行われたポスター発表では、１流の研究者から自分の
研究内容に関して鋭い指摘を受け、今後の研究アドバイスを受けたことで参加生徒には今後の研究に向け
大いに励みになった。 
今回の最終選考会ではリアルタイムでインターネットにて口頭発表が世界中に配信されるなど、化学の

普及に様々な形で取り組んでいたコンテストであり、これまで研究してきた生徒達にとっては大変発表し

がいのあるものであった。また今回の参加に関しては申し込みをしてからわずか２ヶ月ほどの選考であっ

たが、本来は春から大阪市立・府立大の先生方と研究について随時相談するシステムをとっている。来年

度はこの制度をさらに活用し、長期的な展望でアドバイスを受けつつ研究内容を充実させていく方法を生

徒ととっていきたい。 
 
 

【平成２４年度ＳＳＨ東京都指定校合同発表会】 

 
日時：平成 24年 12月 23日（日） 
場所：東京工業大学・大岡山キャンパス 
口頭発表 1件  高校 3年 坂本瑞歩「環境ストレスと各LED照射がレタスの発芽に及ぼす影響」 
ポスター発表 
高校 3年坂本瑞歩「環境ストレスと各LED照射がレタスの発芽に及ぼす影響」 
 高校 3年今倉翌「LEDで栽培した植物の成分比較」、高校 3年 有輪政尊、有輪政憲「蟻の群知能」 
高校 3年大澤真由「ニューロシミュレーターを用いた脳科学研究」 
 高校 2年上原美夏「ラクトフェリンの抗酸化作用」 
 高校 1年大井菜緒、今和花子、高校 2年 岩崎みどり「脳の電気活動の測定」 
中学 3年須藤香月、佐々木治人「空気抵抗の影響」、中学 3年榊原祐磨「大根の辛味成分定量法の開発」 
中学 3年戸塚圭亮「結晶に着色することは可能か」、中学 2年堀祐里香「牛乳はなぜ酸で分解するのか」  
 
[成果と課題] 
東京都内指定校の増加に伴い、東工大の２つのホールを利用した口頭発表も、記念館を利用したポス
ター発表も、混雑を極めた。玉川学園としては、高校 3年生を多く含めた幅広い学年構成で発表できた
ことが、今後の課題研究の発展にとって最大の成果であった。 
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（19）科学コンテスト  
 

[平成２４年度第５６回 日本学生科学賞の都大会] 
 
(1) 優秀賞「空気抵抗の影響」 ９年 須藤 香月、佐々木 治人（共同研究） 
物体が落下するとき、その物体には重力加速度がかかる。これは、全ての物体に等しいはず。しかし、実際には、
物体によって落下速度は異なる。このことに興味を持ち、原因である空気抵抗が、物体の何に関係するのか、 
どれくらい影響を受けるのかを調べた。原因となる要素として、物体の「質量、底面積、側面積、形」の４つを挙
げ検討した。その結果、空気抵抗の影響は予想したより小さいことが分かった。物体の底面積と形が影響すること
が分かった。なるべく正確に結果を求める方法を考え、様々な工夫がされた研究である。 
 
(2)奨励賞「大根の辛味成分定量法の開発」 ９年 榊原 祐磨 
大根の辛味成分を簡易的に測定する機器や方法は確立されている。ＬＥＤの光の色の影響によって、大根の辛味
にどのような影響を与えるのかを調べたいと思い、まずは、大根の辛味成分を測定する方法を確立するために、こ
の研究が始まった。調べていくと、大根の辛味成分は抗菌効果を持っていることが分かったため、この抗菌効果を
利用し、キウイ上に繁殖するブドウ球菌や、無菌培地上で酵母菌や大腸菌を培養し、辛味大根や青首大根の部位を
変えたものの絞り汁を一緒に保存し、菌がいかに繁殖しにくいかを測定することによって辛味成分を定量した。精
度をあげる工夫などが更に必要ですが、今後の発展が期待される研究である。 
 
(3) 奨励賞「牛乳はなぜ酸で分離するのか？」 ８年 堀 祐里香 
ミルクティーに誤ってレモンを入れてしまったところ、沈殿物が生成したことをきっかけに、牛乳が酸で分離す
る原因を調べた。仮説をたて、一つ一つ検証した結果、pH が 2.4 未満の酸だと牛乳が沈殿すること、牛乳の中の
カゼインが沈殿の原因であることが確かめられました。 
また、カゼインが含まれていれば、牛乳以外の乳製品でも酸で沈殿が生成することも確かめました。日常生活の疑
問を、納得のいくまで、大変丁寧に検証した。レポートも、大変分かりやすくまとめられている大作である。 
 
 
[WRO Japan公認予選会西東京大会]                           
(4)２位 小学生１チーム 、２位・３位中学生１チーム          
                                  
 
 [WRO Japan決勝大会] 
(5)決勝大会 出場 中学生チーム 、 
サッカー全国大会 出場 
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２．地域貢献事業 －公開研究発表会および地域連携活動              

 
（１）天文 

担当：学園マルチメディアリソースセンター 
非常勤研究員 上田麻樹             

ア 目的 

 プラネタリウムの星空を利用し、星座や惑星の紹介、学習投影を行う事により、児童生徒の 

理科学習の理解を深めたり、星や宇宙への興味を広げる。 

   

  ［連携条件について］ 

 玉川学園のごく近隣の幼稚園・保育園・小学校などからプラネタリウム(スターレックドー 

ム)利用の希望があった場合、K-12の授業での使用に支障のない範囲で予約を受付け、その団 

体の希望する内容で投影を行う。 

 イ プラネタリウム投影内容 

   ○幼稚園・保育園・その他団体向け投影 

      季節の星座の解説のあと、宇宙旅行に出かける構成が基本。６月末～７月であれば七夕、 

     秋ならばお月見の話を入れる。宇宙開発や天文現象、探査機について紹介することもある。 

○小学校向け投影 

      理科の学習投影の他、星や宇宙への興味付けを目的とした投影も行う。 

     ・学習投影の場合は、先生からの希望によって「月の動き」「星の動き」（希望があれば「月 

      の満ち欠け」）のどちらか、もしくは両方の説明を行い、さらに星の色や明るさ、季節の 

      星座の解説も行う。 

     ・星や宇宙への興味付けを希望している場合は、宇宙旅行や最近の天文トピックスと季節の 

      星座の話などを組み合わせる。 

ウ 結果 

    ＜24年度 近隣教育機関プラネタリウム利用＞ 

 5月23日(水)  ゆうき山保育園   20名 

    6月26日(火)  玉川中央幼稚園   44名 

 7月9日(月)  森村学園幼稚部   54名 

 10月9日(火)  岡上小学校わくわくプラザ 34名 

    10月26日(金)  井の花保育園     11名 

 11月2日(金)  玉川さくら保育園  30名 

 11月13日(火)  なごみ保育園    19名 

    高齢者施設いずみの里  19名 

 11月21日(水)  町田市立南大谷小学校(4年) 130名 

    幼稚園 2園   98名 （玉川中央幼、森村学園幼） 

    保育園 4園   74名 （ゆうき山保、井の花保、玉川さくら保、なごみ保） 

    小学校 1校   130名 （南大谷小） 

    その他  2団体  53名 （岡上小わくわくプラザ、高齢者施設いずみの里） 
 

    合計 9団体  355名   ※下線があるのは新規団体 

エ 成果 

     今年度は新規団体が４団体増えた。これは保育園間での口コミと、高齢者施設、学童保育 

    などの個別の要望に、柔軟に対応できた結果である。投影中の参加者の様子や、投影後の先 

    生方・引率者の反応から、投影に対する満足度の高さがうかがえた。これらのことからスター 

    レックドームは、K-12の児童・生徒だけではなく、地域住民の理科の学習や、宇宙への興味を 

    広げるためにある程度役立っているといえる。 

以上 
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（２）ロボット教室およびWRO Japan公認予選会小学生部門・中学生部門 

 
担当：高学年英語科、NPO法人WRO Japan実行委員 有川 淳 

 
① 目的 
  レゴマインドストーム NXT によるロボット教室を通して、子供達が科学的探究に積極的に関与し、組
み立て、メカニズム、エネルギー、プログラミングの技術を体験的に学習する。また総合的な科学と技術

を身につけさせることを目標とする。また作成したロボットで競技を行うことで技術の向上と選手同士の

交流もねらいとしている。 
 
② 内容 
 1) 第８回ロボット教室およびWRO Japan公認予選会西東京大会 

平成１６年より継続している夏休みロボット教室を、今年も開催し、玉川学園生と地域から参加の

児童生徒が共に４日間を戦った。 
   ア）日時：小学生部門：平成２４年７月２１日（土）、２２日（日）、２８日（土）、２９日（日） 
        中学生部門：平成２４年８月９日（水）～１２日（土） 
          いずれも最終日にWRO Japan公認予選会西東京大会を実施。 
   イ）場所：玉川学園サイテックセンター 
   ウ）参加チーム：小学生部門 
       １１チーム（玉川生７チーム＋他校生４チーム、優勝は大田区立第三小学校チーム） 
         中学生部門 
       ８チーム（玉川生５チーム＋他校生３チーム、優勝は南多摩中等教育学校チーム） 
 2) WRO Japanサッカー競技決勝大会 
   WRO 世界大会でサッカー競技を導入するようになり３年目の今年、国内決勝大会を玉川学園で開催

した。WRO世界大会ルールを基本にWRO Japanが独自に定めたルールで行った。１部門ではあるが
WRO Japan決勝大会を玉川学園で開催した初めてのケースとなった。 

   ア）日時：平成２４年８月６日（月） 
   イ）場所：玉川学園サイテックセンター 
   ウ）参加チーム：小学生２チーム、中学生３チーム（玉川学園１チームを含む）、高校生７チーム 
 3) 「脳とロボット」にて第２回ロボット教室 
   平成２４年８月４日（土）の玉川大学工学部主催「脳とロボット」イベントの一貫として、レゴマイ

ンドストームを使用したロボット体験教室を開催し、小学校低学年生を対象に親子でライントレースに

挑戦した。 
 
③ 成果と課題 
  日頃玉川学園でロボット活動を行っている生徒達にとって、他校のチームとの競技会を通じて自分達

の取り組み方を見直すことができ、他校のチームにとっては学校ではなかなか得られないロボット製作体

験を提供する事になり、どの生徒にも得る物のある大会であると言える。９月２３日（日）に開催された

WRO Japan決勝大会に審査員として３名の教員（玉川大学工学部大森隆司教授、高等部小林慎一教諭、
高等部横山絢美教諭）がボランティア参加した。横山教諭は、１１月のWRO世界大会にもオープンカテ
ゴリー国際審判として参加した。来年度はビギナー競技とエキスパート競技に分かれるため、開催計画を

立て直す必要がある。 
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月 内容 賞・順位 他 
３ ロボカップジュニアジャパンオープン進出 レスキューB ３位 

７ 
SEA（環境技術センター）見学  

名城大学附属高校主催「SSH東海地区フェスタ 2012」 優秀賞 受賞 
（12月ドバイでの研修へ参加）

８ 
玉川大学工学部主催「脳とロボット」にて 
地域の小学生に「実験教室」を開催  

サイエンスクラブ 合宿  

１０ 

読売新聞社主催「第 56回 日本学生科学賞」９件応募

中学生の部 都大会 入賞 
（優秀賞１件、奨励賞２件） 
高校生の部 中央予備審査進出 
（情報・技術部門 １件） 

旺文社主催「第 56回全国学芸サイエンスコンクール」 小学生の部 努力賞１件 
ノートルダム清心女子高等学校主催「集まれ理系女子！

第４回 女子生徒による科学研究発表交流会」 ポスター発表２件 

１１ 
ロボカップジュニア 神奈川・西東京ノード大会 レスキューＡプライマリー５位 

プレゼンテーション賞 
第９回 高校化学グランドコンテスト ポスター発表１件 
中学部学校説明会にて口頭発表  

１２ 
SSH東京都指定校合同発表会 ポスター発表５件 
名城大学附属高等学校「ドバイ研修」参加  

３ 
関東近県SSH合同発表会 ポスター発表６件 
日本化学会関東支部主催「化学クラブ研究発表会」 ポスター発表１件 
ロボカップジュニア 関東ノード大会 レスキューB参加 

 
 
研究テーマ： 
 
 
 
 
 
 
 
 
③成果と課題 
日本学生科学賞やロボカップの大会などを良い目標として、自分の研究の計画を立て、実験を進めている。

上級生が下級生の指導もしながら、お互いに良い刺激を与え合い、順調に活動が発展してきている。 
 
 
（２）ロボット部 

①ねらい 
レゴマインドストームを用いたロボット製作を行うクラブ活動であり、５年生から１２年生までを

対象とする。玉川学園サイテックセンター1Fにあるロボット工房を中心に、学年を越えた技術の継承、
他の課題に取り組んでいる仲間から別の視点を得る、などをねらいとしている。クラブ活動の中でも

学術的な研究分野であると同時に、動く作品が発表できる事から、学校説明会や学園展で注目を集め

やすい。そのことから、人前で発表できる姿勢を日頃から養うことも心がけている。 

化学・生物系 物理・ロボット系 
布の染色と染まり具合の数値化 建物内での地球の磁力線 
牛乳はなぜ酸で分離するのか レスキューロボットの開発 
結晶に着色することは可能か ロボットセンサーの研究 
井戸水の水質調査 空気抵抗の研究 
砂糖の防腐効果の検証  
LEDで栽培した植物の成分比較  
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（イ）他校ＳＳＨ視察 
①SSH市川学園市川高等学校 ＳＳＨ理科授業研究会開催 
日  時：平成２４年１０月１３日（土）            
場  所：市川学園高等部 
日  程： 10:00～10:35 校長挨拶 市川高校の取り組みについて     

10:45～11:35 ［公開授業１］  実験授業並びに生徒の発表活動 
11:45～12:35 ［公開授業２］  実験授業並びに生徒の発表活動 
13:20～15:00 ［分科会］本日の公開授業に関して授業のあり方について意見交換 

            物理分科会 事例紹介  玉川学園・真清学園・愛知県立一宮高校 
            化学分科会 事例紹介  学芸大学附属高校 
            生物分科会 事例紹介  横浜サイエンスフロンティア高校 

15:10～15:40［講演］「大学現場が高校教育に望むもの」上野信雄 千葉大教授 
15:40～    質疑応答 

概  要：SSH課題研究の理科科目として、本年度より物・化・生の３科目に拡大された。授業時間
の半分は実験を行い、定期テストもそれらの内容から主に出題するようにしている。これは
ただ単に問題集の記憶パターンの様な短期的な学習を主としてしまう生徒を減少させるこ
とを目的としている。理科はこれを徹底して現在は行っているとのこと。 

      記念講話は、ISEF（国際科学技術フェア）の審査基準の話が中心であった。ISEFの審
査基準をざっと見る限り、IBのDPの実験の評価基準と同じ部分、さらに工学的な基準もい
るとのこと。また、学術会議の勧告で「科学技術」だったのが「科学・技術」に改正され、
「出口志向（産業／社会に役に立つ研究）だけでなく人類の存在意義に関わる研究を担う責
務がある」に変更されたとの指摘をしている。本校の次期申請にも影響する、「科学オリン
ピックより研究コンクール」課題研究必修という変更点と近似している。 

 
 （エ）全国SSH担当者情報交換会 

日  時：平成２４年１２月２５日（日） 
場  所：学術総合センター                   

    概  要：(1)全体会 独立行政法人科学技術振興機構 理数学習支援センター 副センター長 植木 
勉氏をはじめとして「SSH事業」について説明がなされた。科学技術人材の育成のた
めに探究活動が必須であり、活動の中で理科教科だけではなく、教科連携させる必要
がある。また、SSHカリキュラムは学習指導要領に活用されており、理科課題研究授
業がその例である。今後もSSH事業を充実させる必要がある。最後に研究活動にお
ける不正行為の説明がなされた。 

 
(2)分科会(課題研究②～対象者・テーマ設定・指導方法等について 化学・生物・情
報・農学系) 
 北海道釧路湖陵高等学校 金本 吉泰先生、大阪府立三国丘高等学校 太田貴志先生
から上記分野の報告がなされた。 
 どの学校においても、課題研究テーマ設定することが難問であるという意見が大半
であり、そのためのカリキュラム開発の必要性を考えていた。 
 今回のスーパーサイエンスハイスクール情報交換会を通して、SSH活動の運営方法
やカリキュラム開発のポイントなどを共有することができ、有益な情報交換会であっ
た。 

 
（オ）SSH川越高等学校 成果報告会・生徒研究発表会視察 
   日  時：平成２４年２月１６日（土） 

場  所：川越市民会館、川越高等学校                  
   概  要：10:00～10:05 開会式     

10:05～11:30 生徒研究口頭発表  ４件（うち１件は英語を用いた発表） 
11:40～13:00 ポスター発表  
13:40～15:30  事業報告会 

       男子 1100人強の地方県立進学校の一つである。まず特徴的であったのは、文部科学
省が科学教育を推進していく上でのキーワードであった「知の融合」と「知の継承」を
SSH研究課題の主テーマとして設定している点である。前者においては既存の教科領
域にとらわれない新たな学問分野を創造できる国際的な人材育成を目指している。後者
は小学生から現役生、さらにOBも含めた縦の連携で科学教育の推進普及を目指し、ま
た現役生については各教科で連携しながらカリキュラム開発および指導法の共有を横
の連携で目指しているとのことである。これらの成果は大学への進学実績、各種科学オ
リンピック等への入賞などめざましい結果に表れている。すべてのSSH事業において
学ぶべき点が多い学校の一つである。 
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（カ）SSH福井県合同課題研究発表会視察 
日  時：平成２５年２月１７日（日） 
場  所：福井県民ホール、福井市地域交流プラザ                   
概  要：時 程 

12:30～13:20受 付会場：８階福井県県民ホール入口 
13:10～13:40開会式会場：８階福井県県民ホール 
13:50～14:50口頭発表（分野別分科会形式） 
（発表校） 
勝山市立荒土小学校・敦賀気比高等学校付属中学校、福井県立羽水高等学校・福井県立
大野高等学校、福井県立金津高等学校・福井県立高志高等学校、福井県立武生高等学校・
福井県立敦賀高等学校、福井県立丹生高等学校・福井県立藤島高等学校、福井県立美方
高等学校・福井県立若狭高等学校 

16:20～16:40閉会式 会場：８階福井県県民ホール 
福井県内SSHおよびその他の高校、近隣中学・小学校も参加しての課題研究発表会で
ある。各分野ごとのポスター発表を行っており、基礎的な内容から大学レベルの高度な内
容まで柔軟つけての課題研究発表であった。各学校の特色を生かした研究発表もあり、文
化系的な内容も科学的に考察している手法を用いており、大変先進的な取り組みをかいま
見ることができた。 

 
（キ）SSH札幌日本大学高等学校視察 

日  時：平成２５年２月２７日（日） 
場  所：札幌日本大学高等学校                   
概  要： 

（１）受    付    ９:３０～ ９:４５（一貫校舎生徒玄関ホール）  
（２）生徒発表及び講評  ９:５０～１２:４０（一貫校舎体育館）  

           課題研究口頭発表（５件）及びポスター発表（２０件） 
（３）ＳＳＨ事業報告  １３:２５～１４:１５（高校校舎大会議室）  
平成２４年度より指定を受けた中高一貫校の私学である。高校１年次から順次ＳＳＨ

の主生徒として活動を本年度より始めた。ポスター発表や口頭発表などのレベルはまだ初
年度校の域を脱していないが、校内体制を学校長の元しっかりと築いていたことが窺えた。
運営指導委員も様々な大学や研究機関より構成されており、客観的にＳＳＨ活動を評価す
るシステムを初年度より組んでいる。この点は学ぶことが大きい。大学入試とＳＳＨ活動
の充実化など両軸で取り組む姿勢を教員達が共有している。高大連携等、道内のＳＳＨ校
とも協調して企画を取り組もうとする姿勢もかなり評価が高かった。 

 
 

（ク）SSH金光学園中学高等学校視察 
日  時：平成２５年３月９日（土） 
場  所：金光学園中学高等学                   
概  要：（1）ポスター発表会 

物理・化学・生物・数学・情報・スポーツ科学・天文地学分野から２７項目のポスタ
ー発表が行なわれた。ポスターは全て英語で表記され、発表および質疑応答も英語で行
なわれた。発表用英文を覚えている様子の生徒もいたが、発表しながら英文を考えてい
る生徒もおり、「国際化」の取組みが上手に進行している様子が伺えた。しかし、ポス
ターの英文や英語での会話が難しい表現があり、理解しにくい部分もあった。今後はコ
ミュニケーションする中でわかりやすい表現で英会話する教育が課題だと考えられる。 
（2）国際化に関する取組み英語科・数学科・理科で行なわれている国際化の取組み

について説明が行なわれた。 ATLの先生（大学に留学している学生・大学講師）
とともに各教科の中で英語教育が行なわれている。英語での授業を通して生徒は、各教
科への興味関心が増加しするとともに英語でコミュニケーションすることの  
重要性を学んでいる結果になっている。しかし、ATLの先生との打ち合わせの不足

やテーマ設定、授業中に特定の生徒が発言することなど課題があり、今後更なる検討が
必要と説明があった。       
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資料４ アンケート調査 

SSH事業実施に関わる意識調査について 
[生徒意識調査] 
（SSH主生徒－SSH参加理由） 
問１ 利点の意識（理数の面白そうな取組に参加できる）         問２ 効果（理科・数学の面白そうな取組に参加できる） 

選択肢 割合  選択肢 割合 
意識していた 60.3% 効果があった 61.9% 
意識していなかった 39.7% 効果がなかった 38.1% 

 

問３ 利点の意識（理科・数学に関する能力やセンス向上に役立つ）    問４ 効果（理科・数学に関する能力やセンス向上に役立つ） 

選択肢 割合  選択肢 割合 
意識していた 50.8% 効果があった 54.0% 
意識していなかった 49.2% 効果がなかった 46.0% 

 

問５ 利点の意識（理系学部への進学に役立つ）             問６ 効果（理系学部への進学に役立つ） 

選択肢 割合  選択肢 割合 
意識していた 47.6% 効果があった 42.9% 
意識していなかった 52.4% 効果がなかった 57.1% 

 

問７ 利点の意識（大学進学後の志望分野探しに役立つ）         問８ 効果（大学進学後の志望分野探しに役立つ） 
選択肢 割合  選択肢 割合 

意識していた 38.1% 効果があった 46.0% 
意識していなかった 61.9% 効果がなかった 54.0% 

 
問９ 利点の意識（将来の志望職種探しに役立つ）            問１０ 効果（将来の志望職種探しに役立つ） 

選択肢 割合  選択肢 割合 
意識していた 33.3% 効果があった 34.9% 
意識していなかった 66.7% 効果がなかった 65.1% 

 
問１１ 利点の意識（国際性の向上に役立つ）              問１２ 効果（国際性の向上に役立つ(役立った)） 

選択肢 割合  選択肢 割合 
意識していた 20.6% 効果があった 27.0% 
意識していなかった 79.4% 効果がなかった 73.0% 

 
（SSH主生徒－興味、関心の向上および姿勢、能力の向上） 
問１ 科学技術に対する興味・関心・意欲が増しましたか       問２ 科学技術に関する学習に対する意欲が増しましたか 

選択肢 割合  選択肢 割合 
大変増した 25.4% 大変増した 14.3% 
やや増した 39.7% やや増した 42.9% 
効果がなかった 15.9%  効果がなかった 22.2% 
もともと高かった 3.2%  もともと高かった 4.8% 
分からない 11.1%  分からない 11.1% 

 
問３ 学習全般や理科・数学に対する興味、姿勢、能力の向上   問４ 学習全般や理科・数学に対する興味、姿勢、能力の向上 
（未知の事柄への興味)                     （理科・数学の理論・原理への興味) 

選択肢 割合  選択肢 割合 
大変増した 20.6% 大変増した 20.6% 
やや増した 49.2% やや増した 33.3% 
効果がなかった 15.9%  効果がなかった 34.9% 
もともと高かった 7.9%  もともと高かった 1.6% 
分からない 4.8%  分からない 7.9% 

 
問５ 学習全般や理科・数学に対する興味、姿勢、能力の向上   問６ 学習全般や理科・数学に対する興味、姿勢、能力の向上 
（理科実験への興味)                         （観測や観察への興味)  

選択肢 割合  選択肢 割合 
大変増した 28.6% 大変増した 15.9% 
やや増した 28.6% やや増した 44.4% 
効果がなかった 25.4%  効果がなかった 22.2% 
もともと高かった 6.3%  もともと高かった 6.3% 
分からない 7.9%  分からない 9.5% 
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問７ 学習全般や理科・数学に対する興味、姿勢、能力の向上   問８ 学習全般や理科・数学に対する興味、姿勢、能力の向上 
（学んだ事を応用することへの興味)                 （社会で科学技術を正しく用いる姿勢)  

選択肢 割合  選択肢 割合 
大変増した 14.3% 大変増した 11.1% 
やや増した 33.3% やや増した 38.1% 
効果がなかった 34.9%  効果がなかった 36.5% 
もともと高かった 9.5%  もともと高かった 3.2% 
分からない 4.8%  分からない 9.5% 

 
問９ 学習全般や理科・数学に対する興味、姿勢、能力の向上   問１０ 学習全般や理科・数学に対する興味、姿勢、能力の向上 
（自分から取り組む姿勢(自主性、やる気、挑戦心))         （周囲と協力して取り組む姿勢(協調性、リーダーシップ))  

選択肢 割合  選択肢 割合 
大変増した 15.9% 大変増した 15.9% 
やや増した 41.3% やや増した 30.2% 
効果がなかった 20.6%  効果がなかった 28.6% 
もともと高かった 9.5%  もともと高かった 11.1% 
分からない 7.9%  分からない 11.1% 

 
問１１ 学習全般や理科・数学に対する興味、姿勢、能力の向上  問１２ 学習全般や理科・数学に対する興味、姿勢、能力の向上 
（粘り強く取り組む姿勢)                   （独自なものを創り出そうとする姿勢(独創性)  

選択肢 割合  選択肢 割合 
大変増した 19.0% 大変増した 12.7% 
やや増した 30.2% やや増した 42.9% 
効果がなかった 31.7%  効果がなかった 20.6% 
もともと高かった 7.9%  もともと高かった 11.1% 
分からない 9.5%  分からない 11.1% 

 
問１３ 学習全般や理科・数学に対する興味、姿勢、能力の向上  問１４ 学習全般や理科・数学に対する興味、姿勢、能力の向上 
（発見する力(問題発見力、気づく力))              （問題を解決する力)  

選択肢 割合  選択肢 割合 
大変増した 19.0% 大変増した 17.5% 
やや増した 36.5% やや増した 31.7% 
効果がなかった 25.4%  効果がなかった 34.9% 
もともと高かった 7.9%  もともと高かった 3.2% 
分からない 9.5%  分からない 11.1% 

 
問１５ 学習全般や理科・数学に対する興味、姿勢、能力の向上  問１６ 学習全般や理科・数学に対する興味、姿勢、能力の向上 
（真実を探って明らかにしたい気持ち(探究心))             （考える力(洞察力、発想力、論理力))  

選択肢 割合  選択肢 割合 
大変増した 22.2% 大変増した 19.0% 
やや増した 34.9% やや増した 39.7% 
効果がなかった 23.8%  効果がなかった 22.2% 
もともと高かった 11.1%  もともと高かった 6.3% 
分からない 4.8%  分からない 9.5% 

 
 
問１７ 学習全般や理科・数学に対する興味、姿勢、能力の向上  問１８ 学習全般や理科・数学に対する興味、姿勢、能力の向上 
（成果を発表し伝える力(レポート作成、プレゼンテーション))     （国際性(英語による表現力、国際感覚))  

選択肢 割合  選択肢 割合 
大変増した 31.7% 大変増した 9.5% 
やや増した 30.2% やや増した 17.5% 
効果がなかった 23.8%  効果がなかった 50.8% 
もともと高かった 3.2%  もともと高かった 4.8% 
分からない 9.5%  分からない 15.9% 

 
 
[保護者意識調査] 
（SSH参加への促し） 
問１ 利点の意識（理数の面白そうな取組に参加できる）         問２ 効果（理科・数学の面白そうな取組に参加できる） 

選択肢 割合  選択肢 割合 
意識していた 51.1% 効果があった 63.8% 
意識していなかった 48.9% 効果がなかった 38.3% 

 

問３ 利点の意識（理科・数学に関する能力やセンス向上に役立つ）    問４ 効果（理科・数学に関する能力やセンス向上に役立つ） 

選択肢 割合  選択肢 割合 
意識していた 57.4% 効果があった 61.7% 
意識していなかった 42.6% 効果がなかった 38.3% 

 

問５ 利点の意識（理系学部への進学に役立つ）             問６ 効果（理系学部への進学に役立つ） 

選択肢 割合  選択肢 割合 
意識していた 46.8% 効果があった 42.6% 
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意識していなかった 53.2% 効果がなかった 57.4% 
 

問７ 利点の意識（大学進学後の志望分野探しに役立つ）         問８ 効果（大学進学後の志望分野探しに役立つ） 
選択肢 割合  選択肢 割合 

意識していた 51.1% 効果があった 53.2% 
意識していなかった 48.9% 効果がなかった 46.8% 

 
問９ 利点の意識（将来の志望職種探しに役立つ）            問１０ 効果（将来の志望職種探しに役立つ） 

選択肢 割合  選択肢 割合 
意識していた 34.0% 効果があった 46.8% 
意識していなかった 66.0% 効果がなかった 53.2% 

 
問１１ 利点の意識（国際性の向上に役立つ）              問１２ 効果（国際性の向上に役立つ(役立った)） 

選択肢 割合  選択肢 割合 
意識していた 25.5% 効果があった 27.7% 
意識していなかった 74.5% 効果がなかった 72.3% 

 
 
（保護者からみた興味、関心の向上および姿勢、能力の向上） 
問１ 科学技術に対する興味・関心・意欲が増しましたか       問２ 科学技術に関する学習に対する意欲が増しましたか 

選択肢 割合  選択肢 割合 
大変増した 17.0% 大変増した 14.9% 
やや増した 23.4% やや増した 27.7% 
効果がなかった 21.3%  効果がなかった 14.9% 
もともと高かった 6.4%  もともと高かった 6.4% 
分からない 21.3%  分からない 25.5% 

 
 
問３ 学習全般や理科・数学に対する興味、姿勢、能力の向上   問４ 学習全般や理科・数学に対する興味、姿勢、能力の向上 
（未知の事柄への興味)                     （理科・数学の理論・原理への興味) 

選択肢 割合  選択肢 割合 
大変増した 19.1% 大変増した 12.8% 
やや増した 25.5% やや増した 21.3% 
効果がなかった 10.6%  効果がなかった 25.5% 
もともと高かった 8.5%  もともと高かった 2.1% 
分からない 31.9%  分からない 34.0% 

 
問５ 学習全般や理科・数学に対する興味、姿勢、能力の向上   問６ 学習全般や理科・数学に対する興味、姿勢、能力の向上 
（理科実験への興味)                         （観測や観察への興味)  

選択肢 割合  選択肢 割合 
大変増した 17.0% 大変増した 10.6% 
やや増した 29.8% やや増した 27.7% 
効果がなかった 17.0%  効果がなかった 14.9% 
もともと高かった 10.6%  もともと高かった 12.8% 
分からない 21.3%  分からない 27.7% 

 
問７ 学習全般や理科・数学に対する興味、姿勢、能力の向上   問８ 学習全般や理科・数学に対する興味、姿勢、能力の向上 
（学んだ事を応用することへの興味)                 （社会で科学技術を正しく用いる姿勢)  

選択肢 割合  選択肢 割合 
大変増した 6.4% 大変増した 8.5% 
やや増した 25.5% やや増した 14.9% 
効果がなかった 29.8%  効果がなかった 23.4% 
もともと高かった 2.1%  もともと高かった 2.1% 
分からない 29.8%  分からない 46.8% 

 
問９ 学習全般や理科・数学に対する興味、姿勢、能力の向上   問１０ 学習全般や理科・数学に対する興味、姿勢、能力の向上 
（自分から取り組む姿勢(自主性、やる気、挑戦心))         （周囲と協力して取り組む姿勢(協調性、リーダーシップ))  

選択肢 割合  選択肢 割合 
大変増した 14.9% 大変増した 10.6% 
やや増した 31.9% やや増した 34.0% 
効果がなかった 8.5%  効果がなかった 6.4% 
もともと高かった 12.8%  もともと高かった 8.5% 
分からない 27.7%  分からない 34.0% 

 
問１１ 学習全般や理科・数学に対する興味、姿勢、能力の向上  問１２ 学習全般や理科・数学に対する興味、姿勢、能力の向上 
（粘り強く取り組む姿勢)                  （独自なものを創り出そうとする姿勢(独創性)  

選択肢 割合  選択肢 割合 
大変増した 12.8% 大変増した 4.3% 
やや増した 27.7% やや増した 23.4% 
効果がなかった 14.9%  効果がなかった 19.1% 
もともと高かった 10.6%  もともと高かった 4.3% 
分からない 27.7%  分からない 40.4% 
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問１３ 学習全般や理科・数学に対する興味、姿勢、能力の向上  問１４ 学習全般や理科・数学に対する興味、姿勢、能力の向上 
（発見する力(問題発見力、気づく力))              （問題を解決する力)  

選択肢 割合  選択肢 割合 
大変増した 6.4% 大変増した 6.4% 
やや増した 34.0% やや増した 31.9% 
効果がなかった 14.9%  効果がなかった 12.8% 
もともと高かった 4.3%  もともと高かった 4.3% 
分からない 36.2%  分からない 34.0% 

 
問１５ 学習全般や理科・数学に対する興味、姿勢、能力の向上  問１６ 学習全般や理科・数学に対する興味、姿勢、能力の向上 
（真実を探って明らかにしたい気持ち(探究心))             （考える力(洞察力、発想力、論理力))  

選択肢 割合  選択肢 割合 
大変増した 6.4% 大変増した 8.5% 
やや増した 38.3% やや増した 44.7% 
効果がなかった 14.9%  効果がなかった 10.6% 
もともと高かった 6.4%  もともと高かった 8.5% 
分からない 27.7%  分からない 21.3% 

 
問１７ 学習全般や理科・数学に対する興味、姿勢、能力の向上  問１８ 学習全般や理科・数学に対する興味、姿勢、能力の向上 
（成果を発表し伝える力(レポート作成、プレゼンテーション))     （国際性(英語による表現力、国際感覚))  

選択肢 割合  選択肢 割合 
大変増した 17.0% 大変増した 6.4% 
やや増した 38.3% やや増した 12.8% 
効果がなかった 8.5%  効果がなかった 36.2% 
もともと高かった 4.3%  もともと高かった 4.3% 
分からない 27.7%  分からない 31.9% 

 
[教員意識調査（生徒の能力向上にかかわるもの）] 
問１ 生徒の科学技術に対する興味･関心･意欲は増したと思うか。 問２ 生徒の科学技術に関する学習に対して意欲は増したと思うか。 

選択肢 割合  選択肢 割合 
大変増した 33.3% 大変増した 16.7% 
やや増した 66.7% やや増した 83.3% 
効果がなかった 0%  効果がなかった 0% 
もともと高かった 0%  もともと高かった 0% 
分からない 0%  分からない 0% 

 
問３ 生徒の学習全般や理科・数学に対する興味、姿勢、能力に   問４ 生徒の学習全般や理科・数学に対する興味、姿勢、能力に 

向上があったと感じますか（未知の事柄への興味(好奇心)       向上があったと感じますか(理科・数学の理論・原理への興味) 
選択肢 割合  選択肢 割合 

大変増した 16.7% 大変増した 0% 
やや増した 83.3% やや増した 100% 
効果がなかった 0%  効果がなかった 0% 
もともと高かった 0%  もともと高かった 0% 
分からない 0%  分からない 0% 

 
問５ 生徒の学習全般や理科・数学に対する興味、姿勢、能力に   問６ 生徒の学習全般や理科・数学に対する興味、姿勢、能力に 

向上があったと感じますか(理科実験への興味)            向上があったと感じますか(観測や観察への興味) 
選択肢 割合  選択肢 割合 

大変増した 50.0% 大変増した 58.3% 
やや増した 33.3% やや増した 41.7% 
効果がなかった 0%  効果がなかった 0% 
もともと高かった 8.3%  もともと高かった 0% 
分からない 0%  分からない 0% 

 
問７ 生徒の学習全般や理科・数学に対する興味、姿勢、能力に   問８ 生徒の学習全般や理科・数学に対する興味、姿勢、能力に 

向上があったと感じますか(学んだ事を応用することへの興味)    向上があったと感じますか(社会で科学技術を正しく用いる姿勢) 
選択肢 割合  選択肢 割合 

大変増した 0% 大変増した 0% 
やや増した 75.0% やや増した 66.7% 
効果がなかった 16.7%  効果がなかった 16.7% 
もともと高かった 0%  もともと高かった 0% 
分からない 0%  分からない 16.7% 

 
問９ 生徒の学習全般や理科・数学に対する興味、姿勢、能力に   問１０ 生徒の学習全般や理科・数学に対する興味、姿勢、能力に 
向上があったと感じますか(自主性、やる気、挑戦心)          向上があったと感じますか(協調性、リーダーシップ) 

選択肢 割合  選択肢 割合 
大変増した 25.0% 大変増した 33.3% 
やや増した 75.0% やや増した 41.7% 
効果がなかった 0%  効果がなかった 8.3% 
もともと高かった 0%  もともと高かった 0% 
分からない 0%  分からない 0% 
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問１１ 生徒の学習全般や理科・数学に対する興味、姿勢、能力に   問１２ 生徒の学習全般や理科・数学に対する興味、姿勢、能力に 
向上があったと感じますか(粘り強く取り組む姿勢)           向上があったと感じますか(独創性) 

選択肢 割合  選択肢 割合 
大変増した 33.3% 大変増した 8.3% 
やや増した 50.0% やや増した 75.0% 
効果がなかった  16.7%  効果がなかった 8.3% 
もともと高かった 0%  もともと高かった 0% 
分からない 0%  分からない 0% 

 
問１３ 生徒の学習全般や理科・数学に対する興味、姿勢、能力に   問１４ 生徒の学習全般や理科・数学に対する興味、姿勢、能力に 

向上があったと感じますか(問題発見力、気づく力)           向上があったと感じますか(問題を解決する力) 
選択肢 割合  選択肢 割合 

大変増した 0% 大変増した 8.3% 
やや増した 83.3% やや増した 83.3% 
効果がなかった  16.7%  効果がなかった 0% 
もともと高かった 0%  もともと高かった 0% 
分からない 0%  分からない 0% 

 
問１５ 生徒の学習全般や理科・数学に対する興味、姿勢、能力に   問１６ 生徒の学習全般や理科・数学に対する興味、姿勢、能力に 
向上があったと感じますか(探究心)                     向上があったと感じますか(洞察力、発想力、論理力) 

選択肢 割合  選択肢 割合 
大変増した 25.0% 大変増した 16.7% 
やや増した 66.7% やや増した 75.0% 
効果がなかった  8.3%  効果がなかった 8.3% 
もともと高かった 0%  もともと高かった 0% 
分からない 0%  分からない 0% 

 
問１９ 生徒の学習全般や理科・数学に対する興味、姿勢、能力に   問２０ 生徒の学習全般や理科・数学に対する興味、姿勢、能力に 
向上があったと感じますか(レポート作成、プレゼンテーション      向上があったと感じますか(英語による表現力、国際感覚) 

選択肢 割合  選択肢 割合 
大変増した 66.7% 大変増した 16.7% 
やや増した 33.3% やや増した 41.7% 
効果がなかった  0%  効果がなかった 25.0% 
もともと高かった 0%  もともと高かった 0% 
分からない 0%  分からない 0% 

 
 
[教員意識調査（その他）] 
問１  学校の科学技術や理科、数学に関する先進的な           問２  SSHの取組を行うことで、 

取組が充実したと思いますか                     生徒の理系学部への進学意欲によい影響を与えるか 
選択肢 割合  選択肢 割合 

大変充実した 58.3% まったくその通り 66.7% 
やや充実した 41.7% ややその通り 33.3% 
効果がなかった  0%  どちらでもない 0% 
分からない 0%  やや異なる 0% 

 
問３ SSHの取組を行うことは新しい理数のカリキュラムや        問４ SSHの取組を行うことは教員の指導力の向上に 

教育方法を開発する上で役立つ                       役立つ 
選択肢 割合  選択肢 割合 

まったくその通り 66.7% まったくその通り 50.0% 
ややその通り 16.7% ややその通り 41.7% 
どちらでもない  16.7%  どちらでもない 8.3% 
やや異なる 0%  やや異なる 0% 
まったく異なる 0% まったく異なる 0% 

 
問５ SSHの取組を行うことは教員間の協力関係の構築や        問６ SSHの取組を行うことは学校外の機関との連携関係を築き 

新しい取組の実施など学校運営の改善・強化に役立つ          、連携による教育活動を進める上で有効だ 
選択肢 割合  選択肢 割合 

まったくその通り 50.0% まったくその通り 50.0% 
ややその通り 25.0% ややその通り 41.7% 
どちらでもない 16.7%  どちらでもない 0% 
やや異なる 8.3%  やや異なる 8.3% 
まったく異なる 0% まったく異なる 0% 

 
問７ SSHの取組を行うことは地域の人々に学校の教育方針や      問８ SSHの取組を行うことは将来の科学技術関係人材の 
取組を理解してもらう上で良い影響を与える               育成に役立つ 

選択肢 割合  選択肢 割合 
まったくその通り 33.3% まったくその通り 58.3% 
ややその通り 50.0% ややその通り 33.3% 
どちらでもない  16.7%  どちらでもない  8.3% 
やや異なる 0%  やや異なる 0% 
まったく異なる 0% まったく異なる 0% 
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資料５ 運営指導委員会 
 
 [運営指導委員] 
小原 芳明 玉川大学・玉川学園（学長・学園長）、塚田 稔玉川大学脳科学研究所（玉川大学名誉教授） 
小野 道照  玉川大学工学部（工学部長）、佐々木正己 玉川大学学術研究所（所長） 
相原 威  玉川大学工学部（教授）、東岸 和明 玉川大学農学部（農学部長） 
佐々木 寛 玉川大学工学部（教授）、小泉 嘉一  株式会社環境技術センター（代表取締役） 
吉住 実    日立アロカメディカル株式会社（代表取締役） 
平田 大二  神奈川県立生命の星・地球博物館（学芸部長）、 
飯田 秀利 東京学芸大学 生命科学分野（教授） 
[玉川学園] ≪SSH事務局代表≫ 
石橋 哲成 理事（k-12代表）、石塚 清章 （学園教学部長）、藤樫大二郎（高学年教育部長） 
中村 純   （高学年教務主任）、小林 慎一 （高学年理科主任）、渡辺 康孝 （高学年SSH担当） 
後藤 芳文 （高学年学年主任）、森 研堂   （高学年SSH担当）、 
小野口久仁子（学園教学部教学課長 高学年担当）、片野 徹（学園教学部教学課長・管理機関代表） 
 
第１回運営指導委員会 
実施日時 ７月１３日（金）16:30～18:00  実施場所 学園教学部会議室  参加人数 １６名 
１、 始まりの挨拶（中村純高学年教務主任） 
２、 研究協議 
（１）今年度の報告と研究課題に対する実施について 
・平成２４年度ＳＳＨ研究開発実施の概要と実施計画書 
（２）第Ⅰ期のまとめ   ・外部中間評価から自己評価によるこれからの展望について 
（３）次年度（第Ⅱ期）申請について 
・国際的科学者育成のための研究課題の設定、カリキュラムと授業展開の研究開発 
３．各出席者の意見・指導 
  ・英語力、創造力、コミュニケーション能力育成のカリキュラムを作成する ・課題を与えられて創造
する力、目的から探究する力、どちらも創造性を養える ・受身である、提示ができない生徒に自覚させる
カリキュラムの柔軟性について ・自分で考え理解し自分の言葉で話す、議論する等科学をするための基礎
を訓練する ・持続することが最も重要であり次年度以降研究開発を続けるべきである 
４、閉会挨拶（中村純高学年教務主任） 
 
第２回運営指導委員会 
実施日時 ２月１５日（金）16:30～18:30  実施場所 学園教学部会議室  参加人数 １８名 
１、始まりの挨拶（中村純高学年教務主任） 
２、研究協議 
（１）５年間の総括と５年次の報告 
  ・IB の探究・批判的創造的思考・国際性・独創性を取り入れた学習の研究開発 ・大学/研究機構や脳
科学との連携を通した現代科学の研究的学習の研究開発 ・科学と日本文化における学びと独創性の学習と
研究開発 
（２）次期ＳＳＨに向けて    ・申請について（中間評価の指摘事項をふまえて） 
３、今年度末の企画について 
  ・玉川学園生徒発表会 3月 13日（水）11:00～15:45 高学年校舎アトリウム他 
  ・関東近県SSH生徒研究発表会 3月 17日（日）早稲田大学理工学術院 
４、各出席者の意見・指導 
  ・SSHの成果（卒業生）の実績について  ・最先端の新領域に合致した研究開発について   
・大学受験用理科に欠けている学習の研究開発について ・将来の研究者養成だけでなく教育者を輩出する
ことについて ・パターン学習に陥らずに研究の根底を深く考えること、試行錯誤するところを育成するこ
とについて ・学齢に沿った批判的思考の育成について  ・創造力を養う具体的なカリキュラムについ
て ・最初に科学が面白いと思える印象付けが継続的な活動に結び付くことについて ・地道に科学をやり
ながら賞を目指すなどのモチベーションを保つことについて 
５、総評（小原芳明学園長） 
  ・科学に不可欠である統計、その前の段階である数学を身につけてきちんと統計に基づいた理論ができ
るようにすること。特に、議論では個人的な意見ではなく論理的に話を進められるように育成することが重
要である。（欧米教育参照） 
６、閉会挨拶（中村純高学年教務主任） 
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